
第2節 遺構・追物の概略

調査成果については、次京で時代順に述べるが、ここでは全体の辿棉 ・迫物の状況を地区別に削単に

まとめておく こととする

調査区は、 南北月向に狭長な形状をしていることから、 イ辿宜上、馴壺区を樅切る 2本の追で大きく 3

地区に分け、 さらに辿棉の集中ずる中央部を 2分割することに し、北から北区 ・中央北区 ・中央南区 ・

南区と呼称する。

北区は、全体に辿物包含/i'.!:/0)残存状況は函く、迫物兄は少ない。追構もあまりまとまって検出された

ものはなく、 ピッ ト状の小穴は多くみられるが、柱穴となるものはほとんどないと考えられ、渠落の存

在は想定できない。その巾で、 北端部において柱穴と考えられるピッ ト群が比較的まとまって検出され

ており、調査区の北側で確i忍されている中世の集烙0)一部になる可熊性がある。ただし、狭い範囲での

検出であり、 建物の復原などもで送ないことから、不明な部分は多い。この区の南端部で、あまり広し

範囲ではないが、ピット群と溝がまとまっている↑祁分があり、集落が営まれていた可弁貯性がある。追物

量は少ないが、洲から古代の辿物が出土している。また、前節でふれた1111褐色シル ト府が広がっている

状況もみられるが、ここからは辿構・辿物は検出されていない。

中央北区では、辿物包含）団の残仔状況は比較的艮好であり、北半部では奈艮II寺代の辿構 ・辿物がまと

まって検出された。 特に、北区と中火北区を111-tlする道路に近い部分に辿構が集巾しており、 池1杏区に隣

接した地点で、以前おこなわれた呆南rl"i"教吉委旦会による間査でも、闘時期の辿樅 i 辿物が検Iiiされて

いる。このため、逍路の北側ではみつかっていないものの、辿路に而した部分で集落が'1Jまれていたこ

とがわかる。掘立柱建物を机成するピット群や 1こ坑、溝などがまとまっており、土坑の中には廃菜土坑

もあることから、艮好な一括辿物が出上している。柱

穴には、方形のものやrJ形0)ものがみられ、棚社村丸

物の主軸方向の羞から 2時期以上のまとまりが想定さ

れる。ただ、 辿物の時期差はあまり認められないこと

から、この集落の存続時期は及くはなく、こ 0)時期0.

みに限定されるものといえる。出土辿物の中には、形

を復元するこ とはできないが、製塩土器の破片が多く

みられ、この集落でも塩づくりをおこなっていたこと

が想定される。また、組恵器の中には溶府して変形し

たものや、窯壁が付牙"1したものもみられることから、

近接して須恵邪~~~がつくられていたことが冴えられ

る。また、時期は古代であるが、猥でつくられた小児

棺をおさめたぶ社も検出されている。

南半部は、 Aり中作地の区画で一段利くなっているが、

北半部と同様に、辿物包含）凶OJ残存状況は良好である。

遺構面は、中世後期の辿構面と地山而OJ2面が胞め

れる。主に、中世後朋の辿構而（上皿）で辿棉がまとまっ

てみつかった。溺端部で、方形にめぐる溝が検出され
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ており、多くの礫とともに瓦類が多応に出土している。同様に、中央南部でも隣扱する北端部で瓦類が

多量に出土している。これらは、調杏区の東半部に集中しており、四半部ではみつかっていない。辿物

の配置などははっ送りしないが、 この部分から関在区末側にかけて広がる、寺院関辿の建物が存在した

可能性は高い。この寺院は、 中世末に廃絶したものと考え られるが、これ以降、胴査区内で近世の寺院

跡や瓦類などは検出されていない。この地区の棗側には、硯在の馬場集落が存在することから、集路内

に移転したことも想定される。地山而で検出される新たな迫梢はあまりなく、古代以前の辿栂は確？忍さ

れていない。

中央南部では、整地によるI'll」平がほぼ全而にわたっており、辿物包含屈の残仔状況は巡いが、 地山而

において、 弥生時代巾期末の集落を検出した。他の地区に比べ辿構が密集しており、竪穴住届をはじめ

として、柱穴と考えられるピッ ト1罪が多呈にみつかっている。集落は、西側に金熊寺川 （男里川）をC，

む沖積段丘上に営まれている。刷査区の西側緑辺l'ffSしこ段丘rnがあり、これに沿って大溝が延びている。

自然流路を利用したものと考えられるが、北半部で人送＜蛇行して調杏区内に入り込んだ後、 wび匝側

へ延びる。このため、北'Ii部は調査区のほとんどを大溝が占めているが、硯代の水路が一部重複して

くられているため、全体を明らかにずることはでさなかった。ただ、 水路と韮複していない部分の調，，．

により、部分的には埋七や追物の状況を確認することができた。その結米、大ri府の存続時期は比較的短

期間であり 、土器や礫などで一気に皿められていることがわかった。辿物址はかなり多団であるが、先

形のものや形を復元できるものがほとんどなく、集落内で不迎となった土器を徐々に埋めたというよっ

な状況ではない。時期泣もあまりなく、弥生時代中l耽I末にほぼ限迫されることから、良好な一括辿物で

ある。これまでに呆南地域で、この時期の土湘が一括で多l化にIII土した例はなく、此償な汽料というこ

とができる。

集落内では、敗沿穴住居を32柚以上確認することができたが、加校、形状、 小情追などの点で多fillにわた

ており、同一集悩内でこれほどJ'ilなった盛穴住居が同時に存在していたことは、稀な状況だと抒えられ

る。また、 翌穴住店は単独でつくられたものは少なく、建替えによる重似や拡張された状況を旦するも

のがほとんどである。人溝を除くと、全体に集沿内からの辿物mは少なく、唸穴住居内からはさらに少

ない。

南区は、 戦地によるl'lり,,1..がほぼ全面にわたっており、辿物包含屈の残存状況は凪好ではない。追朴りの

検出状況も、本線内では、 1•ij端部で 1 1 1 世のビット 11やや土坑などのまとまりが一部検出されたのみである。

これに対し、本線から1iir1りしこ突出するかたちで設定された地下追部分では、狭い範囲内で近世の批乱が

みられるものの、追構而が 2面確認され、「1―1-11.1:前期と弥生時代中期末の追構が検出された。 1吼．面0)辿朴'l

面では、中世前具lの集落の一部を検出し、ピット、1作や 1-:坑、鍛冶炉を据えた痕跡などがみられる。追物

では、瓦器椀や白磁碗などのほか、スラグやふいごの羽「lなども出土し、金屈加工をおこなっていたこ

とがわかる。地山前では、弥生時代rp期末の方形周怜't蛤を検出し、坦丘は削平されているも0)の、供献

土器の一部が出 1-:している。本線内でも方形周溝蛤0) . 部ど抒えられる溝が検出されており、ほぽ兄形

に復元できる供献上邪の一部がIll土している。このため、複数の方形），'I]溝蛤が存在することが判明し、

集落と同時期であることから、全容ははっきりしないものの、集落からやや離れた地区に設けられた：し,,•• 

域と考える ことができる。
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6章 調査成果

約10年に及ぶ胴査で、関査区がかなり細分されている。このため、同一の追構を：t姐数年にわたって分

割したかたちで躙査した部分が多く、統一的ではないため、罰査担当者しこより解釈が媒なる場合もある。

今回の整理にあたっては、第 34lで述べたように、なるべく統一化した状況で全体をみることができる

ようにした。 閻杏時点で、闊杏区毎に個別の成果は筋単にまとめられていたが、 全体をまとめたことが

なく、最終の挫理段階になって、ようやく時期鉦の様相をみることができるようになった。このため、

ここでは調査区や閻査年次にこだわらず、時期別にまとめていくことにする。

第 1節 縄文時代以前の追物

調査区内で、縄文時代以前の辿構は検Illされておらず、辿物包含J1・り も確整されていない。男旦辿跡—

体でも、縄文時代以前の迫構は検出されておらず、部分的に北端部で晩期の追物包含府がみつかってし

るのみである。近いところでは、リJ里川の支流である菟砥川と山巾）IIにはさまれた丘陵上に、後期から

晩期の集落である向出辿跡が仔在していることから、集落などの生活0)痕跡が残っている可能性はある

といえる。また、 調査区の叫側にある、双子池からも縄文晩期末から弥生前期0)辿物が出土している。

調査区内で出 Iこした縄文 I,:器は 8点である Cl以I16、図版30)。器形や時期に）＿＼をはあるが、いずれも後

世の遺物包含｝汗iや辿村り迎 I".からみつかったもので、ほとんど府耗した状況であるII Ill土地点を図示した

（図15)が、 特に集Iいはみられない。ただ、後の弥生集落が営まれる段丘上に分布していることから、

縄文時代にこ 0)許防分で述物などがつく られていた可能性も考えられる。また、縄文時代のものと抒えら

れる石鏃も出土しているが、弥牛時代のイコ鋤などと混ざっているため、打製石栂は弥生時代の岨でまと

めて述べるこ ととする。

図16-1は、 深鉢の）II叫部で、 一辺約IOcrnの破片である。比較n勺焼成が艮好で、 外而しこ約 8111111111間の淮

載竹管による亜下沈線が平行に施されている。内面には指頭圧痕がはっきりと残っている。胎上は11秤褐

色を呈してお り、 生獅屑麓産と老えられる。後止の辿椙雌上から出」ょしているが、保存状態がよく、こ

の個体に限っては、ほとんど屈耗をうけておらず、あまり迪くからもたらされたものとは考えられなし ・a

出士地付近から他の個体はみつかっていないが、この付近でイ史用されていたことが想定される。 船心皿

式の特徴をも ったものであることから、細又巾期末から後期初面と考えられ、硯任のところ、男坦辿跡

で最古の士器である。泉園地域では、中期以前の土器のIll土例は数点しかない。

•O 
200m 

図15 縄文土器出土位四図
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2は、 深鉢0)胴部と労えられ、一込約 2cmの破片である。外而に約 3111rn111団のやや太い沈線が施されて

いる。沈線に隣接した部分に、縄文と考えられるような痕跡がわずかに残る。小破片のためはっきりし

ないが、瀬戸内の福田KIIあるいは一棄寺Iく式の特徴をもった文様ということができ、後期の宮滝式町

前と考えられる。 3は、器形ははっきりしないが、口緑部に近い部分の破片である。胎土は灰色から暗

灰色を呈している。内面は剥雌しているが、外而に凹線文が施されており、宮流式の特徴をもった文様

と考えられる。 4は、浅鉢の胴部と考えられ、縦約2.5cm、横約 4cmの破片である。外面には、水平）］

向に延びる 2本の平行沈線と、斜め方向しこのびる 2本の U字状の沈線が施されている。他の上器に比べ、

やや白っぽい胎土である。小破片のため文様の全容などは不明であるが、 北白JII I: 屈式の特徴をもった

文様という ことができ、後期と考えられる。 5は、深鉢の胴部と老えられ、縦約2.5etn、横約 5cmの破

片である。外面に約 2mm1l1・乱の沈線が施されており、隣扱した部分に、斜め方向の縄文が明瞭に残っている。

胎土は暗褐色を呈している。弥生集落の盛穴住居埋土から出土しているが、かなり／註耗しており、割れ

口が丸みを常びている。小破片のためはっきりしないが、元住苫山式の特微をもった文様ということが

でき、後期と抒えられる。6は、波状口緑をもつ深鉢の口緑部と考えられ、波］頁部分の破片である。胎

土は暗褐色を呈しており、生駒西麓府と考えられる。口緑部は強い屈曲によって強澗されており、外面

は鍔状に突出 している。 「l緑端部外面には沈線が施されるほか、鍔状に突出した部分の上部にも2本の

平行した沈線が見える。また、鍔状に突出した部分のド部には、全容ははっきりしないものの、渦森.:1-.

と考えられる文様が施されている。元住吉山式の特徴をもった文様ということがでさ、後期と考えられ

る。図版30-1413は、深鉢の胴陥と抒えられ、縦約2.5cm、横約 6cmの破片である。外而に約 2nunrl屈0

縦方向の沈線が、恨数施されている。 胎土は黒褐色を旦している。小破片のため文様の全容などは不明

であるが、 北白川 I::肘式の特徴をもった文様ということができ、後期と序えられる。

7は、深鉢のn緑部である。口舷糾脳いこやや幅広い突常を巡らせており、 ド部と上面に刻目が施され

ている。さらに屈曲する）け部にも刻「l突相が巡らされている。H台土には砂粒が多く含まれており、やぺ

白っぽい。船栂式と老えられ、晩期である。間査区内で出土した縄文晩期の七根は 1点であるが、 リJ

遺跡内でみつかっている純文晩期の土器の中では占いものである。

.. .,,.., 0 2 

,.ill!.! 濶攀
癒i念 ,,. ~ !i 
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一 図16 縄文土器
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第 2節弥生時代の追棉 ・追物

従来、男里辿跡は弥生時代中期の追跡として腔識されていたが、 9凋杏面積が狭く、爽態はあまりつか

めていなかった。今回の胴査では、部分的ではあるが、 弥生時代中期末の集路をまとまったかたちで確

認することがで送た。竪穴住居を主体とした店住城と溢域のセット閲係が明らかになるとともに、集落

に伴う大溝が検出された。竪穴住居をはじめとして1円イ全域からの辿物出土f;"'（は少ないが、大溝から多,fj'、

の遺物が出土したことで、弥生集蕗0)時期を示す良好な災料を術ることができた。さらに集落の周辺部

で、遺物包含府よりほぽ形の復元できる土器が数点出上している。 ここでは、弥生時代の成呆を弥牛~

落の居住域、 大溝、磋域と周辺部の辿物出土状況に分けて述べることとする。

1. 居住域

弥生集落は、中に閻査区のうち中央南区に広がってお り、やや雌れて南区の凶側(;:猛域をもつ。居イ

域は中央南区のほぼ全面に展開しており、 30棟余りの竪穴住居と多凪のピッ ト群が検出された。今同の

調査で明らかとなった部分は、弥生集落のうち西端部分と老えられる。南北方向に トレンチをいれたか

たちとなっ たため、竪穴住居などの追構の分布状況から、弥生集烙の居住域の規板は、南北約200m

推定することができる。調杏区の京側では訓査がほとんどおこなわれていないため、追木怜の分布状況t

不明である。ただ、硯地形からの推測では、束両約100mの糾校をもっていたものと考えられる。

(1)層序

弥生集落の居住域にあたる追構密集部分は、現在の交追点がつくられているため、横切る追路などに

より、調査区がかなり細分されている。この部分で、弥生時代の辿構が多く検Illされたことから、弥牛

時代の堆積状況を見るために、 トレンチの堕断而をあげておく 。IUT/l査区が細分されていることから、 濶

査時の壁断面の方向は凡なっていたが、反転して同一方向からの視点にそろえている。主に巾央南区の

うち、 遺構の密集している部分 (K区南部西巡 ・P区北部束檄 ・TI;,(束槌）の断而図を採用した。

k区南部四槌は、屈住域の北端部で大溝に隣按する部分にあたる。ここでは、旧耕作土）1'::iが約20cm堆

積しており、 地山11『まで述している。巾世後期以降0)賂地などにより、弥生時代の辿物包含屈がほとん

ど削平されている状況であるため、 旧,j!)I:作土）凶を除去ずると地山面が現れ、そのまま弥生時代の辿構検

出ができるほどであった。 辿構而も表而は削平されているものと考えられ、 ピッ トや毀穴住店などは上

部が失われている I1f能性が同い。地1」」は、砂混じりシル ト附と沿大より小さい（礫を多く含むWiが浪在し

ている。礫層Iしまかなり締まっているが、追構0)分布状況に箆はない。

P区北部東壁は、応住域の北部にあたり、竪穴住居が密集する部分である。ここでも、旧耕作土屈が

約20cm堆積しており、地山而まで述している部分もある。巾世後期以降の整辿などにより削平を受けて

いるが、弥生時代の辿物包含屈は、おおむね 5~ 10cmほど残存している。ただし、 全体に追物包含）心l

からの遺物出土訳は少ない。古代や中世の辿物包含屈は閉められない。地山は、砂浪じりシル ト）日と¥

大より小さい礫を多く含む府が混在しているが、ここでは締まった礫）1':'.itm分は比較的少ない。

T区東壁は、居住城の南部にあたり、勝穴住）団やピッ ト辟が北部の密集部分に比べて、やや少なくな

る部分である。地山而は南に向かって級やかに I"'..がる頼向であるが、盛土はさらに際＜堆秘しており、

南端部では約1.2mにもおよぶ。また、区画により堆柏状況の巡いはあるが、旧耕作土も20.....,80cm堆

積しており、 中世後期以降の賂地が頻繁におこなわれていたことがわかる。この部分でも、辿物包含）凶

の削平は免れておらず、残存していない部分もみられる。古代や中世の迫物包含附はみられないが、地
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図17 弥生時代遺構平面図
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2. JOYR 7/2にぷい黄橙色砂混じりシルト 8. IOYR 7/4にぶい黄橙色 砂混じりシルト 2. 2. 5Y 5/1黄灰色 シルト
3. IOYR 7/4にぶい黄橙色砂混じりシルト Fe含む 9. IOYR 5/2褐色 砂混じりシルト Mn含む 3. lOYR 6/6明黄褐色 粘土質シルト
4. IOYR 7/4にぶい黄橙色砂混じりシルト Mn含む 10. IOYR 5/2灰黄褐色 砂混じりシルト 4. lOYR 4/3にぶい黄褐色粘土質シルト
5. IOYR 7/3にぶい焚橙色 砂混じりシルト Mn含む 11. IOYR 5/2褐色 礫倍 5. lOYR 5/2にぶい黄褐色粘土質シルト
6. IOYR 7/2にぶい貨棺色砂混じりシルト 12. IOYR 7 /6明黄褐色 砂澁じりシルト 6. lOYR 5/2にぶい黄褐色砂質シルト
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1. 盛土

,2 2. 7. SY 6/1灰色 シルト
・3 

3. 5YR 5/8明黄褐色 粘土
4. 2. SY 6/2灰黄色 シルト

14. Om 5. lOYR 7/3にぶい黄橙色礫混じりシルト
6. IOYR 7 /3にぶい黄橙色礫混じりシルト 礫多屈に含む
7 IOYR 5/2灰黄褐色 シルト
8. IOYR 5/3にぶい黄褐色 シルト Mn含む
9. IOYR 7 /3にぶい黄橙色礫混じりシルト
10. IOYR 7/6明黄褐色 礫混じりシルト Mn含む
I I. IOYR 6/2灰黄褐色 シルト
12. IOYR 7/3にぶい黄橙色礫混じりシルト 礫多凪に含む
13. IOYR 7 /3にぶい黄橙色礫混じりシルト 礫含む
14. !OYR 7/4黄橙色 粘土
15. lOYR 5/4にぶい貨褐色礫混じりシルト Mn含む
16. lOYR 5/2灰黄褐色 シルト
17. lOYR 4/2灰黄褐色 シルト
18. IOYR 5/3にぶい黄褐色 シルト
19. 2. SY 5/3灰黄色 礫混じりシルト

20. IOYR 7 /3にぷい黄色 礫混じりシルト 礫多足に含む
21. N 7/0灰白色 粘土
22. JOYR 7 /8餃橙色 シルト
23. 7. 5YR 5/2灰褐色 シルト
24 2. SY 6/2灰黄色 シルト
25. IOYR 3/2黒褐色 シルト
26. IOYR 7/4策橙色 礫混じりシルト
27. IOYR 8/6黄橙色 礫混じりシルト
28. IOYR 5/3にぶい黄褐色シルト

I 
図18 弥生時代遺構検出部分土層断面図
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山直上に残る弥生時代の返物邑含屈が、 10~ 40cm租迎確惣できる。 t!'.t褐色シル ト／而1が主体であるが、

径 1~ 5cmの礫を含む。ただし、全休に迫物口は少なく、形を復元できるものはほとんどなく、小破片

のみである。地山は、にぶい黄褐色シルト屈が主体であるが、ほかと同様に、拳大より小さい礫で構成

された礫層が部分的に露Illしている。礫を多く含むことから、全体に締まった状況である。

中央南区では、）幻序は上から盛土、旧耕作上、床上、追物包含屈であり、肛さの退いはあるものの、

基本的には同じ堆租状況である。ただし、中世後期以降のI迂屯なる造成により、中世や占代の追物包r-1

層は削平されており、一部地山まで及んでいる。さらに、集落に近いことから、近代以降の道路や水路

の整備による批乱が随所に見られる。特に、北半部O)I区では、現代の辿物の基礎部分が残存していた

ため、整地によって追物包含府は削平されており、晶礎による樅乱が多い。そのため、辿構検出而は地

山面であり、 ほとんどが弥生時代のものである。 一部上部を削平されているものの、追構の保存状態,.... 

ほぼ良好であ り、 I~を穴住居や多くのピッ ト群などが密集したかたちで検出された。

(2)竪穴住lr::.:i

弥生集落の主体をなすのは、〖喝穴住／国である。今同の間杏では32tJ.IJが確賂されたが、咽複するものが

あることから、さらに多く O)I(沼穴住府が作在する可能性はばい。竪穴住居が密集する地区で、瀾査Iざ．が

細分されていることから、 （翌穴住居の潤査にあたっても複数の，1U,'J杏区に分割され、濶杏年次が異なるも

のが多い。このため、晶l杏担当者がIJ凡なるなど、同一条件で調査された咽穴住居が少なく、成果に若 I皇

の差異が認められる。戦理にあたって、なるべく統一的な見解でまとめるようにしたが、そろわない部

分もあり、疑間の残る成米もみられる。 ここでは、調査II祁炉の見解を郭狙するようにし、あえて無理な統

ーははからないこととした。そのため、平面図の及現等にイ瀦充ーが見られる部分がある。

竪穴住居は、潤査終 」;廿~f しこすべて砂による皿め炭しによって辿朴'I保作されている。 語条件の迎いか·

調査終了時の形状に若-,~の辿いが生じている。.),財本的には全掘するようにつとめたが、平成15年）1J;O)潤

査（その 9)では、将来的に辿土を再検証することを考磁し、あえて 1消．肘観祭)-1-j畦を残したまま迎め）メ

している。このため、‘臼脳lにも土）1' •'/観察川畦を表況ずるようにした。

竪穴住居は、濶査時の見解の追具はあるも0)0)、構造や）乱似などが多利にわたっており、 llfJ様の住居

で構成された集蕗とはいえない状況である。また、重複してつくられているものが多く、建て替えや拡

張が頻繁におこなわれていたことが想定される。後述するが、 地山が軟らかいシル トflで掘削が容拗な

場所が空いているにもかかわらず、礫）付で同く締まっている楊所で建て替えをおこなっている状況がみ

られる。さらに、分布状況にもやや偏りがみられる。

中央南区の北半部は、火溝が縦断していることから、他の辿構はほとんど検出されていないが、大洲

を隔てた対岸部分で限穴住居が検出された。このことは、人枯'Iが集落を而するも0)ではなく、両側に紐

物が存在しでいたことを表している。以前に、闊査区の西恨I]でおこなわれた泉南市教ff委旦会の間査で

竪穴住居がみつかっていることからも、複数の盛穴住居が大1情を隔てた西側にひろがっている様子がう

かがわれる。大溝のすぐ蘭flilOJ中央部は、翌穴住｝国が密集したかたちで検出された。重複したものがほ

とんどで、単独のものは少ない。密集するなかで活下のまとまりは懃められるが、位皿的なもののみで

意味合いを探るまでには至っていない。また、個々O)iTi湛1関係は解明できるものの、時期別の隣投する

竪穴住居とのセッ ト1!£1係などは、 しよっ送りしない部分が多い。南半部では、勝穴住屈は重複したものは

なく、単独でつくられており 、数も急に減る。
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図19 竪穴住居分布図

前述したように、竪穴住店は同じものでも、訓査年次が汎なることから、複数の追構名称が与えられ

ているものがほとんどであった。そのため、今回の整郎では新糾に番号をつけ、混乱0)ないようにした。

基本的には北から順番につけたものであり、 m複関係などを老磁したものではないため、新旧で番りが

逆転するこ ともありうる。

竪穴住居 1(図20~22、図版3、31)

中央南区の北端部にあたる K区の北半部で検出された。弥生集落の西側を走る人滞がやや東に屈曲し

調査区を横切った北側に位凶しており、弥'--I:.:集蕗とは）ゞ溝を ［！屈てた対J~,1にあたる 。 この部分ではJ札独で

検出されており、調杏区内で隣接する盛穴住居はみつかっていない。地山まで及ぶ削平をうけているた

め、上部は失われており、 I未而付近がかろうじて残存しているのみである。さらに南棗部は、 I未前まで

削平されているため、 ¥I悦溝も失われている。

平面略円形を呈しており、全容は不明であるが、規板は、最大径約7.4mを測る。深さは、泣も残存

状況が良い北側邪分で 5cmが辿併している。ほとんど埋I』．が残存していない状況であるが、貼床は確認

されていない。皿土は、 tこぶい黄橙色砂四上である。俎て替えや拡張はおこなわれていない。

内部でピットは多く検出されているが、主柱穴は 4巫と考えられる。いずれも平面円形または桁円）l多

を呈してお り、残存部で径30,...,.,50cmを測る。他の柱穴に比べて北西部の柱穴が若干大きい。埋上は、

黒褐色粘質土である。堡溝は、全周するものと考えられるが、南東部は失われている。糾校は、検出面

で幅約30cm、深さ 5cmを測り、断面U字状を』する。埋上は、住居埋土と同じにぶい凶褐色シルトであ

る。壁溝内部からは、杭の痕跡は確認されていなし。

中央より やや両側で＋．坑が検出されており 、南北）］向がやや艮い'Iり面桁円形を呈する。規板は、検出

面で長径1.6m、短径1.lm、深さ0.4mを測り 、断面U:.:j::状をユする。埋上は、 2/Sに分かれており、上

からにぶい黄褐色粘質シルト、贔褐色砂混じり粘四土である。炉として使われたものといえるが、あ

り顕著な炭屈はみられない。下屈には炭化物を多州に含んでいる。また、近接して 2 巫のピットが検 I I~

されており、 埋上は、にぶい黄褐色シルトが主体で、炭化物を多fi1に含んでいる。これらは、炉とはし

えず、炉に付随して灰や炭などを招えるピッ トと胡えることができる。 他に閲辿する追朴りは検出されて

いない。
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図20 竪穴住居 1平・ 断面図
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図21 竪穴住居 1出土土器

＂り物は、埋土中から弥 生寸：：器が少iitl-H土し

た。形を紺元でとるものはなく、図化できた土

恭片は 4点である。函21-8は、府の『1部で、

水平方向の直線文と波状文の櫛描文が明瞭に夕〗

る。交互に描かれており、各3本の単位で確総

できる。 9は、載のn緑部である。口縁部が、

くの字状にほぼ直角に外反する。 1 0 • 11はい

ずれも底部で、附か殿の明確な区別はできない。

底部外而に、指によるナデ闊整の版跡が明瞭に

残る。 1~22-12は、砥石である が、台仏の可

俺性もある。砂店製で、）絹／］緑に打繋痕があり

12 

部割れている。

穴住居2 (図23、24、図版3、31)

中火南区の中央束側にあたる L区0)やや北祁：

りで検Illされた。弥生集落の翌穴住居が密集し

た部分0)束側に位四しており、竪穴住居 3と約

Sm胤他れて隣接する。周囲にはビッ ト11やや土坑

がみられるが、墜穴仲店の叫Uはなく、単独で

検出されている。 地山まで及ぶ削平をうけてi,,

るため、上部はやや失われている。

平而lf~は不盟I丹II筑を呈しており、札域は、検

/-1-1而で汲大径約5.5m、深さは、中央部で30cm

を測る。棗側を除いた部分の槌而に沿って、削

20cm 
り出しにより幅0.6 ~1.0m の同床部が巡っ て

•~7--古—I 111':■11,:,-;:.1111__J おり、 111火部の床而とO)比莉迫は約25cmある。

図22 翌穴住居1出土閉製石器 中央部は、隅丸方形を旦 しており、 •辺約3,5

mを測る。壁溝や貼床は確R忍されていない。「り形の毀穴住居と）り形の竪穴住居のm複したかたちとも見

えるが、単独の建物であり、辿て替えや拡張がおこなわれたものではないと好えられる。

内部でピットは多く検出されているが、主柱穴は 4品と考えられる。いずれも平面円形または桁円形

を呈しており、残存部で径約20cmを測る。内郊からは、杭0)痕跡は確f忍されていない。
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図23 器穴住居2平・断面区l
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図24 器穴住居2出土土器

中央部のほぼ中央に位皿する七坑がみつかっており、柱穴とほぼ同様の平面桁円形を星する。規膜は、

検出面で径約30cmを測るが、炭化物などはみつかっておらず、炉の可唯性は低い。ただ し、毀穴伍J;f}1 

と同様に近接して 2基のピットが検出されている。いずれも炭化物は含んでいないが、炉に付随して灰

や炭などを菩えるピッ トの可詭性も考えられ、総合すると翌穴住居OJ炉1剥係施設と見ることもできる。

他に関連する迎構は検出されていなし .<>

遺物は、 埋：1:::中から弥生土器が少訊出土した。形を後元できる ものはなく、 1図化できた 1こ邪片は 5点

である。図24-13は、受け口状口緑の面である。門緑部には文様はみられない。14は、猥のI―l緑部である。

口縁部が、 くの字状にほぽ直角に外反する。やや「l緑部が広がる。15は1底部で、遥か梨の明確な区別は

できない。外面に横）与向のヘラケズリ闊整が施されている。16は猥の朕部である。益の可能性もある。

外面に縦方向のヘラケズリ 淵堅が施されている。 17は砒0))戌部である。

埋土をは じめ、周辺の溝や土坑から多応のサヌカイ トが111土している。'IZ面形がやや特汎なかたちで

あり、生活の痕跡があ衷りないことから、石邪製作エ]7}の可能性も埓えられる。 この形状0)竪穴住店は、

調査区内でみつかっておらず、現在のところこのlfu!のみである。 他の追跡の検II―1例としては、 lliJ様の

竪穴住居が、 徳局市の矢野辿跡でみつかっている。この例は弥生後期であり、 1翌穴住居 2とは時期が呉

なるが、形状は剥似している。 ここでは、 テラス状の張り出し部がつくられているが、遇穴住居2では

確認されていない。

竪穴住居3 (図25、26、32、図版4、31)

中央南区の中央棗側にあたる L区の東端部で検出された。弥乍集落O)i:,竪穴住｝国が密集した部分の東側

に位置しており、毀穴住居 2の南東で約 5m離れて隣接する。ほぼ西半j'1[Sが検出されており、東半部は

調査区外に広がる。周囲にはピット禅や土坑がみられるが、幣穴住居の重複はなく 、単独で検出されて

いる。壁溝は部分i;i',Jに認められる。

平面形は不整円JIクを呈しており、全容は不明であるが、規校は最大径約8.0m、深さは、 40cmを祖ljる。

埋土は、褐色シルトが品本である。床而付近に暗褐色シル ト）凶が認められ、貼床の可廂性もあるが 一

部のピットの埋上にもなっているため、はっきりしない。建て菩えや拡張はおこなわれていない。

内部でピットは多く検出されているが、全容が不明なことから、主柱穴は確定できない。いずれも平

面円形または桁円形を旦しており、径30~ 60cmを測る。埋土は、褐色シルトが主体で、此褐色シルト

が入るものもみられる。壁洲は全局するものと老えられるが、一部はっきりしない部分もある。規板は、

検出面で幅10~ 20cm、深さは最大で約5cmを測る。埋土は、住居埋上下}¥'.りと同じ賠褐色シルトである。

壁溝内部からは、 杭の痕跡は確認されていない。中央土坑は、伽l杏区外にあるものと名えられ、検出さ

れていない。
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図25 竪穴住居 3平・断面図

遺物は、埋土巾から弥牛．上盤が比較的多区に出七したが、完形に似元できるものはなかった。図26-

18は、壺の口総部である。口緑端部を肥厄させており、やや上につまみあげている。外而には凹線が巡る。

19は、受け口状口紘O)f]祈である。口緑部外面には上平部に簾状文、 ド半部に斜め方向の東l」突文が施され

ている。口縁船部は内洲する。 20は、瑾の口縁部である。 Il緑部内而には斜め方向の刺突文が 2列施さ

れている（内側のものは扇形文気味）。 21は、 直n血の門縁部である。 ．口縁がやや内洞している。口倫

部内面は肥厚しており、外面には突舟が 1条施されている。 22は、並の口縁部である。〇紐端部は、断

面T字状につまみあげており、外而に凹線が巡る。額部にも凹線が巡る。 23は、以蛸韮形土器の口緑部

である。口縁部内而は肥彫しており、口舷饂部外面には、幅約 5rnmの太い凹線が巡る。内而には指釦,..,_

痕がみられ、外而にはタタキ日が残っている。 24は、府の口縁部である。 n縁端部をド方向に広げてい

る。口縁部内面には、斜め方向の刺突文が施されており、外面にはl叫l線が巡る。

25は、高杯脚台部である。図終的には蓋に転用されていたものと考えられる。脚裾部分に煤が付竹し

ている。26は、高杯杯部の「l緑部である。口緑部内而は肥厚しており、やや内淀している。 27は、卸

の口縁部である。 □緑部が、くの字状にほぼ町化に外反する。 l二l緑餡部をやや下方向に広げている。胎

土の特徴から、紀伊産と考えられる。 28は、甕の口緑部である。口緑部内而は肥）話している。 29は、

47-
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甕の口縁部である。口縁端部は肥）ばしており、 外面に 1叫線が巡る。 30は、点である。 31は、甕の底部で

底はややへこ んでいる。32は、真蛸四形土器の底部である。底はやや丸みを常びる。内而には指頒圧痕

がみられる。33は、猥の底部と考えられるが、真蛸迎形土器の可能性もある。 34は、民の底部である。

外面には縦方向のケズリが見られ、底は平坦である。 35は、壺の底部で、 ,~はややへこんでいる。 36は、

真蛸壺形土器の底部である。 }l~は平釦である。37は、五の底部で、底は平坦である。 38は、甑の底部

である。甕を転用したものとも抒えられるが、底に焼成前窃孔が施されていることから、用途を限って

つくられたものと判断した。 外而には、指即圧痕が~11:~にみられる。 39は、壺の版部で、底は平坦であ

る。外面には、縦方向のヘラミガキがみられる。

石器では、 図32-60....... 63の石鏃が出土している。60は凸払式で、先端と枯部が欠担している。61

は凸基II式で、ほぼ完形品である。 62は有坐式で、品陥が欠拍するほか、 一部摩滅している。63はfl「l

基式で、かえ り部が•部剥離してい '<>l o

竪穴住居4 (図27、28,31、32、図版4、31)

中央南区の巾央束側にあたる L区の前半部で検出された。弥生災蕗0)竪穴住屁が密集した部分の束illlJ

に位置してお り、 ''.竪穴住店 5 · 6• 7と約2.51i1離れて隣接する。衷た、竪穴住居 3の南に位附しており 、

約 1 0m離れている 。 周 IIll にはピッ ト 群や ,~坑がみられるが、竪穴住居O)if(似はなく、 111.独で検出されて

いる。壁溝は全周している。

平面賂円形を血しており、規枇は、最大径約6.Srn、深さ約30cmを測る。』I!土は、 3 J1' •'i に分かれており、

上から明黄褐色シル ト、 Iii}褐色粘質シル ト、褐色粘質シルトである。床而付近に褐色粘四シル ト）¥'-:iが認

められ、 貼床とも抒え られるが、この/1··•i より下で炉やピットなどが検出されているため、可能性は低い

ものといえる。建て特えや拡張はおこなわれていなし。

内部でピッ トは多く検出されているが、主柱‘／くは 1J,tと考えられる。いずれも平而円形または柏円形

を呈しており、残(r部で径30--80cm、深さ30,...,40cmを測る。大きさはそろっておらず、 北西部の柱

穴が小さく、 南束部の柱穴が大とい。 J皿土は、褐色粘四シルトがi~体であり、 11(1褐色粘例シルトが人る

ものも見られる。咽洲｝は全周しており、却校はやや大きく、検出面で輯約45cm、深さ 15cmを制り、断

面U字状を呈する。埋 I..:は、明褐色粘質シルトである。11;夜溝内部からは、 1;・Lの痕跡は確認されていない。

ほぼ中央で、上坑が検出されており、東両方向に艮い平而艮桁円形を呈する。規板は、検出而で艮径

1.8m、短径0.9m、深さ0.4mを測り、断11IiU字状をユする。埋土は、褐色粘質シル トである。炉として

使われたものといえるが、あまり紺切な炭1日はみられない。内部の両端でピッ トが検出されており、特

異な形状ということができる。このような炉をもつ竪穴住居は、いわゆる「松菊旦型住罰」と呼ばれる

形状に類似するものと抒えられる。 巾火＋．坑の）1汐状からみると、「松菊里類捌住居」のうち、「休岩里迎

住居」の形状に類似している。松菊巾辿跡は、弥生時代半期に相当する時期のもので、男里辿跡で検出

された弥生集落とは、時期が大幅に趾なる。ただし、現在までに日本で検出されている「松菊屯型住店」

は、弥生時代半期から九州を巾心にみられるが、形態を変えながら弥生時代中期京で存続している。本

来の 「松菊里型住居」は、中央土坑と両端の 2本の―E柱グくのみで構成されているものであるが、これ以

外に 4本以上の主柱穴が配皿されるものを「発浪松菊旦型住『」と呼んでいる。この形状は、日本にお

ける 「松菊里型イt}瓦｝」の図終段階のもので、弥生時代前期から叫VI前半まで見られる。男里弥生集落は、

弥生時代中期末であるが、堅穴住｝国4は明らかに 4木OJ主柱穴を持っていることから、「発屈松菊半ti;'/

住居」に属するものといえる。近畿地方で見られる「松菊里型住居」は、時期的にも新しいものが多し
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。
(S=1 !60) 

ことから、九州などのように、 『T.接的に渡米したものと
14.1m d' 

考えることはできないようであるが、 11:fl接的な影嬰を受

けているものと考えることができる。この形状の毀穴{

古は、今同の製杏では他にみつかっておらず、特異なZ:,・

在ということがで送る。

＇'：た、 北側には、テラス状の張り 出し部がある。この2m 

ような形源の張り 出しについては、弥生時代後期の例で

図28 竪穴住居4中央土坑断面図 あるが、徳島県（徳島rl:i矢野辿跡・板晰./阻黒谷川-111・＄顕迫跡）

や香川県（坂出市下）1 lrl1辿跡）で類例が報告されており、 r出人にl」の可俺性が指摘されている。直接

の関連性は今のところ不明であるが、地理的に十分交流できる場所であるため、無関係とは含い切れな

いものと考え られる。

この他に、 やや大送めのピッ トが見られるため、炉に付随して灰や炭などを粕えるピットの存在も考

えられる。ただし、埋十．から炭化物などは検出されていないため、可能性のひとつとしてあげておくの

みとする。

遺物は、埋」：中から弥生十盤が多く 出土しているが、完形に似元できるも0)はなかった。出上状況に

関しては、特に集中するなどの特徴はなかった。 1叉131-41は、珈の口緑邪である。□緑部などに文椋

はみられない。42は、血の「I縁部である。亡l緑端部を肥はさせてお り、外而に凹線が巡る。43は、母

け口状口縁のj1けである。 17縁端部はやや「財き気味で、外前には文様はみられない"44は、甕の上半部で

ある。口縁部は、くの字状に外反するが、角l且はゆるい。胎土に結品片岩を含んでいないが、紀伊産と

考えられる。45は、 細顆りけの口緑部である。外面に凹線が密に巡っており、 こl緑端部には円形浮又が

点一組で付け られている。また、中ほどには斜め方向の刺突文が1列巡っている。口緑船部はやや内切

気味である。胎土の特徴から紀伊旅と考えられる。46は、血の1-1縁部である。口緑端部をド方向に広げ

ている 。 内面には指碩圧痕などの池1戦艇跡が残る。 )I台上の特徴から,,~駒凶麓煎と考えられる。 47は、猥

の口縁部である。口緑部は、くの,~~ 状にほぽ直角に外反ずる。胎」この特徴から紀伊迎と考えられる。48

は、小型壺の底部と呼えられる。手づくねでつくられている。49は、成の底部で、底はややへこんでし

る。50は、 底部で、血か甕の明確な区別はできないが、 外面に縦）り向の憫整痕が残る。 51は、以蛸加

形土器の下半部である。底は平坦である、内而には指面圧痕がみられるほか、底部内面にはヘラ状工;;,

による調整痕が明瞭に残る。

石器では、 各種の製品が出土している。 1区132-64・65・67は、石鏃である。 64は有坐式で、先端部

が欠損しているほか、砧部が摩滅している。 65は凸基n式で、基部が一部l秘滅している。 67は凹述無

茎式で、先端部が欠狙している。 純文時代の混入晶である。 66 • 68 ,.,_, 70は石錐である。 66は、石鏃

を転用したもので、先端部が欠狽している。 68は I類で、上端部が欠拍しており、錐部に使用眼がみら

れる。69と70はm類で、上下両端の錐部に使用艇がみられる。 70は、金山産の可俺性がある。 71は、

石槍であるが、石小）')O)可能性もある。袖部の破片であり、上下を大幅に欠拍している。一部に自然而

が残存している。 72は、石鏃0)未成吊と考えられるが、確定できない。片面に大きな剥離而が残存して

いる。73は、 スクレイバーである。刃郁に細かい剥離があ り、片面には自然面や大きな剥離而が残存し

ている。
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竪穴住居 4は、平面形に特徴があり 、四国やさらに西の地域の影密を受けたことが考えられるが、廿1.

土遺物には、 このような特徴はみられず、在地的な状況を示している。紀伊庇や生駒西麓産の土器がrl

まれているが、男里弥生集落の中では特屈な出土状況をしているわけではない。

竪穴住居 5•6•7 (図29-32、図版5、32)

中央南区のほぽ中央部にあたるM区の北半邪で検出された。弥生集落の竪穴住届が密集した部分の

や東側に位瓜しており、哀側の咽穴住居 4と約2.5m離れて隣接する。また、西側には堅穴住居18・1

が約2.5m離れて隣接する。南側は、東西方向の樅乱があるためはっきりしない部分もあるが、隣按し

て竪穴住居は存在していないものと労えられ、最も近接した竪穴住居22 • 23とは約10m離れている。

周囲にはピット群や上坑が多くみられる。翌穴住居が爪複したかたちで検出されており、咽溝などの状

況から、建て1堺えや拡張が多くみられ、 さらに多くの窃穴住居が重複するlこ1]熊性がある。

平面形や中火~1:坑、埋土の観察により、最終的には 3棟以上の賤穴住／記の重複が唸められる。 Ml区で

は収まらず、 一部束側の L区にひろがっている。検什1時には、 2棟の毀穴住店がm似していることが考

えられたが、 前後閲係は判別で送なかった。 床面検HI時に、 2而の床而およびそれに伴う 2基の炉跡が

検出されたため、 2棟の竪穴（主屈が重複していることが判明した。 日前で検出された竪穴住@を残した

ため、掘り下げるこ とができず、 規似ははっきりしないが、埋 1~.の観察や隈汁かの検，付によって、さらに

l棟の竪穴住居を複J瓜することができたため、 3棟の竪穴住罰の打（似と判断した。貼床が施されている

部分が確認されているほか、炉や多く 0)柱穴が検IIIされているが、上部椙造を似J;j{で送るほどではない

ため、詳細ははっ送りしない。爪複した建物を、古い順に下から瓜名穴住居 5、竪穴住店 6、遡穴住居 7

と呼称した。

最下層に位巴する堅穴住f;f}5は、平而略円形を旦しており、南半部が竪穴住届 6に切られているたU、

全容は不明である。規板は、i,J大径約7.3rn、深さは、北側部分で約20cmを測る。堕溝の状況から、後

に北方向に約 lrn拡張している ことがわかる。ほとんど埋土が残存していない状況であるが、にぶい凶

橙色砂混じりシルトである。貼｝米は、確認されていない。

内部でピットは多く検/IIされており、特足はむずかしいが、域初の毀穴住／国のt柱穴は 4基と抒えら

れる。いずれも平面円形または桁「rJ形を旦しており、残存部で径約40cm、深さ約20cmを測る。埋十．しよ、

灰色粗砂混じりシルトである。 拡吸後は、 中柱穴は 1晶附lえて 5基になったものと考えられ｀ 構造がや

や変化している。隈溝は、全Jt'I]するものと考えられるが、最初の堅穴住居のものは、北側のみ残存して

おり、他の部分は失われている。糾校は、検1且面で111血20~ 30cm、深さ約 5cmを測り、I祈而U字状を旦する。

埋土は、にぷい設橙色砂加じりシル トで、炭化物を含む。壁溝内部からは、杭0)痕跡は確認されていない。

拡張後の壁溝は、ほぽ全）i刈するものと考えられるが、南側は竪穴住居 7に切られているため失われてい

る。規模や埋土は、ほぼ1,~j じであ り、内部からは杭の痕跡は確『忍されていない。

中央より やや南側で、土坑が検出されており、 東両方向がやや長い平而桁円形を旦する。規娯は、検

出面で長径1.lm、短径0.9m、深さ0.3mを測り、断而U字状を呈する。坦土は、褐灰色砂混じりシル トで

炭化物を多団に含んでいる。炉として使われたものと考えられるが、炉に付随して灰や炭などを菩える

ピットはみつかっていなし。

竪穴住居 5に伴う追柚として、土根埋納ビットが検1+1された。もとは竪穴住居 5の拡張に伴って新た

につくられた柱穴であるが、その版部付近から砲とサヌカイトが出土した。埋上は、灰凶褐色砂混じり

シルトが基本で、炭化物も若干含まれるが、地山がプロック状に混じっている。かなり締まった状況で

一"'2-
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図29 竪穴住居5・6・7平・断面図
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埋められている。土器を意図的に埋めたものと考えられるが、土根の内部からは何も出土していない。

また、壺は、 底部が欠拍した状況であることから、葬祭などに1一閲係する迫構の可能性が労えられる。後

述するが、このピッ トの北側には、小児用と考えられる土邪柏が埋葬された十．坑が検出されている。こ

のため、小児用の溢の 1・1J能性もある。

竪穴住居 6は、翌穴住屈 5の拡張後につくられている。竪穴住居 5の南半部を切っているが、後につ

くられた竪穴住居7が完全に印複しており、全容ははっとりしない。竪穴住居 7は、翅穴住居 6の建て

替えの可能性もある。偲溝が束側に残存していたことから、外形を知ることができる。それによると、

平面形は不整円形を呈しており、規校は、最大径約5.0m、深さは、中央部で約10cmを測る。埋土は

上層が竪穴住居7の貼床で、 ドll"'iがにぶい黄橙色砂混じりシルトである。柱穴の特定はできなかった

ため、 上屋構造も不明である。 {l絲府は、検出面で幅約20cm、深さ約tOcmを淵lり、断而u'j'.屯状を呈する。

埋土は、にぶい凶橙色砂趾じりシルトで、畷穴住胴 5の壁栂埋土と類似している。壁洲内陥からは、杭

の痕跡は確認されていなし 'o

ほぼ中央に土坑が存在したと好えられるが、同じ位附に竪穴住／国7の中火＋．坑がつくられていること

から、不明である。この部分の埋土の観察からも唸穴住『 6につながる手がかりはみつからなかった。

竪穴住居 7の炉をつくる際に、哩穴住居6の11―！央上坑をそのまま利用したか、 ,-4:掘削した可能性が抒え

られる。

最上層に位岡する毀穴住同 7は、平而略円形を呈しているが、 北半部の翌穴住屈 5と狙複している部

分があるため、明確に掘り分けることができなかった。 規校は、 1,J大径約8.3m、深さは、南側部分で

約20cmを測る。壁溝の状況から、明確ではないが、束側で一部拡張している可能性がある。埋 I::しま、に

ぶい黄橙色砂澁じりシル トである。貼床はしっかりしており、褐灰色砂趾じりシル トをi::.体として、プ

ロック状に埋められている。炭化物も若ド含まれる。1求而を平坦にするために皿められていることから、

層の厚さは一定していない。

内部でピットは多く検II¥されており、特定はむずかしいが、主柱穴は 3基まで確恕したg いずれも平

面円形または桁円形を呈しており、残仔部で径約40cm、深さ20~ 40cmを測る。地土は、にぶい凶褐色

粗砂混じりシルトである。隈溝は、ほぼ全周するものと考えられ、検山而で輻約20cm、深さ約10cmを測り 、

断面U字状を呈する。埋土は、にぶい貨柑巳砂証じりシル トで、挫穴住届 5や6の遮洲i埋土と類似 して

いる。炭化物も若干含まれる。 II悦汁り内部からは、ホんの痕跡は確認されていなし ・o

ほぼ中央で土坑が検出されており、不戦円形を呈する。検出而は、貼床のヒ而であり、確実にこの竪

穴住居 7 に伴 う炉と抒えられる。周囲0)床面に、炭化物が多l~しに散らばった状況であった。却校は、検

出面で最大径約1.5m、深さ0.4mを測り、断面U字状を呈する。雌 I::は、褐灰色砂混じりシル トで、炭

化物を多量に含んでいる。竪穴住店 5などの埋土と類似している。炉に付随して灰や炭などを¥.1えるピッ

トはみつかっていない。

このほかに、内部で検出されたピット920050から、まと衷ってサヌカイ トチップが多凪に出 I::して

いる。全体に小片であり、石核などはみられない。石器製作をおこなっていたものと考えられるが、 I~~.

穴住居内では、 サヌカイ トチップが故らばっている状況は確認されていない。

遺物は、埋上から弥生土邪が多く出 1孔．しているが、いずれも小片で、形を複元できるも0)は少ない。ピッ

トから出土したものを1僚いて、 明確にどの翌穴件．）国に屈するものかははっきりしない。ここで1区l示でき

た遺物に関しては、東端部でみつかっている ことから、盛穴住屈 7に閲辿する11J俺性が商いものと'fJえ
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られる。図31-52は、ピッ トから出土したもので、底部を欠机した猫である。口縁部に片口がつくら

れている。イ本部内而にはオ¥1頭圧痕が残っている。外面に煤が付沿している。 53は、訂杯杯部の口縁部で

ある。口縁部内而は肥厄しており、口縁がやや広がる。 54は、罪杯脚台部である。端部を上方に広げて

おり、その上面に刻目を入れている。 55は、成の口縁部である。口緑部が、くの字状に思I―!11しており、

口縁部内面が/j凹印している。胎土の特徴から、紀伊脱と名えられる。 56は、成盗のつまみ部と考えられ

るが、底部の可悔性もある。外而に縦方向のナデ澗l撒がみられる。胎 I:の特徴から、生駒四麓崩と考え

られる。57は,fi11lか甕の版雌で、底は平坦である。体部内而には:1n頭圧痕が残っている。

打製石器では、図化で送たものを図32に示す。図版73-1444は、皿上からIii土した石柏破片や楔形

石器、剥片などを集めたものである。 一部、金山産を含んでいるものと考えられる。 74........ 76は、石撒

である。74は、有茎式で完形品である。 75は凸占は式で、先端部が欠Hlしている。 76は、凸址II式で

ある。77は I類の石錐で、錐部に使用痕がみられる。78はスクレイパーで、片而に大きな剥雌而がある。

また、図化できなかったが、図版69- 1 435 • l436は、凸枯ll式の石鏃である。断面蕊形で)Tlみをもつ。

なお、図版73-1443は、ビッ ト920050から出 1北．したサヌカイ トチップの集合である。金山産が若干

混じっているものと考えられる。庖製石器では、図30-120)柱状片刃石斧がある。緑色）',・岩製であり、

刃先に使用による線条痕がみられる。

竪穴住居 8•9•10•11 (図31、33、38、図版6、7)

中央南区のほぼ中火部にあたる NIズの南端部で検出された。一部は雌側の0区まで広がる。弥生集落

の西側を走る大怜＇｝がやや東に屈 曲し、 ii眉査区を肌切った南側に位沢しており、大枯'Iに隣接している。 弥

生集落の竪穴住居が曲集したi』11S分の北端部に位凶しており、四側の盛穴住居13と約 2111離れて隣接する。

また、南側には将穴住居12が約3.5rn離れて1憐校する。 末側は、隣接して應？穴住）凸は（杓任していないも

のと考えられ、最も近接した堅穴住『 2 とは約 1 8m離れている。周囲には、ピット ~t惰や 1~.坑が多くみF

れる。竪穴住居が重複したかたちで検出されており、地 1-:などの状況から、建て替えが多くみられる。

少し離れた部分がシル ト質の地山で比較的り』削しやすいにもかかわらず、地山が礫屈で掘削しにくい{11$

分に竪穴建物が正複してつくられている状況である。

検出時に は、 2f-Uの竪穴住府がffif~ していることが考えられたが、それぞれの説穴住居を明確に判別

することはできないほどであった。埋土0)観察により、最終的には 4-l東の竪穴住同の墳似が認められた

が、規模が小さく、平而形がかなり不定型なものもあり 、建物として機能していたものかどうか疑わし

いものもある。 rlt1i床が施されている部分が確認されているほか、炉や多くの柱穴が検出されているが、

上部構造を{!J.J;j-(することはできない。正複した俎物を占い順に下から遇穴住居8、唖穴住店9、賤ハ

住居10、竪穴住／国11と呼称した。

最下層に位散する畷穴住居 8 は、平而不整楕円形を呈しており 、束側が翌穴住居 9 · 1 0• l 1に切ら

れている。さらに西側は0区衷で広がるが、 N区とのIIりに未訓社部分があるため、全容は不明である。

規模は、 長径約8.0m、短径約7.2m、深さは、中央部分で約25cmを測る。埋上は、灰凶褐色砂混じりシ

ルトである。貼床は、約 3cmの）lかさで残存しており、しこぶい褐色砂混じりシル トしこしこぶい黄閉色砂趾じ

りシルトがプロック状に加じる。内部でビットが検出されているが、全容が不明なため、 t-:.柱穴は特定

できない。1:,笈溝は検出されていない。ほぼ中央部で土坑が検出されたが、炭化物は見られないことから、

炉とは確定できなし・o

竪穴住居9は、翌穴住屈8の北東部を切っているが、濶杏時には平而形で判別する ことはできなかっ
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図33 竪穴住居8·9·10•11 、 12平・断面図
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た。この部分に残した土屈観察用畦の断面観痰によりみつかったものであるため、平而形をはじめとし

て、 不明な点が多い。毀穴住居11に切られていることは確実であるが、毀穴住居10とは重複関係がな

いため、前後関係はイ澗1である。また、翌穴住居8より後につくられたものと考えられるが、明確な前

後関係を示す土）rりの確n忍はおこなっていなし。

平面形は、 不明ながらも略円JIクを旦しているものと抒えられ、推定規枇は径約,tom、深さは現状で

約20cmを測る。埋土は、にぶい没褐色砂混じりシルトである。貼床は、部分的に約 4cmのmさで残存し

ており、明黄褐色砂加じりシル トである。 内部でピッ トが検出されているが、全容が不明なため、中柱

穴は特定できない。壁溝は検出されていない。中火ヒ坑も検出されておらず、炉は確定できない。

竪穴住居10は、竪穴住居 8の南束饂部を切っているが、堅穴住同9とjdj様に、閥壺時には平面形で判

別することはできなかった。この部分に残した 1こ府観察用 11世の断而観察によりみつかったものであるた

め、平面形をはじめとして、不け」な点が多い。ボ似閾係では、堅穴住屈11に切られており、 lし怪穴住居8

より後につく られたものであるが、 l[竪穴住居 9とは墳複l剥係がないため、前後関係は不明である。

平面形は、 不咀ながらも略門形を呈しているものと考えられ、推定規松は、径約3.0111、深さは説状

で約15cmを測る。埋I索．は、灰凶褐色砂趾じりシルトである。貼床は、部分的に約 5cmの駆さで残存して

おり、にぶい泣悦色砂混じりシルトである。 内邪でビッ ト が検出されているが、全容が不明なため、 —

柱穴は特定できない。檄似｝は検出されていない。巾央土坑も検出されておらず、炉は確定できなし ・o

竪穴住居 9・10は、柱穴や炉などの施設がそろっておらず、令容がはっきりしないため、賤穴住店と

考えにくい部分もある。ただし、 明らかに貼床が設けられていることが確認されたため、なんらかの施

設がつくられていたことは確かである。

最上層に位凶する'(翌穴住）因11は、平I而イ吋骰tf'll―lj形をユしている。咀複する 4,j;J.l.! の＇し砂穴住屈の中では、

最も新しいものである。規松は、長径約4.8m、短径約3.6111、深さは、説状で約30cmを測る。埋 I'_は、

にぶい黄橙色砂枇じりシル トである。 II,り床は確認されていない。内部でピットが検出されているが、 ，． 

柱穴は特定で送ない。＼陪溝は検Iiiされていない。

中央やや南得りで土坑が検Iiiされており、平而JIクは桁円形をばする。別校は、検III而で艮径約1.2m、

短径約0.9m、深さは、硯状で約10cmを測る。埋 I:は、にぶい凶橙色砂混じりシルトが主体で、炭化物

を含んでいる。炉として（姐われたものと埒えられる。

竪穴住居11も、柱穴などの施設がそろっておらず、全容がはっきりしないため、毀穴（主店と烙えにく

い部分もある 。 ただし、明らかに炉が設けられていることから 、 毀穴住屈 9 • JOと1け」様に、なんらかの

施設がつくられていたことは確かであるといえる。

遺物は、埋 Iー：から弥生七根が多く HI土しているが、いずれも小片で、）1ラを復んできるものは少ない。

そのう ち、図化できたものは、毀穴住）占8からIll上したもののみである。図31-58は、複合鉢の鉢部

である。鉢部の端部分にあたり、外而に水平方向0)凹線が巡っている上に、円形坪文が 3Jは一紺で付け

られている。59は、 j¥'(i杯杯部の17緑部である。 II緑端部はやや）1即）占［させており、内洲氣味である。

石器のうち、1叉I化できたものは、盛穴住届 8から山J::したもののみである。鏃である。 108は凹抵ず

である。小型のも0)で、ボ11lは lgにも欄たない。 109は、凸基IT式である。110・lllは石鏃の未成

品と考えられるが、確迫できない。いずれも、先端付近に自然而が残っている。
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竪穴住居12(図33、36、38、39、図版6、7、32)

中央南区のほぼ中央部にあたる NI区の南端部で検出された。 一部は、南側のN区まで広がる。り炉

落の竪穴住届が密集した部分の北側に位四しており、北側の翌穴住居 8 · 9 •10•11 と約3.0m離れて

隣接する。また、南側には竪穴住居18が約2.5m離れて隣接ずる。東側は、未間査部分はあるものの、

隣接して竪穴住居は存在していないものと抒え られ、最も近接した竪穴住屈 2とは約15m離れている。

周囲にはピットl栂認や土坑がみられる。拡張はみられるが、翌穴住居の重複はなく、凩独で検出されている。

壁溝は、南西部にのみ残存している。

平面略円形を呈しており 、規枇は最大径約7.0m、深さ約20cmを測る。埋上は、にぶい黄橙色砂趾じ

りシルトが主体である。検出面の地山はシルトlf'iであり、締まった礫屈は現れていないQ 床面には貼床

は認められなかった。辿て舛えはおこなわれていないが、壁汁りの状況から、 一部南采方向に約0.6m拡

張している ことがわかる。

内部でピットは多く検出されており、特定はむずかしいが、宅柱穴は 6払と斗1えられる。いずれも平

面円形または桁円形を旱しており、残仔部で径30,.__ 60cm、深さ約20cmを測る。埋土は、にぶい凶褐色

粗砂混じり シル トである。拡張による、 t柱穴の変化はあまりみられない。壁溝は、南四部と拡張部の

みに残存しており、他の邪分は明確には検出されていない。規板は、検Ill而で、「加』部では111屈約25cm、

深さ約10cm、拡張部では1111iJ約1Ocrn、深さ約10cmを測り、断而 U字状を呈する。埋 1ては、灰此褐色砂裾

じりシルトが切本である。 i辛］側の塾洲内部から は、部分的に~·Lの痕跡が確認されている。 断面観察によ り、

径約 4cmの杭を打ち込んでいる ことがわかる。ただし、他の壁洲｝内では、杭の痕跡は確認できず、埋-1.

も住居の埋」ことほぽ同じであることから、後述するような L咽柚追に1閑迎するものとはいえなし 。

ほぼ中央で土坑が検出されており、東西方向がやや艮い平面柏門形を旦する。規紋は、検11¥r屑で艮径1.5

m、短径1.0m、深さ0.4mを測り、断而U字状を□する。雌土は、 2府に分かれており、上から黄杞色

砂混じりシル ト、褐灰色砂混じりシルトである。炉と して使われたもので、 下/¥'tiに炭化物を多凪に含ん

でいる。炉OJまわり で、しこぶい凶橙色砂混じり シルトを主体とする高さ約 5crnO)閲jまりが検出されてい

る。この裔まりからは、部分的に炭化物や焼七がまとまって含まれていることから、炉の内部に汁'(11'1>

た灰や土な どを掻さだして、 まわ りにmみ上げたものと考えることができる。このような例は、近按す

る泉南市滑瀬辿跡の毀穴住居で検 1 11 された、炉の周囲に設けられた七堤状の,~祖起1枠（炉堤）と類似して

いる。炉に付仙して灰や炭などを芋えるピッ トはみつかっていない。他にlllkl辿する辿4開は検出されてし

ない。

遺物は、 埋七中から弥生土器や石恭類が出上している。 土器は、いずれも小片で、形をffJ.元できるも

のは少ない。以136-79は、術の口絃部である。口緑端部を下方向に広げている。文様はみられない。80は、

甕の口縁部である。口緑邪が、くの字状にほぽ直角に外反しており、口緑端部がさらに外反する。胎十．

の特徴から、紀伊商と考えられる。 81は、直口壺の口縁部である。口絃部外而に凹線が 4条巡る。82は、

壺の口縁部である。口縁姻部を 1ヽ方刷に広げており、外面に凹線が巡る。さらに5本一組0)枠状沸文が

その上に付けられている。口緑部内面には、斜め方向の刺突文が施されている。83は、甕OJ口縁部である。

口縁部が、 くの字状にほぼ町角に外反しており、口緑端部は丸くおさめられている。外而に縦方向の）

ケ調整が見られる。84は底部で、 茄か甕の明確な区別はできない。底はややへこんでいる。胎土の特徴

から、紀伊産と抒えられる。85は、真蛸壺形±牒の底部である。底はやや丸みを拍びる。底部内面には、

ヘラ状工具による桐整痕が明瞭に残る。外而に煤が付恐している。 86は烈O)J紐部で、底はややへこんで
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いる。外面に縦ガ向の罰整底が残る。胎土の特徴から、紀伊産と考えられる。外面に煤が付珀している。

打製石器では、図38- 11 2 - 11 4の石鏃や ll 5 •1 1 6の石錐が出土している。 11 2は凸巫 Il 式で、一

部欠損している。 113は、未成品の可俺性があり、下姻部に自然四が残っている。 114は柳媒形で、先

端部と基部が欠似している。 115・116は皿類の石錐である。 lJSは、錐邪に使用痕が見られる。函39

-124は、叩送石である。砂岩製で、上下両端部と中央部に叩打痕が残っている。125は、台石である。

砂岩製で、裏而には打撃痕や大きな剥雌面が見られる。砥石にも利用されていたものである。126・

127は石庖丁で、いずれも緑色片岩製である。126は、使用痕が顧呼で、紐擦れ痕が認められる。

竪穴住居13 (図34、36、図牒7、32)

中央南区の中央雌側にあたる 0 1ヌの北端部で検1 1—1 された。調査区の端部であるが、竪穴住牢 X• LI• 

10・11と同様に、弥生集落の西側を走る大r情がやや東に屈曲する部分の南側と考えられ、大溝に隣接

している 。 弥生集落の盛穴住府が密集したl邪分の北端部西裕りに位皿しており、京側の毀穴住屈 8 • LI・

10・11と約 2m離れて隣接する。また、「剖側では竪穴住居14とm複しており、 一部切っている。周閲

にはピッ ト群や土坑が多くみられる。

平面楕円形を呈しており、規捩は長径約7.2m、短径約6.9m、深さ約20cmを測る。埋上は、 2Jf'/に分

かれており、 上からにぶい凶褐色柑i質シルト、褐色礫混じり粘クIシ）レ トである。地山が締まった礫肘で

あり、貼床は検Illされていない。拡張はおこなわれていない。

内部でピットは多く検Illされているが、中柱穴は 4品と抒えられる。不定形に並んでいるため、さ ら

に主柱穴が増える可能性はあるが、検出されたピットから判断した。ただ し、北側の柱穴の周辺でピッ

トが密集する状況が見られることから、 建て替えの可廂性もある。柱穴は、いずれも平而円形または杵

円形を呈しており、残存部で径40~ 90cm, 深さ 10-20皿を測る。地山が締ま った礫kりのためか、大

きさはそろっておらず、全体に浅くなっている。埋上は、陪褐色粘質シルトが土体である。邁溝は全厄l

するものと考えられるが、南半滞でははつきりしない。規板は、検出面で輻30..... 40cm、深さ約1Ocn1を

測り、断面U字状を旦する。地土は、住居埋土下）f奴iと同じ褐色粘質シルトである。益溝内部からは、杭

の痕跡は確認されていない。

ほぼ中央で上坑が検出されており、 平而形は東西方「りがやや長い楕円形を呈する。規捩は、検出面で

長径1.5m、短径0.9m、深さO.lmを測る。埋土は、暗褐色粘質シル トである。炉として使われたもの

といえるが、 あまり顕粋な炭府はみられない。近接して束側にやや大きなピッ トが検出されており、炉

に付随して灰や炭などを裕えるピットと考えることができる。 他に1剥辿ずる追構は検出されていなし。

遺物は、埋土やピットから弥tk.::1渇村が出土 している。 いずれも小片で、形をf~元できるものは少ない。

図36-87は、 飛の口緑部である。「1縁端部を肥）ばさせており、下方向に広げている。88は、受け「I状

口縁の壺である。口紐部外面には波状文が数条巡る。口緑端部は内湾する。 89は、台付鉢杯部の口緑部

である。口縁端部を肥厚させており、やや外反する。口緑部外而には、5本一組の棒状浮文が施されて

いる。胎土の特徴から、生駒西麓産と考えられる。90は，殿の底部で、底は平坦である。91は、底部で、

壺か甕の明確な区別はできない。版は平坦で、外面には指酌庄痕が残る。

竪穴住居14(図34、38、図牒7)

中央南区の中央直側にあたる 0区の棗端部で検IIIされた。弥生集端の毀穴住府が密集した部分の北端

部西寄りに位凶しており、北側で墜穴住居14とill板しており、 一杵閻切られている。また、棗側でも毀穴

住居15と重複しており、部切られている。南側の竪穴住）苫16と約2.Sm離れて隣接する。周囲にはピッ
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ト群や土坑が多くみられる。 削平のため、上部はかなり失われている。

平面楕円形を呈しており、規校は、推定で長径約6.6m、短径約5.lm、深さは硯状で約10cmを測る。

埋土は、灰黄褐色シルトである。地山が締まった礫屈であり 、貼床は検ILiされていない。

内部でピットは多く検出されているが、主柱穴と考えられるピッ トを特定することができないため、

上部構造を仮）i化することは困難である。儘滞と考えられる溝は、 •南部の外周に沿って一部検出されて 1,,

る 。 規模は、 検出而で輻20 ~30cm、深さ約 5cmを測る。東側でri府が2本 ↓こなる部分があり、約0.6 m拡

張していることが想定される。嘔溝内部からは、杭の痕跡は確認されていない。

中央やや北省りでヒ坑が検IIIされており、東四方向がやや良い平而桁円形を呈する。糾校は、検出面

で長径1.5m、短径l.Om、深さ0.3mを測る。埋土は、 陪褐色粘質シル トである。炉として使われたも

のといえるが、あまり顕苦な炭府はみられない。

北側で、 図化はしていないが、落ち込み状の艇跡が見られ、この部分を竪穴住居の北端部と考えると

南北方向の短径が 6111近くになり、平面円形に近い形状となる。また、ほぽ中央部に七坑が位皿する。

これらのことから、全容ははっきりしないものの、径約 6mの平面略円形の竪穴住府になる可能性も労

えられる。

遺物は、埋土から弥生十樅や伍隙類がHI土している。いずれも小片で、形を復元できるものは少ない。

図化できる土器はなく、図化できた0)は打製石器 I;, ばのみである。図38-117はIlI類の石錐である。 '― 

下両端錐部に使川痕がり糾序に見られる。

竪穴住居15(図34、38、図版7)

中央南区の中央叫側にあたる 0区0)束饂部で検出された。人部分は、 0区の東側に広がっており、ちょ

うどN区との間の木濶杏部分に収まっている。弥牛集格0)竪穴住屈が密集した部分0)北針椙・11仰り得りに付

置 しており 、西側にあたる 0 区内で堅穴住）~ 14 と爪似しており、 一部切っている。 ！怪穴住府 1 4 と同様に、

削平により上部はかなり失われている。

大部分は間杏区外に広がるため、平而形は不明であるが、Iリ形を旦しているものと抒えられる。規校は、

推定で径約 4rn、深さは視状で約20cn1を測る。皿土は、にぶい凶褐色シル トである。地山が締まった礫

層であるが、床面付近で貼／米は検出されていない。

内部でピットは検HIされているが、 1芥．柱穴と抒えられるピットを特定することができないため、上部

構造を復原することは困難である 。 ~w枯＇｝は、 見 られない。 中火上坑を含めてその他の関辿する施設は、

調査区域が限られていることから、不明である。

遺物は、 埋土から弥生土採や伍怨類が出土している。いずれも小片で、形を復元できるも0)は少なし 。

図化できる土梱はなく、 1送1化できた0)は打製石樅 1)はのみである。悩138-118は 1類の石錐である。先

端部は欠損 しており、残イr'.部にはイ吏用痕が顕呼に見られる。

竪穴住居16(図35、36、38、因版7、32)

中央南区の中央雌側にあたる0区の南束端部で検出された。一部は取側のN区まで広がる。弥生集落

の竪穴住居が密集した陥分の西省りに位竹しており、北側の墜穴住届14と約2.5rn//.lfkれて隣接する。また、

南側では竪穴住居17と屯似しており、 一部切られている。北束側の盛穴住居12とは、約 6m離れて隣

接する。周囲にはピット麻や土坑が多くみられる。北束側の恨付近で、土坑710063と十±i°L?10624と

重複しており、上坑O)はうが新しい。翌穴住居のIII入口の「り能性もあるが、遮洲を切っていることから、

竪穴住居には伴わないものと判断した。
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平面楕円形を呈しており、規樅は長径約8.4m、紅径約6.9m、深さは説状で約30cmを測る。埋土は、

暗褐色粘質シルトが主体である。検出面の地山はシルト屈であり、締まった礫屈は親れていない。床面

には貼床は認められなかった。東半部で、平面形での判別はできなかったが、土屈観察や浬溝の検出状

況から、やや小型の竪穴住居が重複してつくられていることがわかる。この小型竪穴住居は、平而桁円

形を呈しているものと考えられ、親校は、推定で長径約 6m、短径約 5m、深さ約30cmを測る。埋土に

あまり違いは認められず、黄褐色粘質シルトが主体である。床面には貼床は！忍められなかった。

内部でピット は多く検出されており、特定はむずかしいが、主柱穴は 4拮と考えられる。いずれも皿

面円形または楕円形を呈しており、残存部で径30---60cm、深さ約20cmを測る。埋上は、にぶい黄褐色

粘質シルトである。小型翌穴住居の主柱穴は特定で送なかった。憎溝は、東部で小監毀穴住居を含めて

確認されてお り、他の部分は明確には検出されていない。規膜は、検Ill而で111謹約20cm、深さ約15cmを測り、

断面U字状を呈する。埋土は、灰黄色粘四シル トが主体である。壁溝内部からは、部分的に杭0)痕跡力

確認されている。断而観察により、径約 4cmの杭を打ち込んでいることがわかる。ただし、西半部では、

壁溝のほか、杭の痕跡も確黎できないため、後述するようなt壁構造に関迎するものとは考えにくい。

中央やや西寄りで土坑が検出されており、平面略円形を呈する。規校は、検1廿而で径l.1111、深さ0.2

mを測る。埋土は、 賠褐色粘四シル トである。炉として使われたものといえ、下屈しこ匝さ約 5cmの炭）付

がみられる。小型竪穴住居に伴う中央土坑は、検出されていなし ・o

遺物は、埋土中から弥生土器や石恭類が出土している。：K邪は、いずれも小片で、形を似元できるも

のは少ない。図36-92は、西の口緑部である。n緑端部をほぼ水平になるほど大色く広げている。 てら・

様はみられない。93は、 受け』状口縁の匝である。口緑部外面には波状文が数条巡るものと考えられる

が、摩滅のためわずかしか梱められない。 □緑糾部はほぽ直立する。 94は、やや小型であるが｀真蛸珈

形土器の底部である。底はやや丸みを岱びる。内外而とも指顕圧艇が残る。95は、糾の底部で、底はや

やへこんでいる。外面に指頭）£振が残る。胎土の特徴から、紀伊産と考えられる。

打製石器では、図化できたものを1以138にポす。 ll 9は、 III類の石小刀である。やや麻滅しているが、

完形品である。120は、有地式の石鏃である。やや摩滅しているが、完形品である。 121・122は、イ-1

錐である。121は皿類で、両端錐部に使用痕が見られる。 l22は 1類で、基部が欠担している。 123は`

石鏃の未成品と労えられるが、 確定できない。金山瓶の可能性がある。

竪穴住居17(図35、37、39、42、図版7、32、33)

中央南区の中央西側にあたる0区の南端部で検出された。一部は1対側のN区まで広がる。弥生集洛の

竪穴住居が密集した部分の西鉛部に位皿している。北側では竪穴住府16と四複しており、一tt閻切ってい

る。南側のN区では、挫龍によりほとんどが失われていることから、全容をつかむことはできず、不明

な点も多い。南側の堅穴住居20• 21とは、ほとんど接した状態で隣接しているものと推測される。北

側のみの成果であるため、不明な部分は多いが、土）凶観察により、 2株の毀穴住届が瓜複してつくられ

ていることがわかる。建て替えられたものと労えられる。

大部分はN区に広がるが、ほとんどが拇乱のため失われており、平而形は不明であるが、イ逍幽円形本

呈しているものと考えられる。 2棟の挫穴住居が重複しており、西側につくられた翌穴住居を切るかた

ちで、東側に新たに幣穴住居がつくられている。狙複した竪穴住居について、西側のものを竪穴住居17

a、東側のものを竪穴住居17bと呼称した。

竪穴住居17aの規校は、推定で径約 6m、深さは現状で約30cmを測る。埋土は、政褐色礫糾じりシ
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ル トである。 床面付近で貼床は検出されていない。また、進洲も検出されていない。ピッ トもほとんど

みつかっておらず、柱穴は不明である。その他に閾辿する追構は検出されておらず、竪穴住届として機

能していたものかどうかははっきりしない。ただし、辿物の口は多く、まとまって土器が出七した土盛

溜まりが存在する。

竪穴住居17bの糾校は、推定で径約6,0111、深さは況状で約30cmを測る。埋土は、褐色粘質シル トで

ある。地山而が締まった礫lf'iであるため、貼床を伴っているも0)と杉えられるが、頻料なものは見られ

ない。床面付近で、部分的に灰波色粘質シル トが主体で、炭化物を多く含む七府がみられる。 一部残存

する N 区の土府観尿でも、炭化物や焼土の堆租がまとまってみられることから、火~n·で焼失した可能性

も考えられる。北側では、 n,~rmは検出されていないが、南側の N 区で一部確梱されている。北側で,,. -,~ 

層断面の観祭により、賊沿いがやや低くなっていることがわかるため、 しまっきりとしたかたちではみ

かっていないが、 fl憶溝が外周に沿ってつくられていたものといえる。 一部、既枯't内で杭の痕跡がみられ

るが、土壁棉造に1剥辿するものとは考えにくい。巾央部分で土坑は検出されていないため、炉は特定で

きない。

遺物は、 埋上中から弥生土器や石器類が出上している。特に毀穴住屈17aから多く 出土しており、 ヒ

器の中には、形を似元でとるものもみられる。圏37- 1 04 • 1 06が啜穴住居 17 bから出 1礼． したもので

それ以外は竪穴住店 I7 a Lil土のものである。 101は、人型細頻並の「I緑部である。外而に凹紛が密に巡っ

ており、口絨端部には円形沸文が一列に付けられている。また、 ,,,ほどには斜め方向の刺突文が 1列巡

ているほか、そのドに波状文が巡る。口紐糾培「5を肥）りiさせており、やや内柄気味である。 102は、ほぽ

完形に復元できた大型細僅化低である。口緑惰,~からイ本部 k半部の外面に簾状文が密に巡っており、 一部に

斜め方向の刺突文が人る。 rl緑端111"1には、刻「Iが施されている。体部下屯部の外面には、縦）5向O)丁成

なヘラミガキ濶盟がおこなわれている。 l氏は平坦である。 103は、礎のLI縁部である。n緑端部を下プ」

向に広げており、外面に凹線が巡る。その上に円）1努憚文が、 3点一組で付けられている。阿i部にも凹線

が巡る。104は、受けにl状「l緑の附である。 LI縁端部はやや開き氣味で、外而には凹船が 2本巡ってい，…。

105は、ほぼ完形に似元できた沿；杯である。 杯部の外面には枇方向の丁咄なヘラミガキ調戦が見られる。

脚部には凹線が 2本巡っている。 106は、真蛸血形上器の底邪である。 外面に斜め力向のタタキIIが1月

瞭に残っており、底まで閻戦痕が見られる。内面は、ナデ肌整で丁寧に調盟されている。熱を受けており、

赤く変色している。 107は、甕の底部で、底はややへこんでいる。胎土の特徴から、紀伊産と抒えられる。

石器は、 図42-130が竪穴住居17bから出上したもので、それ以外は翌穴住居17<'l 11-1土のものであ

る。図39-128・129は右庖丁で、いずれも緑色片岩製である。 128は、メ」部が内洲しているものであ

る。使用痕が9孔告に残っており、紐擦れの痕跡も兄られる。 129は未成品で、両而は研肥されているも

のの、刃部が未完成である。片而に穿孔途中の紐孔痕が3ヶ所慇められる。凶42-130は、 皿類の石錐

である。両端錐部に使用痕が残る。131・132は、石鏃である。 131は凸品rr式で、一部）ダ雌滅している。

132は凹基式で、一部欠担している。細文時代の混入品と考えられる。

また、竪穴住店17bの焼土屈の中から、図版32-1414の鉄製品が出土している。小型のもので、形

状が不明であることから、製品を特定することはできない。この他には、金屈製品は出土しておらず、

スラグやふいごの羽nなどもみられないため、金屈生剛渕係0)迫栂とはいえない。
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3. 2. SY 6/2灰黄色粘質シルト 炭化物を多団に含む
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竪穴住居18(図36、40、42、図版7)

中央南区のほぼ中央部にあたるN区の北東部で検出された。弥生集落の竪穴住居が密集した蹄分の中

央やや北寄りしこ位凶している。南東側で竪穴住居19と爪複しており、一部切られている。北側の翌穴住

居 1 2 と約2.5m離れて隣接する。また、西側には竪穴住居16が約 5m、米側には堅穴住居 5 • 6 • 7が

約Sm離れて隣接する。堅穴住居の印複はなく、建て替えはおこなわれていない。磁riし＇｝は、毀穴住居19

と重複している部分を除き、ほぼ全周している。周囲にはビッ ト群や土坑が多くみられる。

平面略円形を昂しており、規校は、汲大径約4.2m、深さ約20cmを測る。埋土は、にぶい黄褐色粘I~

シル トが主体である。検出面の地山はシルト屈であり、締まった礫）凶は硯れていない。床面には貼床は

認められなかった。

内部でピッ トは多く検出されており、特定はむずかしいが、主柱穴は 4基と労えられる。いずれも平

面円形または桁円形を呈しており、残存部で径30~ 50cm、深さ 10~ 30cmを測る。埋土は、 l'!J]翼褐色

粘質シルトである。リ翌溝は、全周ずるものと考えられ、規模は、検出而で111闊10~ 20cm、深さ約10cmを

測り、断面U字状を呈する。迎土は、にぶい黄褐色粘質シルトが主体である。南側の壁滞内部からは、

杭の痕跡が確認されている。これらの杭0)痕跡は、 40-60cm閥1枷1で見られ、断而観察により、径約 4

cmの杭を打ち込んでいることがわかる。この状況では、後述するような±堡構造と抒えることはむずか

しいが、これらの杭を木舞として、土憎がつくられていた可能性は否定できない。

ほぼ中央で土坑が検出されており、平面形は隅丸ガ形を呈する。規板は｀検出面で一辺約70cm、深六

約25cmを測る。迎土は、 2屈に分かれており、上から明波褐色砂混じりシルト、 1火泣色砂混じりシルト

である。炉として使われたもので、下屈に炭化物を多［しに含んでいる。炉のまわりで、杭の振跡が検出

された。断面観釈により、径約 4cmの杭を打ち込んでいることがわかった。具体的な棉造は不明である

が、炉に付随ずるなんらかの施股と抒えられる。また、近扱して 2山しのビットが検出されている。埋 I::は、

灰黄褐色粘質シル トで、炭化物を多く含む。これらは、墜穴住居 lなどで見られる、炉に付随して灰や

炭などを蓄える ビッ トと考えることができる。

遺物は、埋土l卜から弥'EI喝伸や石油類が出十している。土湘は、いずれも小片で、形を1は元できるも

のは少ない。 図36-99は、炉から出土したもので、 ll1LLI迎の顆部である。＜びれた部分に突堺が巡っ

ている。胎土の特徴から、紀伊商と考えられる。脳42-133も炉から出土したもので、凸品II式0

鏃である。先端部がわずかに欠担している。 134は、 m類の石錐である。上端部が一部欠如している。

135は、有茎式の石鏃である。光端部が一部欠狙している。

竪穴住居19(図36、40、42、図版7)

中央南区のほぽ中央部にあたる N区の北東部で検出された。弥生集落の翌穴住居が密集した部分の巾

央やや北寄りしこ位凶している。北西側でI(翌穴住居18と印複しており 、一部切っている。南端部を股乱に

より失っている。東側には竪穴住居 5・6・7が約 Sm離れて隣接する。南側は、間に樅乱があるものの、

隣接して竪穴住届は存在していないものと老えられ、 i位も近接した盛穴住屈22とは約10m離れている。

壁溝はほぼ全周している。周間にはピッ ト群や土坑が多くみられる。

平面形は隅丸方形を旦しており、糾樅は最辺約5.1111、短辺約4.5m、深さ約20cmを測る。平面）紛が隅

丸方形の竪穴住屈は、男呈弥生集落の中では唯一の存在である。埋土は、 21凶に分かれており、」：：か

灰黄褐色粘質シルト、にぶい災褐色粘質シルトである。床而には貼宋は睦められなかった。拡張はおこ

なわれていない。
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内部でピット は多く検出されているが、主柱穴は 4基と考えられる。柱穴に隣接して1叫規板のビッ ト

が見られるこ とから、平面形や埋七の状況からははっき りしないが、建て特えの可能性もある。柱穴は

いずれも平面円形または桁円形を呈しており、残存部で径40~ 60cm、深さ20--40cmを測る。埋土は

黄褐色粘質シル トが主体である。これ以外に、選洲に沿って内外面に、径約20cmのピッ トが並んだ状慇

で検出されている。竪穴住居の上限構造を似原する股素として、正涙な例だと考えられるが、 ここでは

復原するまでには至っていなし ・o

壁溝は全周するものと考えられるが、南端部を投乱により失っている。糾板は、検出面で1屈20......,30 

cm、深さ約15cmを測る。埋土は、此褐色粘質シル トが主体である。堡溝内部からは、多くの杭0)痕跡が

確認されている。これらの杭の痕跡は、 30~ 60cml間隔で見られ、断面観察により、径約 4cmの杭を打

ち込んでいる ことがわかる。この状況では、後述するような土咽柚造につながるものと.J}・えることがで

き、これらの杭を木舞として、土盈がつくられていた可t)胚性は利い。周囲に並ぶ小規校なピット とともに

上屋構造を復原する要累といえる。

中央やや南西裕りで土坑が検出されており、 形は杓円形を呈する。規扱は、検出而で艮径l.Om

短径0.9m、深さ約0.5mを測る。埋土は、 3/心iしこ分かれており、上から暗灰黄色砂混じりシル ト、明r・・
褐色粘質シル ト、政褐色砂趾じり シルトである。炉として使われたも0)で、下の 2屈に炭化物を多伍に

含んでいる。また、近接して北東側で、径約40cmを測る平而円形のピッ トが検出されている。炭化物

は見られないことから、竪穴住居 lなどで見られる、炉に付随して灰や炭などを牲iえるビッ トとは考え

にくい。

遺物は、埋土中から弥生土柑や石器類が出土している。七湘はいずれも小片で、形を似元できるもの

は少ない。図36-100は、柱穴からIii土したもので、無頻斑のにI緑部である。口縁饂部をやや広げてい

る。その下の外面には、波状文と斜め方向の刺突文が巡る。さらに訂部には突惜が巡っている。図42-

133も柱穴から出」礼．したもので、 I類の石錐である。錐部は欠机しており、上部も一部欠担している。

竪穴住居20 • 21 (図36、41~44、図牒8、33)

中央南区の中央西側にあたる N区の問端部で検IIIされた。一部は南側のP区まで広がる。 北端部を撒

乱により失っている。弥外こ集落の堅穴住居が密集した部分の西端部に位四しており、北側の竪穴住居17

とは、間に攪乱があるものの、ほぼ隣接するものと呼えられる。南側には、大溝 3が隣接する。采側には、

隣接して竪穴住居は存在していないものと考え られ、扇も近扱した唖穴住居19とは約10m離れている。

周囲にはピット群や土坑が多く みられる。堅穴住店が 2棟重複したかたちで検出されており、建て替え

られたものと考え られる。2棟のうち、やや南側に位皿する竪穴住居を切るかたちで、新たに堅穴住居

を掘削している。少し離れた部分がシルト質の地山で比較的掘削しやすいにもかかわらず、地山が締よっ

た礫層で、掘削 しにくい陥分に竪穴住居が爪複してつくられている状況である。竪穴住居の立地になん

らかの規制があるものと労え られる。ここでは、新たにつくられたものを竪穴住居20、切られているも

のを竪穴住居21と呼称した。

竪穴住居20は、平面略円形を辿してお り、規板は、汲大径約6.3m、深さ約20cmを測る。皿土は、に

ぶい黄褐色粘質シル トが主体で、炭化物を含む。 貼床は、部分的に約 5cmの厚さで残存しており、贔褐

色砂混じり粘質土のプロックで構成されている。

内部でピット は多く検出されているが、北半部で多く、 T*j半部で少ないため、特定はむずかしい。検

出されたピットから判断して、 主柱穴は 4巫とした。ただ し、小型0)ものが多いことから、失われたピッ

-77-



A
 

穴住居20

X=-181, 765 

c— 
※レペル値=T.P.+14.0m 

C ＇ 

--- - --~ 

b' 

........ ~ 

゜
(S=1 :60) 2m 

a 

「~---=ニニ
3 匹 ％‘

~ ニニニニア―]
• 4 

IOYR 4/3 Iらぶい貿Ill色 シルト

IOYR 4/3 IこぶいUHB色 粘質シルト収化杓含tr
~. IOYR~/ 1 /,¥¥閲し 砂fl~ じり粘竹上CU/』床）
,1、 lOYll 、1 /~Iこぶい披褐色 帖itシルト

゜
(S=1 :40) 加

d- 辿迦 d'

i, lOVR 6/2 /}I政褐色 11•,~ シルト

~- IUVR 6/13貿1剥色 枯nシル ,.

3. IOVI! 0/0 IVJ.,'i掲色 粘竹シルト

, I IOVR 6/~ 政1lli色 柑mシルト

叩
卜

償
ル

r
シ

t
t
 

令．

ji

仇

W
化
色

炭
渇

色褐凶
卜
は

6
レ

u

SI
い
W

n
t
t
k
 

ゅ
粘

IOY

，
 

I

ー

2

14_

▽
 

e
 

む
む

介
{
"

こ

•
J

釦
釦

む

名

多

含

か

な

g
四
g

炭

れ

以

0 (S=1 :40) 1m 。
50cm 

因41 竪穴住居20;21平・断面図

-78-



トの存在も想定され、多柱穴になる可能1生もある。いずれも平而円形または桁円形を呈しており、検出

面で径20~40cm、深さ 1 5....., 25cmを測る。埋：上は、にぶい黄褐色シル トで、礫を含む。壁溝は、全周

するものと考えられるが、西側は検出されていない。規板は，検出面で輻約30cm、深さ約10cmを測り、

断面U字状を旦する。 埋土は、にぶい黄褐色粘質シルトで、炭化物を含む。 京側の堡溝内部からは、杭

の痕跡が多く 確i忍されている。南側の壁溝にはみられないが、同様に杭が存在していたものと考えられ

る。断面観察により、径約 5cmの杭を打ち込んでいることがわかる。この状況では、後述するような -jJ
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壁構造と考えることはむずかしいが、これらの杭を木舞として、土煎がつくられていた可能性は否定で

きない。

ほぼ中央部で十．坑が検出されており、平而形は円形を呈する。規松は、検出而で径0.7m、深さ約0.4

mを測る。埋土は、 4Jfiに分かれており 、上から灰黄褐色粘質シル ト、黄褐色粘質シルト、明凶褐色粘

質シル ト、黄褐色粘質シル トである。炉として使われたもので、下の 2屈に炭化物を多ii1に含んでいる。

炉に付随して灰や炭などを菩えるピッ トはみつかっていない。

竪穴住居21は、平而略円形を

していると考えられるが、北側の大

部分を竪穴住居20に切られており、

全容ははっ きりしない。規扱は、推

定で径約6.6m、深さ約20cmを測る。

竪穴住居20とほぽ[1りじ規板であり

建て替えられたものと考えられる。

埋土は、にぶい黄褐色粘災シル トが

主体で、炭化物を含む。貼床は確認

されていなし・o

南側の残存部で柱穴が検出され

ているが、 堅穴住J;i'l2lO)爪紺部分

では特定できないため、主柱穴の仝

容は不明である。柱穴と老えられる

ピットは、 2枯特定したが、配皿力

ら4本以上の柱が立てられていたこ

とが推測ざれる。いずれも平而円

形を呈しており、検Ill而で径40~

60cm、深さ約15cmを測る。地十．は、

黄褐色粘質シルトで、炭化物を含む。

壁溝は、全周するものと考えられる

が、重複部分では検出されていな

い。規模は、南側の検出面で幅20

~ 40cm、深さ約10cmを測る。皿土

は、 黄灰色粘質シルトで、翌穴住居

埋土と類似している。西側のH附蘭内

部からは、 杭の痕跡が多く確腔され

ている。南側の磁溝にはみられない

が、同様に本んが存任していたものと

考えられる。咆穴住居20と同様に、

これらの杭を木舞として、土盪がつ

くられていた可能性もある。

145 

20cm 

図44 製石器(2)
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中央土坑は、確黎されていない。

遺物は、埋土中から弥生土器や石器類が出..lしている。土器は、いずれも小片で、形をm元できるも

のは少ない。 灰136-98が、竪穴住居21から出土したもので、それ以外は、竪穴住居20出土のものであ

る。図36-96は、大型細顆壺の口緑郁である。外面に凹線が密に巡ってお り、旦緑の中ほどには斜め

方向の刺突文が1列巡っているほか、その下に波状文が巡る。口緑端部を肥厄させており、内湾している。

胎土の特徴から、紀伊産と抒えられる。97は、 大型甕0)口緑部である。「l縁部が、くの字状に外反して

いる。胎土の特徴から、紀伊産と抒えられる。 98は、 壺の体部上半である。顕部が締ま っており 、全体

につくりが厚い。n緑端部を肥厄させており、丸く おさめられている。

石器は、いずれも盛穴住屈20から出土したものである。 囮42-137.....,139は、 石鏃である。 137は

有茎式で、片面中央に自然面が残仔している。 l38は凸品n武で、先拙部が一杵砂欠如している。 139は

有茎式で、基部がわずかに麻滅している。固43-142は叩送石、 143はすり石であるが、 叩き石の可泄

性もある。 1 4 2は卵形0)礫で、砂岩製である。両端部と 中央に ~II I打痕が見られる。143は卵形の礫で、

砂岩製である。大部分に叩打痕が見られるほか、中火部で擦られて平坦な而が認められる。 144は砥

である。流紋岩製で、表長2面を使用している。圏44-145は台石である。 砂岩製で、打慇痕が見られる。

長軸方向で二分し、片方を台石、他方を砥石と して使用している。裏而にも砥石として利用されていた

際の擦痕が残っている。

竪穴住居22 • 23 (図42、45-47、so、図版8~10、33)

中央南区の中央にあたる N区の南部で検出された。 弥牛災落の盛穴住）国が密集した部分のほぼ中央部

に位置している。 束側の竪穴住居24とは隣按する。また、南側には翌穴住屈25が約 2m離れて隣接する。

北側は、隣接して賤穴住居は存在しておらず、集烙0)中で、広場のような場所として使われていたもの

と考えられる。雌側には大滞3が約 Sni離れて隣按する。周囲には ピッ ト群やヒ坑が多くみられる。検

出面の地山はシル ト）戸iであ り、締まった礫屈は説れていない。ほぼ同規板の翌穴住同が 2棟霞複したか

たちで検出されており、紐て粋えられたものと老え られる。同じ位皿で、 前の翌穴住居を切るかたちで、

新たに竪穴住尼を掘削している。ここでは、新たにつくられたものを咆穴住居22、切られている ものを

竪穴住居23と呼称した。

竪穴住居22は、平面略円）1努を旦しており、糾板は、最大径約8.2m、検出面からの深さは約10cmを測る。

埋土は、黄褐色粘質シル トが主体で、炭化物を含む。 貼床は確認されていない。

内部でピッ トは多く検出されており、特定はむずかしいが、 主柱穴は 4基と考えられる。いずれも平

面円形を呈しており、残存部で径40,....,70cm、深さ約30cmを測る。 埋土は、筑褐色粘四シル トで、炭化

物を含む。壁i情は全周しているが、北側で2本に分かれて検出されていることから、この部分で拡張が

おこなわれたものと考えられる。規板は、検出而で幅20~ 30cm、深さ約tOcmを測り、断而U字状を-・→ 

する。埋土は、賠灰政色粘質シル トが主体で、黒褐色上やun-褐色土が混じる。このため、竪穴住居0)埋

土より色調が賠く、検出時には隈溝部分を品い1新状に確陪することができた。

南側の壁溝内部からは、 杭の証跡が確惚されている。これらの杭の痕跡は、40~ 60cml州隔で見られ

等間隔で並んでいるわけではない。遵溝の断面観察によ り、径約5crnの杭を打ち込み、さらに何ほかしこ

分けて壁溝を埋めている状況が見られる。この状況からは、土壁がつくられていたとはいえない。ただ、

見方を変えて、これらの杭を筵のような繊維状の編物などを固定する支柱と考えると、草儘構造を想定

することができる。 f/Lを墜溝上に一定圃隔で立ててそれを支柱にして、 坪隈が盛穴住店のまわ りを巡る
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かたちである。硯地退栂から竪穴住居の壁構辿を復原できた例は少なく、 :LIJ:重な成呆ということがで

る。この状況のみで、 I:: 屈梢造を似原することは困難な点が多いが、男里弥生集落で多く検出された、

壁溝に伴う杭は、ほとんどがこのような草墜構造であったものと考えることができる。 ilr.il究時に、壁杓't

に伴う杭を最初にみつけた例がこの毀穴住屈22であ り、 これを契機と して多くの＇翌穴住居で、杭の振跡

を検出する ことができた。竪穴住届の上屈構造や煎椙造を想定した目的）＇認識をもった閥査でなければ、

このような痕跡はみつけることができなかったと思われる。毀穴住屈における、 \I毘rm1~J辺の観京を細カ

くすることO)ffi迎性および必殴性を胞識させられる澗査例となった。

中央部で土坑が検出されており、平面形は東西方向が公い桁円形を呈する。規板は、検出面で長径2,7

m、短径2.0m、深さ約0.3mを測る。 埋土は、大きく 3屈に分かれてお り、上から黒褐色粘質シルト、

にぶい黄褐色粘四シルト、灰黄褐色粘質シル トである。炉としてイ辿われたもので、全体に炭化物を多訊

に含んでいる。 断而観察で、同じ場所でさらに一段ドがる部分があることが判明したが、形状が汎なる

ことから、 切られた下の堅穴住居23に伴う中央土坑と考えられる。

北端部の壁に直交するかたちで、平而桁円形の七坑710321が検出されている。 偲rNtがこの部分で途

切れており、 この竪穴住）団に付）瓜するものということができる。 規膜は、検出而で艮径2.3m、短径1.2m、

深さ約0.2m を測る。北側の広場0) ような場所に面してお り 、 ~l竪穴住居の出入口のような施設と好える

ことができる。ただし、男里弥生集路の中でこのような施設をもつ墜穴住届は、 他に検出されていない。

また、東側でも小剃似ながら同様の土坑がみつかっている。拡張により、出人口の場所が変わったものか、

2ヶ所の出入nをもった唖穴住居と抒える ことができるが、特足できない。いずれの土坑も竪穴住屈22

に伴うもので、り」られた唸穴住居23には同様の施設はみられない。

竪穴住居23は、平面略門形をユしていると考えられるが、賤穴住居22と同じ場所に位閥するた&I.

外形ははっ きりしない。平而の規校は翌穴住居22とほぼ11りじであり、検出面（竪穴住居22の床而）か

らの深さは、 約10cmを測る。埋土は、灰黄色粘門シル トが主休である。 貼床は、 t11s分的に約 3cmO)}ワ．さ

で残存しており、にぶい此色粘質シルトが主体で、炭化物を含む。

内部でピ ッ ト は多く 検山されており、特定はむずかしいが、~柱穴は 4品と斗おえられる。 いずれも

面円形を呈しており｀残存部で径30----50cm、深さ約25cmを測る。 埋上は、賠灰黄色粘質シル トである。

壁溝は全周 しているものと考えられるが、南側などではっきりしない部分がある。北側で2本に分かれ

て検出されていることから、拡張がおこなわれたものと考えることができる。ただし、 盛穴住居立とし

やや異なった部分である。規板は、検出面で1J1M約20cm、深さ約15cmを測り、断而U字状を呈する。迎土は、

褐灰色粘質シルトが主休で、炭化物を含む。壁洲内部からは、杭0)痕跡が確諮されている。これらの杭

の痕跡は、 40.... 60cm間I隔で見られ、断而観祭により、径約 4cmの杭を打ち込んでいることがわかる。

土壁がつく られていたとはいえないが、哩穴住同22と同様に、これらの杭を繊維状の編物などを同定

る支柱と考えると、草偲梢造を想定することができる。

中央部で土坑が検出されており、平而形は円形を呈する。竪穴住居22の中央土坑が同じ位i凶に掘削

れているため，検出面はその底部になる。規枇は、検ILi而で径約1.2m、深さ約0,5mを測る。埋七は

黒褐色粘質シルトである。炉として使われたもので、全体に炭化物を多四に含んでいる。

中央土坑からやや離れて、床而において、焼土が検出された部分が2ヶ所みられる。ほぼ1.1-JJIうあるい

は楕円形を呈しており、掘り込みはないことから、炉とは考えられない。 他の墜穴住居で検出されている、
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灰や炭などを菩えるピットの痕跡とも考えにくい。性格は不明であるが、床而付近で短期問、火を焚い

ていたことは確かである。

遺物は、埋土中から弥生土器や石器類が出土している。調査時に、翌穴住届22と竪穴住居23で辿物

を明確に区別することができなかった。土器は、いずれも小）ヤで、形を似元できるものは少ない。図化

できたものは、 わずかに 1点である。図50-157は、以蛸府形土然の底部である。内面に招頓圧痕が残

る。底はやや丸みを常びる。石器は、府製石器の大型品がみられる。図42-140は、凸砧 I式の石鏃で

ある。先端部が欠担している。図46-146 • 147は、砥石である。 146は、砂岩製で打撃痕が見られる

ため、台石として使われたようである。 2而に砥石として利用されていた際の擦痕が残っている。 147は、

竪穴住居22の撰糀1内から出土したものである。凝灰岩製で、 4而に使用された痕跡が残る。 148は叩き

石で、竪穴住居230)横溝内から出上したものである。砂岩製で両端に叩打痕が見られる。因47-149

は、緑色片岩販の柱状片刃石斧で、盛穴住店22のピット内から出土したものである。150は、緑色片,L

製の石庖丁である。片ガである。151・152は叩き石で、いずれも砂岩製である。全而に叩打痕が残るが、

152には赤色物質が付いている。

また、竪穴住居23の埋土1凶O)巾から、図版33-1116の鉄製品が出±している。ただし、竪穴住居2

に属するものかどうかは確定できない。小型のもので、形状が不明であることから、製畠を特定するこ

とはできないが、のみ状鉄製吊と抒えられる。この他には、金屈製品は出J::.しておらず、スラグやふし

ごの羽口などもみられないため、ここで金）iil生）梢などがおこなわれていたとはいえない。

竪穴住居24(図48、50、図版8、12、33)

中央南区の中央にあたる N区の南部束船で検Iiiされた。一部は東側のM区まで広がる。上部は、削平

により失われている。また、一部土坑に切られている部分がある。弥生集落の設穴住店が密集した部分

のほぼ中央部に位附している。 r}闘側の墜穴住届22 • 23、［怪穴住居25と隣扱している。東側は、隣接す

る竪穴住居は検出されていない。周間にはピッ ト ~lやや土坑が多くみられる。検出面の地山はシル ト 1阿iで

あり、締まった礫lf'iは現れていない。拡張や重複はなく、単独で検IIIされている。

平面略円形を呈しており、規板は、検出而で最大径約4.8m、深さ約20cmを測る。迎土は、陪灰凪仏

粘質シルトが主体である。貼床は確認されていない。 M区の調査時に、堡付近の細かい粕杏をおこなっ

たが、壁溝も杭0)痕跡も検出されなかった。このため、賤穴住居22 • 23などとは、上）：社椛造が異なっ

たものといえる。

内部でピッ トは多く検出されており、特定はむずかしいが、 主往穴は 4基と'fj'えられる。いずれも平

面円形を呈しており、残存部で径約30cm、深さ約10cmを測る。埋土は、黄褐色粘質シルトで、炭化物

を含む。ピッ トは多いもO)OJ、建て埜えなどは確胞できない。

ほぼ中央部で土坑が検出されており、南北ん向がやや長い平面桁円形を旦する。矩膜は、検出而で

径1.5m、短径1.0m、深さ0.2mを測る。埋土は、にぷい凶褐色粘質シルトである。炉として使われた

ものといえ、 炭化物を多く含むが、あまり穎若な炭l位はみられない。他に1謁辿する追序，'りは検出されてい

ない。

遺物は、埋士中から弥生土器や石根類が出土している。土器は、いずれも小）ヤで、形を似元できるも

のは少ない。 その中で、完形に近い似売ができたものは 3点ある。図50-154は、直口府である。口伯

部は、斜め上方に向かって広がり、外面には、 凹線が4条巡っている。）』部には横方向のタタキ，1阻格が

認められる。｛本部下半の外面には、縦方向のヘラケズリ間斃が見られる。底l}l5は失われている。155は
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図48 監穴住居24平 ・断面図

受け口状口緑0)壺である。口緑部と底部の破片のみであり、町接接合はできなかったが、大きさや胎 ，→

の状況から、 同一個体と判断した。口緑部外而には、凹線が 2条巡る。ほかに文様は見られない。口愉

端部はややIJt-lいている。底部外面には、縦方向のヘラケズリ閻腺が見られる。版はナデ胴整で戦え られ

ており、 平坦である。 156は、甕の体部である。床面四上で底を下にした状況で出土したものである。

上部を削平されていることから、口紐部は失われている。体部上半と下半の外而の一部に横方向のタタ

キ調整が認められる。底はナデ製挫で挫えられており、平坦である。外而に煤が付泊している。
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竪穴住居25(図42、47、49'""S 1、図版8、11、34)

中央南区の中央にあたる N区の南端部で検出された。弥生集落の毀穴住囚が密集した部分のほぼ中央

部に位置している。 北西側には、翌穴住届22 • 23が約 2m離れて隣接する。この問に溝710219が掘削

されており、 匝側の大溝 3にのびている。毀穴住届22・23とは、平面形状 ・規板が類似しており、カ

里弥生集落の中で中心的な位凶にあり、最大規板である。さらに、北側の痰穴住店24とは隣接しており、

南東側には竪穴住届26が約2.Sm雌れて隣接する。南側では、竪穴住居はみつかっていない。周囲にはピッ

ト群や土坑が多くみられる。立地条件としては，検出面の地山はシルト！箇であるが、部分的に締まった

礫層が現れており、堅穴住居の掘削にはあまり適しているとはいえない。上部はかなり削平を受けてお

り、わずかに床面付近が残存しているのみである。北来部で｀壁溝が2本に分かれて検出されているこ

とから、この部分で拡張がおこなわれたことが想定される。

平面略円形を呈しており、規校は検Iii而で、最大径約8.4m、深さは約10cmを測る。埋土は、黄褐色

粘質シルトが主体で、炭化物を含む。締まった礫／凶が部分的に現れている地山の上に伍凶しているが、

貼床は確認されていな¥.,・o 

内部でピッ トは多く検出されており、特定はむずかしいが、炭原案として、 5.....,8基の柱穴が想定さ

れる。規模や閥隔が一定ではないが、最大で 8基となり、そのうち、柱問をほぼ等圃隔に合わせた場合は、

5基となる。埋土の断面硯察でははっ きりしなかったが、建て替えの可能性もあり、柱穴全体O)i糾原は

複雑な様相を旦している。また、拡張によって、柱が辿加されたことも考えられる。ただし、検出状況

から竪穴住居22 • 23とはS'iなってお り、 主柱穴は 4基とは抒えられない。いずれも,,1.而円形または枡

円形を呈しており、ピット710553を除いて、検出而で径約40cm、深さ約15cmを測る。埋土は、此褐色

粘質シルトである。

ピット710553は、南側に位凶しており、他のピットよりも人型である。南北方向に長い、11而桁円形

を呈しており 、規校は、検II—i而で長径約 l.2rn、短径約 1.0m、深さ約0.4 mを測る。 2 段掘りで、 Rll しこ

台石が埋められており、ここで址土は大きく 2/団に分かれる。上屈は、にぶい此褐色粘質シルトが主体で、

炭化物を含むプロックを含んでいる。台石の下になる ,,前は、さらに 3/l!')に分かれており、 ,~. から、明

黄褐色砂質シルト、にぶい黄褐色砂質シルト、波褐色砂質シル トで、下 2/~i には炭化物を少足含んでI.,

る。当初から柱穴として機熊していたもOJではなく、なんらかの用途をもった土坑であったと考えられ

る。後に柱穴として使うことになり、柱を支える根石として台石をiii云用して地めて使ったものといえる。

あるいは、も ともと台石を据えていた土坑であった可能他もある。

壁溝は、南西部で確認できない部分があるが、ほぼ全周するものと考えられる。北東側で部分的に 2

本に分かれて検出されていることから、この部分で拡張がおこなわれたものといえる。糾板は、検出面

で幅10~30cm、深さ約 15cmを測 り、断而 U'j~状を呈する。 埋上は、黄褐色粘質シル トが主体で、暗灰

黄色土やにぶい凶褐色上が混じる。このため｀竪穴住居22・23と同様に、堅穴住居の埋土よりやや色

調が暗く、検出時には咽洲部分を筋状に確認することができた。

南側の壁溝内綿からは、 40......,60crnl1附隔で杭の痕跡が確愁されている。ここでも、堕溝の断而観察に

より 、径約 5cmの杭を打ち込み、さらに何度かに分けて壁泄を迎めている状況が見られる。このため、

竪穴住居22・ 23と向様に土撲がつくられたとはいえず、四監構造を想定する ことができる。堅穴住）古

22・23と類似した草壁梱造をもつ、大型翌穴住屈が複数つくられていたことがわかる。
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ほぼ中央で土坑が検出されており、平而形は東西方向が長い桁円IIラを呈する。糾校は、検出面で長径2.1

m、短径1.5m、深さ約0.3mを測る。埋土は、 3/凶に分かれており、上から黄褐色砂質シル ト、政灰色

粘質シル ト、黄褐色粘質シルトである。炉として使われたもので、下の 211'-'iしこ炭化物を多2に含んでいる。

平面形では確惚できなかったが、 埋七の断面観察により、 中閻府は 2 1~掘削された形跡がある。

遺物は、 埋土中から弥生土梱や石甜類が出土 している。」こ器は、いずれも小片で、形を複元できるも

のは少ない。図50-158は、『1n血の上半部である。口緑部はまっすぐ立ち上がり、外面には凹線が巡っ

ている。159は、麻杯杯部の口緑部である。口縁部に平らな面をもつ。甕の器に転用されたものと考え

られ、内面に煤が付沿している。160は、 1叫杯の脚部である。円形の透かし孔が3ヶ所付く。端部は上

方につまみあげられている。熱をうけて、赤く変色している。161は、中央土坑から出土したもので、

高杯の杯部である。受け口状の口緑部であり、 外面に 2条の凹線が巡る。口縁部はほぼまっすぐに立ち

上がる。脚部欠拍後に再加工して水平にしている可能性がある。煤が付沼している。 162は、布杯の杯

部である。受け口状の口緑部であり、外而に 2条0)凹線が巡る。 161とはやや形状が異なっており

縁部はやや広がる。 163は、梨0)口縁i}ISである。 n緑部が、くの字状に外反している。 n緑端部を肥J

させており 、やや上方につまみあげられている。胎土の特徴から、紀伊廂とJJえられる。

石器は、 庖製石器の大型品がみられる。 18142-141は、柱穴から出上したもので、心錐である。有就

式の石鏃を転川したもので、錐部に使用痕が見られる。図47-153と図51-164は、いずれもピット

710553から出 Kしたもので、台石である。最終的には、柱穴の根石として使われていたものである。

いずれも砂岩製で、打悠艇のほか、船条痕も見られるため、 1此にとしても位用されていたことがわかる。

165は砥石で、砂岩製である。 4而を利用しており、研ぎ面は1111面をなしている。

竪穴住居22・23と竪穴住居25は、今匝IO)訓杏で検出された弥生集落の中で、中心的な存在という こ

とができ る ため、ここでまとめておくことにする。ただ し、集格の全容が明らかになっていないた~

あくまでも澗杏区域内での位間付けということが前捉条件である。

これらの毀穴住居は、平面形が円形で径が8.5m級という大型のものである。男虫弥生集落の中には

この規模を上回る竪穴住届も存在するが、単独でつくられて、ほぼ向じ規娯0)翌穴住店が隣接する状況

は、 他ではみつかっていない。また、重複閲係はみられないことから、時期泣は確定しない。 2 棟O) ~翌

穴住居の間に、二n位に分かれた細い溝 （滞710219)が掘削されており、大溝 3に向かっている。辿栂

の詳細については、後述するが、竪穴住居に取り付く雨蕗ち溝をまとめて、大溝3に流す施股と考える

ことができる。この滞が、このような機能をもっているとすれば、毀穴住居が同時に存在したことになり、

2棟の大型竪穴住届がほぽ接した状況でつくられていたことになる。

立地から見ると、束側にl翌穴住居群があり、西側には、阻離をおかずに火溝3が広がっている。大溝

の項で詳述するが、集落北端部の大洲 1の水際とは呉なり、大rm3の路ち込み糾斜は緩いことから、小

型の船などをこの部分に上げることができたものと考えられる。このため、この堅穴住居0)正而の位竹

に船が着く場所があるということになる。具体的な船貯場に関辿するような追棉や追物は検出されてい

ないため、あく までも想像の域を出ないが、出里弥生渠活の中で、唯一、船が府ける場所と考えること

ができる。
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2. IOYR 5/4にぷい黄褐色粘只シルト 炭化物含む
3. 不明
4. lOYR 6/8明黄褐色 砂只シルト
5. IOYR 6/3にぷい貨褐色砂買シルト 炭化物含む
6. IOYR 5/8黄褐色 砂只シルト炭化物含む

0 (5=1 :40) lm 

M I. IOYR 4/3にぷい黄褐色粘買シルト 炭化物含む（杭痕）
2. 2. 5Y 5/2暗灰黄色 粘臼シルト 炭化物含む
3. 2. 5Y 5/1黄灰色 粘貧シル ト 炭化物含む
4. IOYR 5/3にぷい黄褐色粘買シル ト 炭化物含む
5. lOYR 4/3にぶい黄褐色粘臼シル ト 炭化物含む
6. 2. 5Y 5/2暗灰色 粘買シルト 炭化物含む

O (S=l: 20) 50cm 

a— — a' 

こ
!. IOYR 5/6黄褐色 粘質シルト
2. IOYR 4/3にぷい黄褐色粘質シルト
3. 2. SY 5/2賠灰貨色 粘代シルト
4. IOYR 4/3にぶい黄褐色粘質シルト三 孟

図49 竪穴住居25平・断面図

~ 10 

2. SY 5/2昭灰色粘灯シル ト
IOYR 5/6黄褐色粘質シルト 炭化物含む

゜
(5=1 :40) 2m 
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平面形状や規板は、ほぼ同じであるが、上部構造には述いが見られる。まず、主柱穴の数が汎なるこ

とから、屋根の形状には迎いがみられるものと考えられる。現状では、迫構検出而の上部が削平により

かなり失われており、巫木の構造などは不明である。その中で、璧溝内から検出された杭の痕跡は、大

きな成果といえる。これにより、草堡梱造をもった竪穴住居がつくられていたと想定で送る。しかし

このよう な検出例は少なく、今後発見例が削えるとともに、解明できるものと考えられる。竪穴住居の

復原案は様々 あり、 ここで短絡的に、 上品構造を~fi./Jj! して 2棟の呪穴住居の巡いを輪ずることは難しし。

ただ、今回の調杏成米により、規校が同等クラスであっても、上），、 I~構造の巡いで外観はかなり異なった

ものであったことは想保できる。

弥生時代の事例では、あまり確9忍されていないため、尖偲は不明な部分が多いが、古凶時代では、 1.'i.

壁構造を確認できる例がある。男旦辿跡に近い場所での検山例として、阪南市祖）11迫跡0)嘘穴辿物151

で検出された壁材がと怜げられる。時期は、 5世紀未~6世紀初印であることから、直接0)関係はないも

のであるが、壁の内装材として、柏物の編物を使用している ことがわかる例である。建物0)埋土0)中から、

約10cmの厚みをもった土壁と名えられる土）如が見つかっており、内部に杭状の材を絹み合わせている状

況も確認されている。杭を木舞として土咽をつくつている構辿と考えられている。さらに、土増0)外側

には、 葦と考えられる炭化物や植物を印甲（笥目）状に編んだものが見られる。この状況は、 1時期0)祐＇

いはあるものの、盛穴住屈22• 23や25と同様のものであり、緊柑J造を似原する殴素として重辿なも0)

ということができる。

また、ここでも窃穴イ切門の建て特えや拡張がみられるが、場所を変えてつくられているわけではない。

ほぼ同じ場所で建て11えをしている。他の堅穴住店でも似たような例はあるが、男呈弥生集落の中では

竪穴住居の建て替えに1閑して、 何らかの規制があり、場所の選定が白山にできなかった可能性がある。

竪穴住居25の位凶は、まわりはシルト）音の地山であるが、下屈0)締まった礫/1・・・1が表面に現れている土肘

部分であり、 竪穴住居0)伽削にはあまり遥しているとは思えないが、大型0)ものがつくられており、-

らに拡張までおこなっている。これに対し、やや離れた場所では、シルト）心iO)地山部分が広がっておハ

位置を少しずらすだけで、掘削しやずい」：：地を得ることが容劫である。ただし、 この部分では、翌穴住

居はつくられていない。土地の条件で、翌穴住mの選地をおこなっていないというよりも、地山の掘削

の容易さということは、竪穴住居の選地の条件にはなっていなかったようである。

大型の竪穴住届ということで、住人は男里弥牛集落の上）洲陪級クラスであると抒え られる。弥生集落

内で、どの程度の陪級追というものが存在していたのかは不明であるが、竪穴住居の短板O)芯などから、

階級差を想定することは可俺である。辺里弥生集蕗の中での立地で見ると、中心とはいえず、大溝3や

現在の男里川を臨んでおり、集落の正而ともいうべき位皿である。このため、集落の全容は不明であるカ

支配者層の住居とは考えられない。ただ、集迷0)入り口に近い場所であることから、上肘階級の住人で

あった可能性は強いといえる。かなり1糾象をふくらませてしまった惑があり、まった＜尖証で送ないこ

とであるため、 適当ではないかもしれないが、人型の竪穴住居が接した状態で 2棟並んで建てられてい

る状況の解釈のひとつとして、挙げてみた。
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図52 器穴住居26平・断回図

竪穴住居26(図52、図版12)

中央南区の巾央にあたるMIKの南部で検IIIされた。平面形状により、 一部は匝側のN区と Q区まで1公

がるものと考えられるが、潤五区の狭間にあたることや撹乱が如苦であることなどから、本来の半分和

度しか検出で送なかった。上部は、後世の水賂建股などによる削平でかなり失われており、樅乱土が床

面付近まで達していることから、当初は翌穴住府の仔在が判別できなかった。また、）梵絶後につくられ

た土坑に切られている部分がある。製杏時に、磁付近の埋土を確閲しつつ掘削した紡呆、平而形がほぼ

円形の竪穴住届が判明したという状況である。弥世集蕗の竪穴住届が密集した部分のほぼ中央部に位t?

している。四側の堅穴住居25とは、約2.5rn離れて隣按している。東側には、約 5m離れて盛穴住居27

が隣接する。南側には隣按する竪穴住居はなく、約 15 !1l離れて毀穴住居28 · 29 • 30がつくられている。

周囲にはピット群や土坑が多くみられる。検出面の地山はシルト府であり、締まった礫屈は視れていな

い。拡張やm似はなく、単独で検出されたものである。

西側が検出されていないが、平面略円形を呈するものと考えられ、短板は、検出面で似大径約6.6m、
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深さ 1 0~20cmを測る。後世の股百LJ凶が多く入り込んでおり、床而付近まで達しているため、本来の埋

土ははっきり しないが、賠褐色粘質シルトが主体で、炭化物を含む。貼床は確惚されていない。監溝は、

南東側で部分的に検出されているが、明確なもO)ではなく、ほかの部分でははっきりしない。 状況か

判断すると、 全周するものと考えられる。検出された部分では、輛約25cm、深さ約 5cmを測る。り附竹内

を含めて壁際からは、杭の痕跡は確駆されなかった。

内部でピット は多く検出されており、特定はむずかしいが、主柱穴は 4~5払と考えられる。 いずれ

も平面円形を団しており、残存部で径30,_ 40cm、深さ約25cmを測る。ただし、柱穴と判断できないも

のが多いことや、配凶の問題などから、確定はできない状況である。

はっきりしたものではないが、ほぽ中央で」~-坑が検出されており、東西方向がやや長い平而桁円形を

呈する。規模は、検出而で長径1.3m、短径0.9m、深さ0.2mを測る。炉として使われたものと考え

れるが、顕著な炭屈はみられない。北東端部で」：：坑が検出されており、竪穴住居22・23で見られる杜

際の土坑に類似しているが、深く掘削されており、形状が異なることから、竪穴住居に伴うものとは考

えられない。逍物は出七していないため、1時期は不明であるが、盛穴住届廃絶後にり』削されたものである。

他に関連する追構は検出されていない。

埋土やピット 内からは、辿物は出土していない。

ほぼ全面が股乱などにより削'llされており、人半を失っている状況であることから、竪穴住居0)詳細

は不明である。ただ、 fl,ヽ~が比較的明lif;tしこ検川されていることから、盛穴住府が存在したことが考えられ

る。立地場所としても、集落内で堅穴仕）国が多くつくられている部分であり、辿和感はない。残念ながら

柱穴や壁溝などがはっきりしない部分が多いため、上部構造を含めて、詳細は不明である。

竪穴住居27(図53~ 55、57、図版12、34、35)

中央南区の中央東側にあたる T区の北端部で検出された。弥生集蕗の翌穴住居が密集した部分の束側

に位置している。西側には、約 5m離れて竪穴住届26が隣接する。ほぼ東半邪が検出されており、西半

部は、市道部分である泄l杏区外に広がる。東側や南側には隣接する竪穴住居はなく、南に約1811"1離れて

竪穴住居28·29•30がつくられている 。 周囲にはピット群や土坑がみられるが、 1翌穴住居のm複はなく、

単独で検出されている。西半!'115は未調杏のため、全容は不明であるが、達溝は令周するものと考えられる。

部分的に東側で槌溝が 2本検出されていることから、辿て替えや拡張の可能性も老えることができる。

平面形は不幣円形を旦しており、全容は不明であるが、親校は、推定で泣大径約7.2m、深さは、検

出面で約30cmを測る。上面は削平されているため、旧耕作七除去後すぐに辿構検出ができるほどである。

埋土は、黒褐色粘四シルトが基本で、上部に灰餃褐色粘質シルトが堆租するl'11S分がある。貼床は確認さ

れていない。 埋上の親察からは、建て替えや拡張は確認できない。

壁溝は、全周するものと考えられ、検出された東半部では防められる。却校は、検出而で1肛約30cn1

深さ 10~20cmを測り、断面 U字状を基する。 埋土は、住居J:!1!上と同じ黒褐色粘質シルトが品本である。

壁溝内部からは、杭の痕跡は@1a忍されていない。束側では約25cmの間隔をおいて、内側に11り等規校の競

溝状の溝がさ らに見られる。この 2木の杓'tはm複していなし。

内部でピットは多く検出されており、特定はむずかしいが、主柱穴は 5~8枯と考えられる。いずれ

も平面円形あるいは桁円形を呈しており、残作部で径30....,60cm、深さ約25cmを測る。埋土は、暗褐色

粘質シルトである。ただし、全容が不明であり、柱穴と判断できないものが多いことや、配四に間ぬが

あるため、確定はできない状況である。ピッ トは多いものの、建て替えなどは確認できない。
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図53 翠穴住居27平 ・断回図

中央土坑と者えられる土坑は、訓査区外に位似する可能性はあるものの、 nJ」確には検出されていない。

ただ、ちょ うど毀穴住居を南北方向に切るかたちで訓，',!究区の焼界があり、その土屈断而で中央部に土坑

の存在が確認されている。迎土は、にぶい汎桁色粘質上で、 ド府に炭化物を多氾に含んでいる。炉と

して使われたものかどう かは判断できないが、 中央土坑と考えることができる。さらに、 中央より南側

で、東西方向が長い平而柏円形を旦する上坑が検出されている。規枇は、恥状で艮径約0.9m、短径約0.6

m、深さ約0.2mを測る。辿土は、 11(1褐色粘質土で、礫を含んでいる。上）1~) で焼 l:::J団が確認されているが、

埋土には炭化物は含まれていない。また、近接する堕溝内からは、炭化物が多凪に検出されている。>):j,

として使われたものとはいえないが、竪穴住届の南側に炭化物が広がる状況である。 他に l~l迎する過棉

は検出されていない。

遺物は、 埋上中から弥生」素§や石湘類が出土している。土梱は、 他の毀穴住居の状況とは具なり、形
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を復元できる ものが多く見られる。図化できたものだけで、 10点にのぼる。竪穴住居の約半分を調査し

たのみで、この追物訳であるため、全体では、かなり多くの遺物が残されていることが想定される。

里弥生集落の中では、もっとも辿物出上mが多い。

図54-166は、把手付壺である。麻部は欠拍しているが、口緑部からイ本部中ほどにかけて残存しており

完形に近いと ころまで腹元できたものである。口緑端部を肥肛させており、下方向に広げている。口脩

は開いており、 口緑端部外而には凹線が巡る。口部には、横方向の把手が対になったかたちで 2ヶ所つ

けられている。胴部最大径はほぽ中央であり、外面のこの部分には、ヘラ状工具による斜め方向の刻目

文（刺突文） が巡っている。外而の訓堅ははっきりしないが、胴部下半で縦方向のハケ闊盛が見られる。

胴部内面には、 指頭庄痕が明瞭に残っている。167は、受けn状17縁の血である。胴部中ほどは欠担し

ているが、口縁部から体部中ほどにかけての上半滞と底部は残存しており、完形に近いところまで複元

できたものである。「l緑部には、水迫し形土甘似などで見られる 「切り欠き」が施されている。同様の用

途で使われた可能性がある。「I緑は、やや広がっている。口籍部外面には［川線が巡る。頸部外面には、

ヘラ状工具による斜め方向の刻目文（刺突文）が巡っている。外而の間撒ははっきり しないが、胴部7,

半や底部で、縦方向0)ミガキ調整が見られる。 /JI月部内I葡には、指叫圧痕が明瞭に残っている。底は平坦

である。168は、直口鼎で、ほぼ完形に復元できたものである。外而に煤が付沿している。口緑部は

斜め上方に向かって広がり、外面には、凹線が 3 条巡っている。則部外而には、ヘラ状 I~具による斜め

方向の刻目文 （刺突文）が巡っている。外面の間幣ははっ送りしないが、体剖5下半の外而には、縦）り向

のミガキ調整が見られる。/11111部内而には、指頭!-Ii.艇が明瞭に残っている。底は平坦である。167と比較

すると、口縁部の形状は異なるが、体部の形状や容J-;}は類似している。

図55-169は細即四で、口紐・11sと!Jl11I部上半部が残仔している。底部は欠拍しているが、 1図上で口絃部

から体部中ほどにかけての部分が復元できたものである。「l緑部の外面に凹線が密に巡っており、口緑

端部からやや下がった部分に 2点一組の円形坪又が付けられている。 17縁部の巾ほどには、凹線がなく、

替わりに斜め方向の刺突文が 1列巡っている"I二l紐端綿は、内洲している。「l緑部内而には、指頒圧痕

が明瞭に残っている。口部外而には、 直線文が巡っており、 !JI叶部似火径部分には、波状文が 1列巡って

いる。胴部下半部にも訳線文が施されていることがわかるが、底部付近では、縦方向のミガキ囮整が見

られる。170は、受けn状口緑の並で、ほぽ完形に似元できたも0)である。外面に煤が付約している。

口縁部外面には11'1線が巡る。 n緑部はまっすぐ立ち上がり、やや内洲している。頸部外面には、ヘラ状

工具による斜め方向の刻目文（剌突文）が巡っている。外而の調撒ははっきりしないが、胴部下半や厄

部で、縦方向O)ミガキ間整が見られる。胴部内而には、指即圧痕が明隙に残っている。底は平印である。

167と比較すると、口緑部の形状は異なるが、体部の形状や容凪は類似している。 171は、小型瑚の体

部である。口紐部が欠担している。及面の胴幣ははっきりしないが、内而には、指即圧瞑が明瞭に残っ

ている。底は平坦である。 172は、大型罰の体部下‘ドである。底部付近で、縦方向のミガキ澗戦が見ら

れる。内面には、指岨圧痕が明瞭に残っている。底は平坦である。 173は、血の体部下半である。底部

付近で、縦方向のミガキ閥敷が密に見られる。底は平坦である。 174は、珈の体部下半である。！底部付

近で、縦方向のミガキ欄整が見られる。内面には、ハケ訓整の痕跡が明瞭に残っている。底は平坦である。

図57-175は、 甕である。凶上で復元できたも0)である。口縁部が、くの字状に屈曲しており 、広がっ

ている。表面の開幣ははっきりしないが、外而0)底部付近には、指顕圧痕が明瞭に残っている。底はや

やへこんでいる。 FL台上の特徴から、紀伊産と抒えられる。
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図54 竪穴住居27出土土器(1)
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竪穴住居28• 29・30 (図56~60、図版13、35)

中央南区の南部にあたる R区の京皓部で検出された。馴査l区が分割された部分にあたり、 M区の南

端部と T区の北西端部にまたがっている。弥生集落の竪穴住届が密集した部分の中央部より南側に位!:ii

している。隣接して竪穴住居は検出されておらず、北東に約15m離れて竪穴住居26がつくられている。

周囲にはピット1料が多くみられる。検出時の状況から、ピット群より後にこの毀穴住居が作られたこと

がわかる。立地条件としては、検出面の地山は、締まった礫府が説れており、竪穴住居の掘1'11」にはあ中

り適しているとはいえない。この唸穴住居より北部は、ほぼ平坦であるが、南側は一段謀くなっており、

ピッ トは多いものの、堅穴住居の密集はなくなる。 ヒ部はかなり削平を受けているようであるが、残存

状況は比較的良い。堅穴住庁のまわりを掘りドげた状況がはっき りと確！忍できる。この点に恨Iしては後

述する。壁溝が複数に分かれて検HIされている ことから、この部分で廷て閉1えや拡張がおこなわれたこ

とが想定される。埋士の断面観察により、床而は 2面検出されているほか、外形や煎料りの検出状況により

3 棟の竪穴住店が頂複していることがわかる。古い順に下から賤穴住屈28、 I~翌穴住居29、毀穴住居30

と呼称した。 ただし、後述するが、毀穴住罰30の新IEII剥係は不明である。

竪穴住居28は、 淡穴住居29とほぼ完全に爪似しており、分離できないことから、尖態はあまりは

きりしない。南側の札筍，料が検出されたため、平面形が推足復J以できたものである。 推定で略円形を呈し

ており、規板は、検出面で最大径約7.Bm、深さは約30cmを測る。南側の咽付近が確認されたのみで、

大半は竪穴住居29 0)~1/l!l'il」で失われている。 雌土も不明である。締まった礫/1'.!'i の地山の上にセ地している

が、貼床は確認されていない。

内部でピットは多く検出されており、＇；竪穴住居 29のものも含まれることから、堅穴住居28に属する

柱穴の特定はむずかしいが、複原案として 4晶以上の柱穴が想定される。4本柱の可偕性もある。却校

や間隔が一定ではないことや、確定できる柱穴がないことから、ここでは似）瓜楽にとどめておく 。柱穴は、

いずれも平面円形衷たは桁円）秒を呈しており、検出面で径10~70cm、深さ約25c,悩暉11る。地土は、に

ぶい黄褐色粘四シル トが主体である。

壁溝は、 南側で確認されたのみであるが、ほぼ全周するものと埓えられる。南西側で竪穴住届29のr:.i~

溝と交差しており 、この部分で竪穴住居の建て秤えがおこなわれたものといえる。 ）謁莫は、床而付近で

幅約20cm、深さ約15cinを測り、断而U字状を旦する。埋土は、此褐色粘質シルトが主体で、にぶい波

橙色士が混じる。監溝内部からは、杭の痕跡が確認されている。堡溝のI祈面観察により、径約 5cmの杭

を打ち込み、壁rWを埋めている状況が見られる。

さらに、 この断面観察により、竪穴住店を掘削する際の作業工程を知ることがでとた。堅穴住居を掘

削するにあたって、まず、住居よりやや大きい不戦円形の翌穴を掘削している。これは、建て替えにより、

さらに規模は大きくなると抒えられるが、掘j!jlJが＇；翌穴住居の分だけではないことを表している 。断面観

察により、 堅穴住居280)壁部分で埋七がはっきりと区別することができる。並nりを外形船とする竪穴イー1一

居の壁部分の外側は、人為的に一気に埋められた、哀込めの土．と考えられる。この府は、にぶい凶橙色

礫混じりシル ト）凶である。堡溝部分は、まっすぐに立ち 1一．がったかたちで、灰黄褐色粘四シル ト主体の

にぶい黄橙色土が砒じる屈が！忍められ、 11:iに杭の痕跡が兄られる。このことから、壁溝内で検Illされた

杭の痕跡は、竪穴住届22 • 23や啜穴住居25などで見られた)','CU,翌構造とは、異なったものと抒えること

ができる。遺溝部分で、中に杭の製跡をもち、遥穴住居の内部と外部を隔てるも0)が存在することから、

これを土壁と想定した。壁溝内に等間隔で杭を打ち込み、これを木舞として」こn;材をまわりに巡らした状
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1. 7. 5YR 5/4にぶい褐色 粘質シルト
2. JOYR 4/3にぶい黄褐色粘質シルト
3. IOYR 3/3暗褐色 粘質シルト
4. IOYR 4/3にぶい凶褐色礫 3~10cm程の礫

b— 17 1主 b'

19 20 

14. IOYR 3/4暗褐色 粘質シルト
15. lOYR 5/1褐灰色 粘只シルト 炭化物を多口に含む（貼床）

7. 7. 5YR 4/4 褐色 砂質シルト 16. IOYR 4/2灰貨褐色 粘質シルト 2c11以下の礫を含む

I. IOYR 6/3にぶい黄橙色砂質シルト 8. IOYR 3/4 暗褐色粘質シルト（杭痕） 17. IOYR 5/3にぶい黄褐色粘買シルト

2. IOYR 5/3にぶい黄褐色粘質シルト 9. IOYR 5/8 黄褐色粘質シルト 18. IOYR 4/2灰黄褐色 粘灯シルト 炭化物を含む（杭痕）
3. 2. 5Y 5/2暗灰黄色 粘質シルト 2cm以下の礫含む 10. IOYR 4/6 褐色 粘質シルト 19. 2. SY 5/2暗灰黄色 粘質シルト
4. IOYR 5/4にぶい黄褐色粘烈シルト 炭化物のプロック含む II. IOYR 3/4 暗褐色粘只シルト（貼床） 20. IOYR 6/3にぶい黄橙色粘買シルト （土墜）

5. IOYR 4/4褐色 粘質シルト 12. IOYR 4/4 褐色 粘質シルト（杭痕） 21. IOYR 4/3 Iこぶい黄褐色礫 3~10cm程の礫

6. 7. SYR 4/4褐色 砂質シルト 炭化物を多filに含む 13. 7. SYR 4/3 褐色 砂質シルト 22. 2. 5Y 5/2暗灰黄色 粘買シルト 炭化物を多Rに含む（貼床）
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竪穴住居30

~ 

。
(S=l :60) 2m 

I. IOYR 4/4褐色 粘質シルト（杭痕）
2. IOYR 5/6貨褐色粘質シルト

竪穴住居28

f — 14. 6m , ―f 

(lD 
I. IOYR 4/6褐色粘質シルト（杭痕）

0 (S=l: 20) 50cm 

d-
14.8m , 
- d 

-_,,,...,.~ 

竪穴住居29
e — 14. Sm、— e 

ー
竪穴住居切り合い関係

゜
cs=1 :soJ 2m 

図56 竪穴住居28• 29• 30平 ・断面区l
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況である。平而では、京煎柚造の咽穴住居の杭との辿いははっきりしないが、断面観察により、区別す

ることができる。リJ里弥生集落の「ドで、煎溝内からの杭の痕跡の検出例は多いが、土壁構造と確n忍でき

た例はこの竪穴住居28のみである。

中央部で、 東四方向が長い桁円形を呈する土坑が検出されており、明確に分けることはで送なかった

が、竪穴住居29の中央土坑と重複しているものといえる。規捩は、検出面で長径2.2m、短径1.2171、深

さ約0.3mを測る。し易穴住口28の中央土坑は、平而形状の推定から、径約l.Omの円形を旦したものと.)-J

えられる。埋土は、 2)日に分かれており、上屈はにぶい黄褐色粘質シルト、下府は灰図褐色粘質シルドで、

礫を多く 含んでいる。炉として使われたもので、いずれの屈にも炭化物を多爪に含んでいる。

竪穴住居29は、前述したように、翌穴住届28とほぽ完全に誼紺しており、ほとんど切った状況であ

る。そのため、 平而形ははっきりせず、南側の監溝が検出されたことから、平面形が推定似原できたも

のである。推定で略円形を呈しており、規様は、検出面で最大径約8.4111、深さは約30cmを測る。東側は、

竪穴住居30との重複で隈溝が失われていることから、不明である。埋土は、 21凶に分かれており、上府

はにぶい黄橙色粘質シル ト、下/C!'iは褐灰色粘質シルトで炭化物を含む。貼床は、わずかに}t:jO)叩さ約 5

cmが確認されたのみである。土質は、 fl附灰凶色シルトが主体で、明黄褐色粘質シル トを含む。炭化物も

混じっている。

内部でピットは多く検IIIされており、前述したように、盛穴住届28のものも含まれることから、竪穴

住居29に属する柱穴の特定はむずかしいが、 1は原案として 4:J,t以ヒの柱穴が想定される。規校や既隔が

一定ではないことや、確定で送る柱穴がないことから、ここでは後原楽にとどめておく。柱穴は、いす

れも平面円形または桁1廿形を旦しており、検III而で径40~ 70cm、深さ約25cmを測る。埋土は、褐灰色

粘質シルトが主休で、炭化物を含んでいる。

壁溝は、南西側で確認されたのみであるが、ほぼ全周するものと考えられる。ここで毀穴住店28の曲

溝と交差している ことから、この部分によって避穴住居の建て替えがおこなわれた ことが確認できる。

規模は、床面付近で1!1詞20...... 30c1n、深さ約15cmを測り、断而U字状を呈する。埋上は、陪灰黄色漿i'i質シ

ルトが主体で、 明設褐色上が混じる。屈溝内部からは、杭の痕跡が確花されている。巡洲0)断侑i観祭に

より、径約 5cmの杭を打ち込んでいる状況が見られる。

竪穴住居29をつくる際に、翌穴住居28の外形線を利用したことが推測され、ほぼ同様の椙造をもっ

たつくりと考えられるが、 11;夜溝付近の断面観崇では、上監の存在を示すようなものは検山されなかった。

竪穴住居28を北へ約90cmずらした位凶につくられている。監溝内では、 杭の痕跡は明確に検出されて

いることから、 詳細は不明であるが、璧構造をもつ毀穴住居の11Jf阻性は窃い。

前述したよ うに、中央部で、東西ん'「{こtJが長い栢円/I~を旦する土坑が検出されている。明確に分ける こ

とはできなかったが、竪穴住居280)「11央土坑とm複しているものといえる。秒林莫は、検III而で艮径2.2m

短径1.2m、深さ約0.3mを測る。翌穴住居290)中央上坑は、全体は不明であるが、平而形状の推定から

径約1.3mの円形をユしたものと労えられる。坦土は、 2/日に分かれており、上府はしこぶい凶褐色粘'

シルト、下層は灰黄褐色粘質シル トで、礫を多く含んでいる。炉として使われたもので、いずれの屈しこ

も炭化物を多屈に含んでいる。

竪穴住居30は、 R 区で投穴住同28• 29の四汁培15と誼複しているが、切り合い関係が不明である こと

から、新旧の区別ができない状況である。Tl区の棗半部は、濶査時には墜穴住居と認識していなかった
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こともあり、 平而形ははっきりしていない。 R区で南西側の偲猫が検出されたことから、平面形が推定

復原できたものである。推定で賂円形を呈しており、規似は、検出面で最大径約7.2m、深さは約3ucm

を測る。東側では、堅穴住店28で見られるような、住居よりやや大きい不幣円形の竪穴が確11忍できる。

このため、 同様の意識で盛穴住居がつくられたことがわかる。坦土は、 2屈に分かれており、上屈はに

ぶい褐色粘賀シル ト、下屈はにぶい質褐色粘質シル トである。貼宋は確防されていなし。

内部でピットは多く検出されており、特に西半部のR区では、堅穴住居28・29のものも含まれるこ

とから、 竪穴住居30に}l.ijする柱穴の特定はむずかしい。また、東学部のT区でも柱穴の特定はむずかし

いが、復原案として 4姑以上の柱穴が想定される，規校や圃隔が一定ではないことや、確定できる柱穴

がないことから、ここでは仮I以案にとどめておく 。柱穴は、いずれも平面桁円形を旦しており、検出面

で径40 ~70cm、深さ I O ~ 25cmを測る。埋土は、褐灰色粘質シル トが主体である。

壁溝は、 南西側でわずかに延艮約1.8mが確認されたのみであるが、ほぼ全周するものと考えられる。

規模は、床面付近で幅約20cm、深さ約15cmを測り、断而 U字状を呈する。埋土ははっきりせず、竪穴

住居の埋土とほぼ同じである。偲i竹内部からは、杭の痕跡が確砲されている。他の竪穴住居のように追

構造をもったものと考えられるが、 ヒ部椛造を復／点できるまでには至らなかった。竪穴住居を掘l'lりする

にあたって、 先に住店よりやや大きい不整円形の盛穴を掘削している。ただし、断面観察では、壁部分

で内部と外側の地土をはっきりと区別することができなかった。

T区の調査区端部で、不整形を呈する土坑が検出されている。未調杏部分に広がる部分が多いことか

ら、全容ははっさりしないものの、竪穴住屈のほぼ巾央部に位凶しているものと考えられる。規校は、

検出面で一辺約1.2m、深さ約0會2mを測る。埋 I.:は、陪赤褐色土が主体である。焼土や炭化物が検出 e

れており、 炉の可哨性がある。

このほかに、竪穴住居290)南西部で、 m複した）5形辿構720258が検出されている。堅穴住屈290)),

絶後に掘削されたものであり、堅穴住｝因とは『且刻母係はないものと考えられる。糾校は、艮辺約3.01い、

短辺約2.4rn、深さ約0.4mを測る。埋＋．は、にぶい凶褐色粘質シルトがt体で、暗灰此色シルトが浪じる。

内部でピットが多く検IIIされており、配附から 4本柱をもつ竪穴住居状0)辿構と芳えられる。また、ド

ぼ同位置に柱穴が検出されており、辿て替え0)可fl胚性もある。固囲には杭の痕跡が多く見られ、上部構

造を復原するまでには至らなかったが、限根のような施股を伴っているものといえる。住居として機能

していたも0)かどうかは判断できない。追物絨も少なく、時期を決定できないが、弥生時代にはおさ衷

るものと考えられる。

遺物は、 埋土中から弥生七器や石器類がIII土している。ただし、どの遇穴住届に伴うものかははっき

りしないため、特定で送ない。」：：邪は、いずれも小片で、形を似元できるものは少ない。区157-176は、

直口壺の口緑部である。「1緑は、斜め上方に向かって広がり、外而には、 1こl緑端部からやや下がった{

置に突帯が 1条巡っている。177は、珈のにl縁部である。口緑端部を肥}!.),させており、下方向に広げて

いる。口縁帥暉外而には凹線が巡っており、口緑端部からやや下がった部分に 3点一組の円形浮文が付

けられている。口緑部内面には、 2点一組の紐孔があけられている。178は、鼎0)関部である。外面に

簾状文が 2本巡り、その下に斜め方向のヘラ状工具による刺突文が施されている。179は、小破｝ヤであ

るが、壺の口緑部である。口縁糾；,!mlが大きく外反し、水平而をなすもので、口緑部に近い内面に扇形文

がつけられているほか、口緑端部外面にも扇形文が施されている。 180は、鉢の上半部である。口縁端

部を肥厚させており、やや下方向に広げて面をつくっている。口部には直線文が施されている。内面に
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図57 竪穴住居27、 28•29•30,31 出土土器
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は、横方向のハケ糾挫が見られる。181は、ほぼ完形に似元できた高杯である。杯部と脚部の接合には、

円板充填がおこなわれており、 1脚部の内而には絞り目がはつきりと確胞できる。

石器は、打製石樅のほか、庖似右甜の大型品がみられる。圏58-186は、凸基1I式の石鏃を転用した

石錐である。 錐部には使用痕が見られる。 187- 191は、 石鏃である。 187しあ叫晶 I式で、先饂部を欠

損している。188は凹砧式で、片而に大きな剥離面を残している。 189は凹品式であるが、先饂部とか

えり部を欠狙している。190は、先端部を欠狽している。 191は凸繕II式で、ほぼ完形品である。192は、

皿類の石錐である。両端の錐部を欠狽している。 193は、布坐式の石鏃である。 194は、 ll類の右錐である。

錐部には使用痕が見られる。 195は石柏で、晶部のみ残存しているものと考えられる。

因59-197は叩き石で、砂岩製である。側緑しこ叩打痕が残るが、表裏而は沿らかであり、すり石とし

て使用されていた可俺性もある。 198・199は叩き,5で、 砂岩製である。 198は片而中央に、 199は両

端部に叩打痕が残っている。 200は石皿で、砂料製である。約半分が残布しており、片而がわずかにく

ぼんでいる。201は小型の柱状片ガ右斧で、緑色片岩製である。刃先には線条痕が残っている。 202は

石皿か台石で、砂店製である。中央に打撃痕が見られ、片而がわずかにくぼんでいる。 203しま石柏で、

緑色片岩製である。先端の形状は石枠に似ている。 上下は両饂に向かう研店により、成形されている。

中央部は、叩打により溝を巡らしている。両端には「旧打痕があるほか、 一部戒lj離火似している。図60
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図60 竪穴住店28 ·29• 30出土閉製石器 (2)
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-204は砥石で、 石英安山岩製である。表而は硬質であるが、 表坂而に線条痕が見られる。 205 • 206 

は砥石で、砂岩製である。 205は、表面はわずかにくぽんでおり、玉面は自然のくぽみが残っている。

206は、表裏而に線条痕が見られる。打繋瓜が片而に顕苦であるため、台石と して使用されていた可侮

性もある。

竪穴住居31 (図57、58、61、62、因版14、35)

中央南区の南部にあたる T区の中央部やや北省りで検出された。弥生集路0)盛穴住店が密集した部分

から離れた南側に位四しており、西側の竪穴住居28 • 29 • 30と約25111離れている。また、南側の堅穴

住居32と約 7m離れて隣接する。周囲にはビット群や」：坑がみられるが、竪穴住居の爪似はなく、単独

で検出されている。削平をうけているため、上部はやや失われている。建て替えや拡張はおこなわれて

いない。

平面形は不敷円形を呈しており 、規校は、検出而で最大径約6.8m、深さは、約30cmを測る。埋 I:は、

にぶい褐色粘質シル トがt体で、礫を含んでいる。締まった礫）f'/の地山であるが、貼床は確？忍されてい

ない。壁溝は、 南半部のみで検出されているが、全周するものかどうかは不明である。糾膜は、床面付

近で幅30~40cm、深さ約 1 0cmを測り、断而U字状を呈する。埋上は、翌穴住居の埋土とほぼ同じであ

る。壁溝内部からは、杭の痕跡は確防されていない。上部栂造は不明である。

内部でピッ トは多く検出されているが、 主柱穴は 4品と考えられる。いずれも平而円形または桁円形

を呈しており、 残：（邦ISで径約50cm、深さ約30cmを測る。埋土は、にぶい黄褐色シルトが主体で、褐灰

色粘質シルトが混じる。

中央よりやや雌側で土坑が検11・¥されており、棗雌方向がやや長い平而柏円形を旦する。規校は、検Ill

面で長径1.2m、短径0.8m、深さ0.3mを測り、 断面U字状を辿する。埋土は、 3)付に分かれており、上

から黒褐色シルト、灰黄褐色シル ト、I陪褐色シル トである。炉として使われたものといえるが、あまり

顕著な炭層はみられない。 1:: 府に炭化物を多く含んでいる。采側で近接してピッ トが検出されている。

規模は、検出面で径約50cm、深さ約10cmを測る。埋卜は、にぶい褐色粘質シル トであるが、炭化物を

含んでいる。規枇はあまり大色くないが、炉に付随して）火や炭などを菩えるピッ トと考えることがでこ

遺物は、埋土巾から弥~LI;:~村が多く 出土しているが、完形に似元できるものはなかった。出上状況に

関しては、特に巾央土坑からの追物出土が目立った。図57-182は鉢で、底部を火糾している。口緑端

部をやや肥厚させており、外面に 1条の凹線が巡る。口緑部外面には、横方向のハケ鼎梢名が密に施され

ている 。 体部下半には、内外面とも縦方向のミガキ濶撒がみられる。 1 83は、訂杯杯1~15の口籍部である。

゜
10cm 

I 
図61 竪穴住居31出土閉製石器
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受け口状の口縁部であり、内外而ともに横方向のハケ訓座が施されている。 184は在杯で、 脚台部を欠

損している。 口縁部の外面に凹線が施されている。杯部下半から1樹lにかけて、縦方向のミガキ閻整がみ

られる。口緑部を一部打ち火いている。脚台部欠批後に擦っており、自立できるように加工している。

口縁部内外面に煤が付沿しており、転用されたものと考えられる。185は甕で、｛本部下半を欠似している。

口縁部は、 くの字状に外反しており、口緑端部の内側をややつまみあげている。体部上半には、横方向

のタタキ調盟がみられる。

石器では、 図58-196の石鏃が仕1土している。布茎式で基部が欠拍している。また、図61-207は、

緑色片岩製0)石庖丁である。片刃のもので、端部を一部欠似している。紐孔0)呼側には、紐擦れ痕が認

められる。

竪穴住居32(図62、図版14)

中央南区の1¥]部にあたる T区の中央部やや北窃り で検出された。弥生集落の竪穴住店が彬集した部分

から離れた南側に位俯しており、 今回検出された竪穴住居の中では最も南に位皿している。これより面

側では、ピットや土坑もあまりみられなくなる。北側の堅穴住后31と約 7m離れて隣接する。周1用には

ピット群や土坑がみられるが、竪穴住店の叩＆はなく、単独で検出されている。削平を うけているため、

上部はかな り失われている。

平面形は不盟円形を呈しており、規板は、検111而では大径約7,5m、深さは、約10cmを測る。埋卜は、

黒褐色粘質シル トが主体で、礫を含んでいる。締まった礫府の地山であるが、 ll,頭床は確認されていない。

壁溝は、部分的に北側と四側のみで検出されているが、 全周するものかどうかは不明である。 規似は、

床面付近で輻約20cm、深さ約 5cmを憔lる。地土は、 毀穴住屈0)埋土とほぼ同じである。墜洲内部からは

杭の痕跡は確認されていない。他の1;翌穴住居のように偲構造をもったものと考えられるが、上部構造を

復原できるまでには至らなかった。

内部でピットは多く検出されているが、主柱穴は 4;J占と労え られる。 いずれも平而,-lj形または桁円形

を呈してお り、残存部で径30-40Clll、深さ10,..._, 30cmを測る。

中央部で、重複したかたちで土坑が 2基検出されている。いずれも平面桁円形を皇している。北側の

土坑を南側の土坑がり］ったかたちになっている。規松は、検出面で北側が径約O.Sm、深さ0.3m、南側

が長径1.0m以上、短径約0,8m、深さ0.3mを測る。炉として使われたも0)といえるが、あまり顕茅な

炭層はみられない。炉の爪似が見られることから、！密穴住居の姓て替えも彩えられるが、平而形でははっ

きりしない。ここでは、廷て替えの可能性があるということにとどめておく 。他に関辿する追構は検出

されていなし。

遺物は出土していなし。

小結

以上が検出された咆穴住居の成果であるが、ここで盛穴住居に 1対する倍i単なまとめをしておきたいと

思う。男里弥生集落0)中心をなす毀穴住居は、届住域の中でも っともまとまった辿棉である。南北方向

に狭長な調杏区であるため、居住域の西端部を明らかにしたのみであり、東西方向の広がりが不明な¢

もあって、 全体の糾板はわからないが、 集落内における竪穴住居の似向を知るこ とができる。

竪穴住居を32基余検出 したが、平而形や規捩が多岐にわたっている。平面形では、円）物がほとんどで

あるが、 竪穴住届19のように1斗耶円方形も存在する。また、 糾校では爪炭によりはっきり しないものもあ
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図62 竪穴住居31、32平・断面図
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るが、竪穴住屈15のような径 4mクラスのものから毀穴住居25のような径8.Smクラスのものまで見ら

れる。全体の傾向と して、親校の小さい竪穴住居は少なく、径Sm租店のものが比較的多い。立地上で

の優劣はあま り感じられず、 M却校の竪穴住居がまとまる傾向はない。おおよその1項向であるが、径8

mクラスの竪穴住居は隣接するものが少なく、ある程度の距離を隔てて位凶しており、小型の盛穴住心

がそれに隣接する状況が見られる。また、居住域の南半部に比べて、北半部に集中している。北半部では、

拡張や建て替え、 m、卜以などが頻繁におこなわれており、常に数棟の盛穴住居が存続していたことが想定

できる。ただし、 個々の切りあいにおける挫穴住居の重複I謁係はわかるが、隣接する竪穴住居との前後

関係は不明であるため、同時に何棟の盛穴住居が存在していたのかを知る ことは困難である。翌穴住居

からの出土遺物が極船に少ないことも、時期決定の困難さを表している。ただ、集落の存続期問中には、

ほとんど断絶なく竪穴（主居が存続していたものと考えられる。

竪穴住居の重複が多く、単独でつくられている堅穴住居は非常に少ない。地山が締まった礫屈で、伽

削が困難な位阻で建て替えをおこなっているにもかかわらず、やや離れた位凶0)シル ト屈の地山部分で

は竪穴住居がつくられていない。このことから、盛穴住居の訊複が多い理由としては、 ユ地条件とは呼

えられず、集落内でなんらかの脱制があったものと推測される。土地の自由な選択ができなかったよっ

である。南半部に翌穴住届が少ない理由の一つということも考えられる。

次に、竪穴住居の 1こ部構辿について典味深い例がみつかった。盟溝内における杭0)痕跡である。堅穴

住居22・23、25で検出された杭の痕跡については、 J:J何断面の観祭により、四汎夜の支柱と判断した。

同様の杭の痕跡は、 他の竪穴住店でもみつかっており、は偲構造をもっ毀穴住店が複数建てられていた

ことがわかる。さらに、翌穴住屈28 • 29 • 30では、検出面ではあまり変わらないが、土／凶断而の観察

により、土壁がつくられており 、その木舞と判断した。 ！；翌穴住居をつくる際に、やや大きめO)唸穴を掘

削し、その内側に円形の咽汁かを巡らせ、杭を並べて木舞とし、上咽をつくる。さらに、土壁の外側にJ.-・ 

込めの土を入れて安定させている。ば壁や土槌を上部梢造に取り入れている竪穴住店の存在は、特徴的

である。ただし、すべての咽穴住屈がこの柚辿をもっているわけではなく、杭の痕跡が検廿1できない咆

穴住居も存在する。

さらに、特異な形状0)竪穴住居として、毀穴住届3と4があげられる。詳細は不明であり、多分に推

測の域を出ないが、 他地域の特徴をもつ毀7',住同のイ打在が・抒えられる。竪穴住居 3は、巡切な表副でド

ないが、ベッド状辿構のような施設をもっており、類例を四国でみつけることができる。ただし、四Iボ

の例は弥生時代後期であることから、直按の関係はイ..:1月である。また、！翌穴住居 4では、桁円形の中央

土坑の両端に ピットが付属しており、形状のみでみると、いわゆる「松菊里型住居」に類似している。

日本で検出されている「松菊里型住居」は弥牛時代早期から中期までのものであるため、無閾係とはし

えない。ただし、いずれも今後の検証が必要であり、 ここでは可能性を示唆するのみに留めておく。

なお、男里弥宅集落に近接する辿跡で弥生時代の略穴住屈が検出されているのは、呆南市沿瀬追跡と

阪南市向出・向山凶跡である。泊瀬辿跡では、 r1-1期後半から後期の翌穴住）国がl5棟確招されている。 Fi'.

陵上の集落として注目されており、時期的にも重なることから、男坦弥生集落との関係が狐味深い。ーガ、

向出・向山遺跡では、後期の盛穴住府が 2棟検出されている。集蕗の実態は不明であるが、今同検Illさ

れた男里弥生集落に続く時期の集落として注同されるところである。
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(3)掘立柱建物 ・ピット

男里弥生集落0)主体をなすのは盛穴住居であるが、店住域ではおびただしい数のピットが検出されて

いる。ただし、包含屈が大11面に削平をうけており、検出面は地山而であるため、ピットの掘り込み面を

確定するこ とができない。また、迫物の出土団が少ないため、すぺてを弥生時代のものと断定する こと

はできないが、検出時の埋土0)状況から、弥生時代に属するものがほとんどであると考えられる。居住

域における分布状況は、咆穴住居と同様に、北半部で密集しており、南半部で比較的少ない。北半部で

は、ほぼ全面で検出されており、密集している ことから、建物を似原ずることはできなかった。実際は、

かなりの数の掘立柱建物がつくられ、何度も辿て替えられた状況が想定される。

掘立柱建物の復原ができないことから、居住域内における掘立柱建物の配皿などもほとんど複原する

ことができなかった。ピット全体の領向としては、北半部の密集している部分においても、竪穴住届と

の重複関係はあまり！忍められなかったことがあげられる。 このことは、竪穴住屈と同様に、掘立柱建物

の立地に関してもなんらかの規制が存在していたことを示している。墜穴住屈と掘立柱建物は、並存し

ていたもの と考え られるが、俎てる位凶が区別されていたことが推測される。用途が¾'~なっていたもの

と考えられることから、位四に閾しては、はっきりとした区別をしていたものといえる。

北半部の ピッ ト の密集傾向を細かくみると、分布状況にやや泣が認められる。 I~翌穴住居の配附の際に

指摘していたが、竪穴住居22・230)北側にやや広い空間地があり、 ピッ トの分布も比較的少ない。 1

落の広場的な部分と考えられ、咆穴住｝邑はつくられていないが、掘立柱辿物もこの場所には辿てられて

いなかったものと推測される。こ れに対し、毀穴住居12の東側や竪穴住居24の東側などでは、ビッ ト

がかなり密集しており、掘立柱建物が常時、複数棟建て られていたものと考えられる。この部分0)竪穴

住居と掘立柱紐物に1剥しては、重複l>!:l係のイi無が不明であるため、前存していたものか、時期泣でどち

らかが先につくられていた0)かは、 判断できない。

南半部においても、特に R 区では多くのビッ ト が検出されており、掘立柱建物が常時、 -~U数棟建て

られていたものといえる。この部分に位佃ずる l限穴住居28 • 29• 30は、検出時の状況から、ピット群

より後につ くられたことが判明している。このため、掘立柱辿物のみが建てられていた額域に、堅穴住

居を新たにつくったものということができる。この状況から類推すると北平部でもピットの集中して

いる部分に存在する竪穴住屈は、掘V.柱建物の領域に後から辿出したものと考えることができる。この

観点で見る と、ピッ ト集中部分に存在する竪穴住居 2や3、4は、単独でつくられており、重複や姓て

替えなどは認められない。さらに南部で検出されている竪穴住居31、32も、詳細ははっ送りしないが

同様に新たに釦域を広げてつくられたものと抒えることができる。

かなり、 想倣がたくましくなってしま ったが、 一つの推袷として、以下のことが考え られよう。 これは

あくまでも仮説に過ぎず、柾明できる事災はほとんどないことをお断りしておく。居住域の中で、 当初、

竪穴住居と掘立柱建物の位附が決められており、その中で建て替えや拡張をおこなった結果、多くの重

複が発生した。その後、人nO)附1加などによって、咽穴住居の棟数を耶やす必媒性が起こ った結果、決

められた位皿の中で新たな竪穴住居をつくる土地がなくなった。新たな土地を求めるため、従来のJln1立

柱建物の領域を削ることにより、新規の堅穴住居をつくるようになった。

この仮説によると、l翌穴住居の分布状況とピッ トの閲係を脱明することが可能であると考えられる。

ただし、 多分に想像0)域を脱していないことから、尖際にば このような観ぶ材をもって、辿糀の分布状

況や位置関係を見ることが重狐で、実証していかなければならないIもfj/品である。
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図64 掘立柱建物49、so平・断面図

ピッ トが密集している ことから、掘立柱建物の複原は困難であると述べたが、密集地点から離れた『

置で、 3棟の掘立柱建物を似厭することができた。いずれも、検出状況から、弥他時代に屈するものと

考えられ、あま り喰複のない掘吃柱建物である。

掘立柱建物49(図64、因版15)

中央南区の中央西側にあたる P区の北幽端部で検出された。弥生集路の竪穴住居が密集した部分の雌

端部に位置しており、北西側O) I\翌穴住居20• 21とは、ほぼ隣接する。痒j側には大溝 3が隣接する。哀

側には、隣接して竪穴住居は存在していないものと考えられ、扇も近接した竪穴住居22・23とは約 7

m離れている。）』間にはピッ ト群や上坑がみられるが、比較的密集嵐は低いほう である。翌穴住居や掘

立柱建物との重複閲係はない。

現状で、 2閻 (2.2m) X 3 IL¥」(3.8m)を確酪しているが、南采部で柱穴が未検川の部分がある こと

から、桁行が延びることも培えられる。平而形は、南側の桁行がやや長い台形状を基する。主軸方向は

N-65°-Wである。柱間寸法は、南側の桁行で西から 1.4m、1.2m、1.2mの平均1.3m、梨行で北か

ら1.2m、1.0mの平均1.0lilを測る。北側の桁行0)平均は1.1n-1である。柱穴掘方は、ほぽ円形を呈して

おり、径25~ 40an、深さ 10 ~ 20cmである。柱穴の規板はほぼ同じであるが、南哀部の柱穴がやや）

きい。遺物は、 弥生上器の小片が出土している。

掘立柱建物so(図64)

中央南区の中央やや南にあたる Q区の中央部で検出された。弥生集蕗の竪穴住居が密集した部分の中

央部より南側しこ位凶している。隣扱して翌穴住居は検出されておらず、北の翌穴住居27とは約 5m、南

東の竪穴住居28• 29・30とは約 7m離れている。南雌からP』にかけては閻査区外のため、状況は不明

である。周囲にはピット麻や土坑がみられるが、 Q区肉では比較的密集腹は低いほう である。かなり上
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部が削平されているため、失われたピットが存在する可能性も考えられる。翌穴住同や掘立柱建物との

重複関係はない。

現状で、 2rrn以」：： (4.7m) X 2問 (2.6m)を確惚しているが、）卓］側が間査区外に広がる可俺性があ

ることから、 桁行が延びることも考えられる。

主軸方向は、 N-29°-Eである。柱閻寸法は

東側の桁行で北から2.lm、1.9mの平均2,0m

梁行で西からl.3111、l.3niの平均1.3mを測る。

柱穴掘方は、円形や桁円形を呈してお り、径

50~70cm、 深さ 20~ 40cmである。柱穴の糾

模はほぼ同じであるが、北東端部0)柱穴がやや

大きい。西側の桁行の柱穴がそろっていない。

遺物は、弥主七器の小）ヤが出土している。

掘立柱建物51 (図65、66、函版15)

中央南区の南部にあたる T区の中央やや北寄

りで検出された。弥生集落0汎竪穴住居が密集し

た部分から離れた南側に位凶しており、雌側の

竪穴住居28・ 29・30と約15m離れている。ま

た、 南東側の翌穴住居31と約13111離れている。

南西側は、 ビッ トがほとんど検出されず、幣穴

住居も見られない空間地が広がっている。屁囲

にはピッ ト群や土坑がみられるが、比較的密イ

度は低いほ うである。毀穴住屁や掘宣柱建物と

の重複関係はない。

掘立柱建物51

◎―◎ 
_ j 

※レペル値=T.P.+15.4m 
0 (S冒1:SO) 2m 

一図65 掘立柱建物51平 ・断面因

↑ 
図66 ピット110390出土阻製石器
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現状で、 4間 (4.7m)X l Ii廿以上 (2.4m)を確！忍しているが、 北束側が訓査区外に広がる可能性が

あることから、 梁行が延びることも考えられる。また、梁行の柱列の中で柱穴が未検出の場合も考えら

れ、柱間寸法から、すでに 2閥分を検出している可泄性もある。 主11!1り方向は、 N-59°-Wである。柱

間寸法は、北側の桁行で束から 1.1m、I.Om、l.lm、1.5rnの平均l.2111を測る。柱穴掘方は、円形や桁

円形を呈しており、径30,....,70cm、深さ30---40cmである。埋土は灰黄褐色シルトである。柱穴の親模t.,,'

平面ではあま りそろっていないが、深さがほぼそろっている。

遺物は、弥生土器の小片などが見られるのみであるが、図化できたものが 2点出土している。図67-

214は、北側の柱列の中央に位皿するピット 110t70から出土したもので、四か甕の底部である。熱を

受けて赤く変色している。図66-215は、南西端のピッ ト110390から出±したもので、砂岩製の砥

である。表面が浅く窪んでお り、疫面は平坦な研ぎ而が形成されている。

多くのピットが検出されてお り、辿物も出土しているが、小片が多く、図化できたものはわずかである。

内訳は、弥生士器、打製石器、肥製石弱、サヌカイ トである。特に追物が集中するようなピッ トはみつかっ

ていない。遺物の多い部分は、ピッ トの密集する中央南区の中央やや東の L区と南部のT区に集中する。

以下、図化できた辿物について述べる。

医67は、ピ ット出 卜の土根である。 208は、 L区のピット260416から出土したもので、 受け口状口

縁壺の口縁部である。 n緑部が強く内洲しており、外而には上半に波状文、下半に斜め方向の刺突文が

巡っている。209は、L区のピット260518から出」：：： したもので、煎の口紘部である。「l縁端部を肥

させており、面を形成している。 LI緑部はやや外反する。外面には煤が付沿している。 210は、 LI区のピッ

ト 260852か ら HI土したもので、砒の底部である。 煤か漆と考え られる黒色物四が付粋している。 胎—

の特徴から、 紀伊産と考えられる。211は、 L区のピッ ト260727から出土したもので、猥の底部である。

底部付近の外而に指頭）玉痕が残る。 212は、 Tl区のビッ ト110174から出土したもので、短頸附の I::平

部である。口緑錨暉を）j凹印させており、而を形成している。口紐部はまっすぐ立ち上がり、外面には111

ニ ロ 一＼ 
212 

~ 戸
209 

Ud,, 

UO," 。] ~ 
m
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o
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図67 ピット出土土器
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線が巡っている。213は、 T区のビッ ト110385からIll土したもので、珈か甕の底部である。

図68-216は、中央南区の中央にあたる N区のピッ ト710103から出土したもので、緑色片岩製の太

型蛤刃石斧である。刃部折糾後に刃先寄りの破如而を一部研府している。基部と折狽部に叩打痕が！忍め

られることから、最終的には叩き石に転用されたものと考えられる。217は、中央南区の中央やや京に

あたるM区の ピッ ト920441から出土したもので、斑レイ岩製の太型蛤刃石斧である。刃部に使用痕が

残る。基部折狽後に叩打痕力W忍められることから、汲終的には叩送石に転用されたものと考えられる。

図77-264は、T区のピッ ト110207から出土したもので、平基式の石鏃である。

i1G 

217 

o 10cm 

~~ 
図68 ピット710103 •920441 出土閉製石器
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(4)土坑

男里弥生集落の中では、全体的な傾向として、し翌穴住屈やピッ トが多く 検出されているのに対し、明

確なかたちの土坑は比較的少ない。大型のものが少なく、 用途不明なものが多いことなど、居住城にお

ける土坑のあ り力を考える点では、意味のある例だと考えられる。ただ、 検出例は比較的少ないとはい

え、ピッ トの集巾と比例して、中火南区の中央やや東の L区と南部のT区などでは多く見られる。なお、

土坑の性格を考える上では、士坑屯独で見るよりも 1却迎する他の追構とともに総合的に判断すべ送であ

ると考える。こ こでは、 個別の土坑の成果を中心に述べて、 1紺辿する退棉については留j単に触れるのみ

にとどめ、最終的に集落全体での迫椙のまとまりとして、まとめることとする。

土坑810001 (図70、77、図版36)

中央南区の北端部にあたるIく区の北半部で検出された。翌穴住居 lの北西側で約 2rn離れて隣接する。

単独で検出されており、重複は認められない。殷穴住居 1が、床而まで削平をうけているため、 士坑

810001も上部はかなり削平をうけているものといえる。平而形は、南北方向が反い桁円形を呈して炉

り、規模は、 検出而で艮径約2.7m、短径約1.3m、深さ約0.4mを測る。 ）乱且1では、他に土坑はみつかっ

ておらず、 竪穴住屈 1に関辿する施設と抒えられる。埋」］ま、褐色粗砂混じりシルトである。

遺物は、埋土中から弥生土器が少訊出土した。形をtil元できるものはなく、図化でさた土器片は 1点

のみである。図70-218は、把手付岡の上半部である。同部に把手が抑人法により付けられている。ロ

縁端部は断面T字状につまみあげてお り、外而に1川線が巡る。釦部にも凹線が巡る。 体部内而には、指

頭圧痕が残っている。表面に赤色物例が塗布されている。また、図77-266は、田類の石錐である。両

端の錐部に使用痕が認められる。

土坑540001 (図70、図版36)

中央南区の北半邪やや束の1区北半部で検出された。大洲 ,0)『f部に位仙lしており、追構検出時に土

坑状の窪みがみつかったことから、 K坑として間査したものである。ただし、 ヒ部は全休に削,,1..されて

おり、 遺物包含府もほとんど失われている状況で、さらに樅府Lをうけていることから、全体形ははっ-

りしない。 不整桁円形を呈しているとも考えられるが、単独の土坑というよりも、大汁~'U に付属する _,A

坑状の窪みである可俺性もある。 検出面からの深さは、約0.5m を測る。周囲では、ビットや」~-坑は検

出されていなし ・o

遺物は、埋土中から弥生土器がまとまって出上したが、 完形に似元できるものはなかった。図70-

219は、壺の口緑端部である。口緑端部をほぼ直角に下方向に広げており 、外而に凹線が巡る。さらに

その上に縦方向のヘラ描き沈線のまとまりが付けられている。「I緑部内而には、波状文が施されている。

220は、 壺の頸部から1-1緑部である。口縁端部を)J凹I?-させており、 T字状に広げている。口緑端部外面

には凹線が巡る。さらに、類部上半には波状文、 下半には直線文が施されている。 1-1緑部内而には、 2

点一組の紐孔があけられている。 221は、細顆窃の口絃部である。ヒ半部の外而に凹線が密しこ巡っており

口縁端部には内形坪文が 3点一組で付けられている。また、中ほどには波状文が1ダIJ、7;:半部には簾状

文が 2列巡っている。口緑端部はやや内湾気味である。 222は、荊0)底部である。 外而に縦方向のミガ

キ調整が見られる。 223は、炭の上半部である。口縁部は'<の'...j::状に外反してお り、口縁端部の内側

をややつまみあげている。外面に煤が付約している。 224は、甕の）底部と考えられるが、以蛸砿形土甘村

の可能性もある。 外而にタタキ目が残っている。
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土坑260005(図69-71、77、図版15、36、75)

中央南区の中央やや棗のL区南端部で検出された。一部は采側の糾査区外に広がる。凩独で検出され

ており、 重複は駆められない。 北西側に約1.2m離れて七坑260015が隣接する。この閻杏区の東側には

市道が隣接しており、この部分で1983年に大阪府教百委且会により、下水管敷股に伴う発掘闊杏が

こなわれている。狭い範囲の間杏であったが、弥生時代中期の木棺 K坑溢がまとまって 6基検出されて

いる。このことから、罰査区内での土坑磁の検Illが期待されたが、結果的には

がなく、この部分における K坑溢の広がりを確闊することはできなかった。闘査区外の采側に広がる可

能性が考えられる。その中で、上坑溢に類似した形状で検出された土坑である。

平面形は、 東西方向が長い罰丸方形を旦しており、親校は、検出面で長辺2.5m以J::.、短辺約l.um、

深さ約25cmを測る。皿土は 2府に分かれており、上府は暗褐色粘質シルト、下府は褐色粘質シルトであ

る。上層は炭化物を少似含む。土応i断面の観祭からは、土坑砧と確追できる状況ではなかった。

遺物は東端部で弥生土器や石器がまとまって出土している。 1送170-225は、甕0)上半部である。口租

部は、緩やかにくの字状に外反しており、口縁端部の内側をややつまみあげている。 226は、真蛸並形

士器の下半部である。 1~1 7 1 - 235は、砂岩製の砥石である。罰半であり、研ぎ而は 1 而である。 236は、

砂岩製の磨石である。卵形の礫を用いており、 1面が沿らかである。端部にわずかに「叩打痕が見られる

ことから、叩きイ］として使われていた可俺性も考えられる。 237は、緑色片心製の紡錘l柘柘である。向ffll

と側面に研磨痕が少し残っている。孔が巾心より少しずれている。図77-265は、 頂類の石錐である。

錐部に使用痕跡が認められる。

土坑260030(図69、70)

中央南区の中央やや束の LIi-'. 中央部で検出された。北西侃ljに約l.Om離れて l,:i/C260035が隣俊する。

周囲にはピット群や UJしがみられるが、単独で検111されており、噴複は認められない。上部は、削平の

ため、遺物包含）位を含めてかなり失われている。平而形は、南北方向が長いttl円形を旦しており、 ）叫莫'"'ヽ

検出面で長径約2.8m、短径約l.2rn、深さ約 10cmを測る。 ）((而付近のみの検出であるが、埋J::は褐色粘

質シル トで、小礫を含む。濶査時には、 I:: 坑溢と抒えられていたが、土船断面の観寂などでも土坑訳し

確定できる状況ではない。

遺物は、埋土中から弥生土梱が出 1こしているが、完形しこ複元できるものはなかった。図70-227は、

壺の口縁部である。口緑陥に一部切り欠きが認められる。 228は、烈蓋のつまみ部である。小破片のた

め、はっきりしないが、甕却祁の可能性もある。 ）胎北の特徴から、紀伊産とゼえられる。229は、殿の

口縁部である。口縁部は、大きくくの字状に外反している。 230は四の底部で、 ）氏はややへこんでいる。

231は壺の底部で、底は平坦である。外面に縦方向のハケ間整が見られ、煤が付沿している。232は、

甕の上半部である。 U縁部は緩やかに外反しており、「I緑端部を突常状に成形して、その上に刻目を施

している。胎土の特徴から、紀伊産とゼえられる。 233は糾の底部で、底はややへこんでいる。外而に

指頭圧痕が見られる。 234は珈の版部で、底は平坦である。 外面に桁頭圧痕が見られる。

土坑260035(図69、71)

中央南区の中央やや東の L区中火部で検出された。北側に約1.5m離れて盛穴住同 2が隣接する。 北

端部で、ピット260467と直似しており｀ピッ トに切られた状況である。上部は、 削平のため、辿物包

含層を含めてかなり失われている。平面形は、 r,;j北方向が長い隅丸方形を呈してお り、規板は、検出而

で長辺約2.0m、短辺約1.2m、深さ約10cmを測る。底而付近のみの検1-1-1であるが、埋土は褐色粘図シル
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トで、小礫を含む。毀穴住居 2と隣接しているが、直按の1却迎性は不明である。

遺物は、弥生土器が少兄出上しているが、図化できるものはなかった。 他に、 ~71 - 240の緑色片始

製の石庖丁が出—I吋． している。半分以上が欠糾しており、 1球滅が呼しいが、紐孔が 1 ヶ所聡められる。片

刃であり、 表而に光沢がある。

土坑260015(図71、72)

中央南区の中央やや束のL区南錨培r1で検出された。 一部は西側の制杏区外に広がる。単独で検出され

ており、重複は認められない。南東側に約1.2m離れて土坑260005が隣接する。平而形は、東西方向が

長い不整楕円形を呈しており、親校は、検出而で長径0.7m以上、短径約0.5m、深さ約20cmを測る。埋

士はオリ ープ褐色粘質シルトで、小礫を含む。

遺物は、 弥生上恭が少口 I一~\土しているが、図化できるものはなかった。他に、図71 -2380)砂岩股の

叩き石が出土している。棒状の礫を用いており、両端部と側而に叩打痕が硲められる。

土坑260016(図69、73、図版15)

中央南区の中央やや棗の L区南端部で検出された。一部は1対側の間査区外に広がる。り1独で検出さ4

ており、重複は認められない。西側に約2.5m離れて竪穴住屈 5 • 6 • 7が隣扱する。平而形は、南北

方向が長い不整桁円形を旦しており、断面はU'1ヽ状である。 規校は、検出面で長径2.Sm以上、短径約1.0

m、深さ約40cmを測る。挫上は陪褐色粘t'!シルトで、炭化物を含む。南側がJ/,¥j杏区外に広がるため、仝

容は不明であるが、溝状を呈する可漉性がある。

遺物は、 埋 k「,-,から弥生土料が111土しているが、完）1多に復元できるも0)はなかった。図73-241は、

受け口状口縁叫の1ゴ紐部である。口縁祁外而の上端と ド端には1川線、 中央部には波状文が数条巡る。内

面には横方向のハケ調戦が兄られる。口絃端部はやや内糊する。24.2は、受けに1状口緑血のII紐部である。

口縁部外面には1111線が密に巡る。一部熱を受けて赤く変色している。243は、詞杯HW台部である。端部

を上方に広げており、而を形成している。244は梨の底部で、底は平坦である。 245は、血の底部である。

外面に縦方向のミガキ晶I整が見られる。底部に打ち欠きによる二次穿孔が認められる。246は恨0)底部

で、底は平坦である。外而しこ指碩）せ痕が見られる。 一部熱を受けて赤く変色している。

土坑260277(図72、73、図版36)

中央南区の巾央やや采の L区哀端音rsで検出された。一部は束側の罰告区外に広がる。！れ独で検HIされ

ており、重複は認められない。北側に約2.5m離れて土坑260500が隣接する。 卜部は、 削平のため、辿

物包含層を含めてかなり失われている。平面形は、南北方向が艮い不斃桁円形を呈している。規校tが

検出面で長径0.8m以上、短径約0.4m、深さ約10cmを測る。裡土は、暗灰黄色粘質シル トである。噌側

が調査区外に広がるため、全容は不明であるが、 rm状を基する刊熊性がある。

遺物は、 弥生±}村が少凪出」：： しているが、形を複元できるものはなかった。図73-247は、 四の口縁

部である。口縁端部をほぼ四角に下方向に広げており、外而に凹線が巡る。さらにその上に縦方向のヘ

ラ描き沈線のまとまりが付けられている。 lコ緑部内而しこは、ヘラ状工具による斜め方向の刺突文が施

れている。表面や削れ口に、煤か漆と考えられる黒色物質が付約している。 248は、四の底部である。

外面に指頭陀痕が見られる。表而や割れ口に煤と考え られる点色物四が付沿している。

土坑260700(因72、73)

中央南区の中央やや束のLIヌ北半部で検出された。北側に土坑260727や油260694が隣接する＂ 周

囲にはピッ ト1料や土坑が多くみられる。特に、上坑260700を含むほぽ同規膜の土坑が、南北方向に 4
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基並んだ状況で検出されている。なんらかの閾辿をもつ土坑l料と名えられるが、性格は不明である。後

述するが、隣接するrWt260694からは多凸のサヌカイ トが出土している。さらに南東側には、盛穴住居

2が位置しており、石器製作エ）7}の可熊性を指摘している。このため、これらの辿構は閾辿性の利いま

とまりと考えることができる。ただし、サヌカイ トの出土mが特に多いわけではない。

上部は、削平のため、迫物包含屈を含めてかなり失われている。平而形は、哀四方向が長い不挫桁円

形を呈している。規松は、検出而で長径約1.4m、短径約0,8m、深さ約25cmを測る。埋土は、暗褐色粘

質シル トである。

遺物は、弥生土器が少且出 Kしているが、形を似元できるもO)はなかった。函73-249は、鉢の上l

部である。口緑端部はやや下方向に広げており、而をなしている。この部分を巡る波状文が、部分的に

見られる。さ らに（本部上平の外面には、上から順に波状文、直線文、扇形文が施されている。表面に煤

が付着している。250は、真蛸濯形土器の底部である。内外面ともに指印圧痕が見られる。

土坑260500(図72、73)

中央南区の中央やや京の L区東紺賠I只Sで検出された。 一部は束側の間査l区外に広がる。単独で検出され

ており、重複は認められない。南側に約2.5m雌れて上坑260277が隣接する。上部は、削平のため、追

物包含層を含めてかなり失われている。平面形は、南側が濶壺区外に広がるため、 しまっきりしない力、

南北方向が長いm円形を呈している。規校は、検Ill而で艮径約1.8Iii、短径0,8m以上、深さ約25cmを測

る。埋土は、暗褐色粘質シルトである。

遺物は、弥乍 1こ牲が少訊Ill土しているが、図化で心るものは 1点のみであった。図73-255は、甕の

口縁部である。くの字状に雌く外反しており、口緑端部の内側がややつまみあげられている。

土坑260203(図72、73、Tl)

中央南区の中央やや束の L区雌端部で検11¥された。単独で検出されており、 印役は認められない。南

東側に約 5m離れて竪穴イ土）国4が隣扱する。周叫にはピッ ト群や土坑が多くみられる。上l'ffSは、削'llの

ため、遺物包含Ifりを含めてかなり失われている。平面） I~ は、楕円形がやや屈曲したような形状を旦して

いる。規模は、検Ill而で艮辺約0,7m、短辺約0.4m、深さ約20cmを測る。埋上は、にぶい此褐色粘質シ

ルトである。

比較的規松0)小さい七坑であるが、弥生土甘村の底部がまとま って出 1-:している。上部が削'i"jZをうけて

いるため、 本来は完形の上怨を迎納していたrij熊性もある。路173-251は、梨の版部で、底はややへこ

んでいる。胎土の特徴から、紀伊産と抒えられる。252は壺の底部で、底は平坦である。 253は、附0)

底部である。焼成後、底に穿孔が施されている。外面の底部付近には、指顕圧痕が明瞭に残っている。

254は、壺の底部で、底はややへこんでいる。胎上の特徴から、紀伊商と老えられる。また、図77

268は、有茎式の石鏃である。基部をやや欠拍している。

土坑260349(図72、77)

中央南区の中央やや束のLI区南端部で検出された。一部は東側の調杏区外に広がる。周囲にはピット

群や土坑が多くみられる。上部は、 削平のため、辿物包含屈を含めて失われている。平面形は、東側が

調査区外に広がるため、はっきり しないが、 l卓］北方向が艮い桁円形を旦している。規板は、検出而で長

径約1.2m、短径0.5m以上、深さ約15cmを測る。埋七は、褐色粘質シルトである。

遺物は、 弥生土甜が少区出上しているが、図化できるものはなかった。他に、図77-269の石鏃が出

土している。有茎式で、先端部を一部欠拍している。
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土坑260033 • 260037 (図72、77、図版73)

255 

中央南区の中央やや束のし区束饂部で検出された。+坑260033の南側に土坑260037が隣接する。

北側に約3.5m離れて堅穴住居 3 が、東側に約3.0m離れて 1~.坑260500が近接する。周囲にはピット群

や土坑が多くみられる。上部は、 l'llJ平0)ため、辿物包含肘を含めて失われている。

士坑260033は、 '-11.面不賂方形を基しており、規様は、検出而で一辺約 l.Om、深さ約15cmを測る。

埋士は、暗オリ ープ褐色粘質シル トである。

土坑260037は、南北方向が艮い半而桁円形を旦しており、規板は，検出面で良径約0.9m、短径0.4m

深さ約10cmを測る。埋上は、黒褐色粘質シル トである。

いずれの土坑からも迫物は、弥生上器の小片が見られるほか、サヌカイトの小片がまとまって出土し

ている。ただし、 製品はほとんどなく、 土坑260033で1点検出したのみである。図72-267は、有茎式

の石鏃である。土坑260037では、さらに多凪のサヌカイ トチップが検出されている（図版73-1445)。

すべて小片であり、大きな石核0)ようなものは見られない。金山産のものを少凶含む。石盤製作後の廃

材をまとめて廃菜したような状況である。これらの七坑の周辺でサヌカイトの加工がおこなわれていた

ことが推測され、はっきりしないが、石器製作に1剥わる辿構と考えることができる。竪穴住居 3と4の

ちょうど中間点に位四していることが示唆的である。
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土坑830027(図76、図版37)

中央南区の北船部にあたる Iく区の南半部で検出

れた。弥生集落の北端部にあたり、西側に約 6m離

れて盛穴住屈 8 • 9 • 10• 11が近扱する。周囲に

はピッ ト群や土坑が多くみられる。上郁は、 r11J平の

ため、追物包含府を含めて失われている。また、 北

側には大溝 lとの「mに近世以降の水賂が横切ってお

り、大きく樅乱をうけている。隣接したすぐ北側に

は、水路に伴う近也の水利施設がつくられている。

ll而形はほぽ円形を呈しており、規校は、検出而で

径約50cm、深さ約20cmを測る。

隙埋納土坑であり、図76-263の梨が批えられ

た状況で出tしている。上面を削平されているこ

から、 n縁部は失われているが、 完形品の殿を埋め

ていたものと考えられる。隈の内部からは、内容物

を示すようなものは検出されていない。上恭の表面

は残存状況が悪く、閻幣は不明である。ど0)ような

,'肘磁で、この」：：甘腹埋納土坑がつくられたも0)かは不

明である。

土坑830031(図76、図版37)

図75 土坑920439平・断面図 巾央南区の北端部にあたる K 区の 1 ·~J'I培IS束饂で検

出された。大部分は東側の濶査区外に広がるものと抒えられる。西側に約 2m離れて±坑830027が隣

接する。周囲にはピッ トI罪や土坑が多くみられる。閾査区饂部の土）\'' 'i 硯察用几·~部分で、 一部が検出され

たのみである ことから、平而形を含めて全容は不明である。南北方向約1.3m、東酉方向約0.3rnの範囲で、

褐色砂混じりシルトの広がりが認められ、検出而で深さは約 5cmである。

弥生土器が比較的多く Iii土しているが、形を似元で送るものはほとんどなかった。出上状況から見る

と、調査区外の東側に広がる部分に、多くの 1コ船が含まれている可湘性がある。その中で、凶化できた

ものとして、図76-260の甜杯脚邪がある。胎 Iユ．の特徴から、紀伊産と抒えられる。

土坑920439(図75、76、図版19、37)

中央南区のほぼ中火部にあたるM区の北端部で検出された。弥生集落の竪穴住居が化集した部分のや

や東側に位置しており 、南側に約 l .5mfl雌れて竪穴住居 5 。 6 • 7が隣接する。）刈囲にはピッ ト群や-

坑が多くみられる。上部は、削平のため、迫物包含）凶を含めて失われている。平而形は、東西方向が以

い不整楕円形を呈している。規校は、検出而で長径約O.Sm、短径約0,4m、深さ約25cmをrJtllる。埋土は

灰黄褐色砂混じ りシル トである。

土器棺を埋葬した土坑であり 、中火部で壺が口を西側に向けるかたちで枇になった状態で検出された。

士坑の上部が削平されていることから、四の訂部から体部が一陥失われている。また、面の口にあたる

部分には、器種ははっきりしないが、 別佃体の±甘村の体部破片が凶かれており、 益と してつかわれてい

たものと考え られる。壺の内邪からは、内容物を宗すようなものは検出されていない。小児棺と考えられ、
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南側の竪穴住居5・6・7との関辿が想定される。なお、翌穴住居 5に伴う土器埋納ピッ トが近接して

検出されており、葬祭などに関辿ずる迫構の可能性が考えられる。このピッ トとの町接的な閾遥は不明

であるが、この部分でなんらかの葬送儀礼がおこなわれた可能性は高い。弥生集落内で、同様の土器柏

はあまりみつかっておらず、特殊なものという ことができる。集落内の砧制を考える上で、以誼な例で

ある。

図76-256は、土器棺として使われている短顆血である。口緑部がほぼまっずぐに立ち上がっており 、

口縁端部のすぐ下と頸部外而に凹線が巡っている。口縁船部は而をなしている。口緑部に一部切り欠き

がある。肩部から体部が一部失われているが、ほぼ完形に複元できたものである。全体形で不明な部分

もあるが、 口部に把手が付いていた可泥性もある。外而の体部 F半には縦方向のミガキ調整が、底部付

260 t 
図76 土坑出土土器(3)
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近には縦方向のヘラケズリ潤撒が施されている。内而には指頭圧痕が

残る。底は平坦である。

土坑710063(図74,76) 

中央南区のほぼ中央部にあたる N区の北西蛸部で検出された。弥

生集落の竪穴住屈が密県した部分の西寄りに位凶しており、土坑

710624と隣接する。四複閲係があり、悼j側の一邪を土坑710624に

切られている。翌穴住屈16と一部虚複閾係があり、北東側の罠付近を

切っている。周囲にはピット群やt坑が多くみられる。上部は、 削平

のため、遺物包含lr'iを含めて失われている。平庶形は、衷西方向が

い不整楕円形を呈している。規樅は、検出面で長径2.5m、短径約l.Om、

深さ約30cmを測る。皿土は、大きく 2屈に分かれており、上屈はllt'i褐

色粘質シル トで、下屈は褐色粘質シル トである。 ..t.l河には、炭化物が

含まれている。下屈のI応部付近には、にぶい黄褐色粘質シルトが混じ

る。

遺物は、弥生土器が少屈1廿土しているが、図化できるものは 2点の

みであった。図76-258は、壺の口緑邪である。「l縁端部は1祈面T字

状につまみあげており、外而に凹線が巡る。口緑部は綬やかに外反し

ており、内面には扇状文が施されている。259は、受けに1状口緑血の

口縁部である。「l緑部が内湾しており、外而には上半部に波状文、 下

半部に凹線 と波状文が巡っている。 9!!'.l~IHこ は、縦方向のヘラミ ガキ闊

整が施されている。
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土坑710624(図74、76、78)

中央南区のほぼ中央部にあたるN区の北西端部で検出された。弥生集落の竪穴住届が密集した部分の

西寄りに位四している。上坑710063と隣接しており、 TTi湛H剥係がある。北側で、上坑710624の一部

を切っている。翌穴住居16と重複1閲係があり、北東側の撻付近を切っている。幣穴住居16の1廿入口の

可能性もあるが、横溝を切っていることから、投穴住居には伴わないものと考えられる。竪穴住居16廃

絶後につく られたものといえる。周囲にはピッ ト群や土坑が多くみられる。上部は、削平のため、追物

包含層を含めて失われている。平而形は、東西方向がやや艮い不整梢円形を呈している。規板は、検出

面で長径約1.7 Ill 、 短径約 1.2 m、探さ約25cmを測る。坦土は、 ~1::坑710063と類似した堆粕状況を示し

ており、 2屈に分かれる。上灼は賠褐色粘質シルトで、下屈は褐色粘質シルトである。下府の底部付近

には、にぶい黄褐色粘質シル トが浪じる。

弥生土器が上屈から比較的多く出土しているが、図化できるものは 1点のみであった。図76-261は

飯蛸壺の下半部である。破狽部を一・t1rs再加「している。また、図78-272の砂岩製の砥石も出土してい

る。表裏面は平坦であるが、側面は割れたままの状況である。表面には線条痕がみられるほか、わずか

に叩打痕が認められる。公面には、 叩打痕が見られ、わずかに線条艇が惚められる。台石として使われ

た可能性がある。火を受けて割れたもののnJf胆性がある。

土坑710114(図74、76、77、図版15、37)

中央南区のほぼ1,央部にあたる N区の71}1端部で検出された。弥生集落の堅穴住府が密集した部分の酎

寄りに位置している。西側に約 4m雌れて盛穴住居20・ 21が隣接する。翌穴住居0)ない空間地の問側

に位置しており、周囲でのピットや±坑の検出は少ない。上部は、 削平のため、辿物包含k::!を含めて失

われている。 平面形は、東四方向が艮い不整桁円形を旦している。規板は、検出而で反径約 1 .4m 、~\-/.

径約0.8m、深さ約25cmを測る。埋 I索・しま、陪灰偵色粘四シルトが主体で、 褐色粘質シル トが混じるほか、

炭化物を含む。

遺物は、 弥生土器が少磁出 I::しているが、医l化でぎるものは 1点のみであった。図76-262は、完形

の飯蛸壺である。また、 1叉177-270は，凸胡II式の右鏃である。基部のエッジがわずかに1俵滅している。

土坑720036(図74、76)

中央南区の怜WIIにあたる R区の東端部で検出された。弥生集蕗の1翌穴住居が密集した部分の中央部よ

り南側に位皿している。北側にほぼ接するかたちで賤穴住店28・29・30が隣接する。ただし、翌穴住

居28・29・30との重複関係はなく、閾辿性の布無は判断できない。周囲にはピッ ト群や七坑が多くみられ、

同規模の土坑がm複する状況でまとまって検出されている。上部は、削平のため、迫物包含）1'.:J)を含めて

失われている。 北棗側はやや閻杏区外へ広がるほか、南西端部は埋設竺により米価l査であるため、今穴

ははっきり しない。平面形は、南北方向が艮い咄丸月形を呈していると名えられる。規枇は、推定で

辺約2.2m、短辺約2.0m、検III而で深さ約30cmを測る。埋土は、大送く 2)じlに分かれており、上屈はに

ぶい黄褐色粘四シル トで、下屈は此褐色粘質シルト である。下屈には、径3cm大の礫が多く含衷れている。

平面形状により、これらの土坑僻は、七坑硲の可能性も抒えられるが、追物や堆禎状況からは確足でき

なかった。

遺物は、 弥生土柑が少ii);出土しているが、図化できるものは 1点のみであった。l叉176-257は、細顆

壺の口縁部である。外而に凹線が密に巡ってお り、 下半部には波状文が見られる。口緑端部を肥閂させ

ており、やや内浩している。
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土坑720202(図71,74、図照76)

中央南区の南部にあたる R区の北端部で検出された。弥生集落の竪穴住居が密集した部分の中央部よ

り南側に位置している。 北側に約 7m離れて竪穴住居26が近接する。締まった礫Jf'iの地1』であるにも力

かわらず、周囲にはピットや：：ヒ坑が密集して多くみられる。ピットや同糾根の土坑がm複を繰り返して

おり、前後関係の判断がむずかしい状況である。上部は、削平のため、辿物包含屈を含めて失われている。

平面形は、南北方向がやや長い不整桁円形を呈している。規板は、検出面で艮径約0.8111、短径約0.5m、

深さ約20cmを測る。埋土は、灰黄褐色粘質シルトが主体で、径 5cm大の礫を多く含む。また、炭化物も

混じっている。やや親松が人きいが、掘立柱建物の柱穴の可能性がある。

遺物は、弥生十器が少口出土しているが、固化でぎるものはなかった。他に、

叩き石が出土している。卵形の礫を用いており、上部の片而に叩打痕が集中している。これに対し、下

端部の叩打痕はわずかに認められるのみである。

土坑720211 (回78)

中央南区の南部にあたる R区の北端邪で検出された。土坑720202が含まれるピッ トと土坑の集中部

に位置している。束側に約0.8m離れているのみである。南側は、ピッ ト720210が切ったかたちで重柏

がみられる。平面形は、 上坑720202と類似しており、采雌方向がやや長い不整桁円形を旦している。

規模は、検出面で長径約0.6rn、短径約0.4m、深さ約20c,nを測る。埋土は土坑720202と同じで、灰'{';

褐色粘質シルトが主休である。径10cm以下0)礫を含む。 前述したよう に、土坑720202を含むこの周辺

のピットや平面円形や柑円形の土坑は、掘立柱建物の柱穴の可能性がある。

遺物は、弥生土梱が少凪出 1-:しているが、 1断1化できるものはなかった。 他に、 医178-271の砂岩製の

砥石が出土している。やや欠損部があるが、直方体に丁珈に成形されているものとゼえられる。

土坑110089(図80、81、図版37)

中央南区の中央束側にあたる T区の北東端部で検出された。弥牛集落の挫穴住居が密集した部分の東

側に位置している。北西側には約 7m離れて竪穴住居27が隣接するほか、北側には土坑110086がほぼ

接した状況で隣接している。東側は醐査区外に広がっており、北側は近世以降の井戸に伴う水利施設が

つくられているため、失われている。このため、全容ははっきりしない。検出されている部分において

も、平面形は不盟形であり、 明確な形状をした土坑という より、溝状の沼ち込みともいうべき状況であ

る。上部は、 追物包含屈を含めてi'JIJ平を受けており、残存状況は良好ではない。規板は、検出而で東西

方向の最大長約13m、f!:;}北方向の泣大長約 5m、深さ5-...20cmを測る。埋上は、灰褐色シルトである。

性格は不明で、 人為的に掘削されたものかどうかもはっ送りしないが、弥生上料がまとまって出土して

いることから、 ここでは土坑として扱うこととする。

図80-273は、大型無頼並の口緑部である。外面中火部に凹線が巡っており、口緑端部には円形浮文

が一列に付けられている。また、外而には凹船より Kで斜め方向の刺炎文が綾杉状に巡っているほ力、

下には横方向0)簾状文が巡る。口緑端部を肥印させており、内簡している。274は、受け「l状口緑の，1＂
の口縁部から頸部である。口緑部外而には上端と下端に凹線が巡る。受け口部が甘く、屈曲が弱い。即

部と体部の境界部分には、斜め方向の刺突文が施されている。275は、鉢の体部下半部である。体部

ほどには凹線が巡っている。底は平坦である。 276は、1吋杯脚台部である。端部を上方に広げており、

面を形成している。火糾後、 唸に転用されたものと労えられ、内面に煤が付炉している。277は、直□
壺の口縁部である。口緑は、斜め上ガに向かって広がり、外面には、口緑端部からやや下がった位凶に
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突帯が 1条巡っている。口緑端部を肥I?させており、やや内糊している。口緑部の一部を切り欠きして

いる。278は、細頸i加の頸部下半である。外而には、 J:.から凹線、波状文、直線文が巡っている。

このほかに、図81-294の緑色片岩製の石屈丁が出土している。片刃で内涜刃である。紐擦れの痕跡

がみられ、刃面に使用痕が残る。

土坑110086(図80)

中央南区の中央菜側にあたる T区の北東端部で検I」1された。弥生集落の竪穴住居が密集した邪分の東

側に位置している。南側には土坑110089がほぼ桜した状況で隣接している。北四側には、隣挽して近

世以降の井戸に伴う水利施設がつくられており、やや切られている。上部は、追物包含Wiを含めて削平

を受けている。平面形は、南北方向がやや長い不敷桁円形を旦している。糾校は、検出面で長径約1.8↓い、

短径約0.9m、深さ約20cmを測る。当初、近世の水利施股の一部として認隙していたが、 JI』削を巡めて

いくうちに独立した辿棉となったため、上坑と したものである。

遺物は、 弥生 1こ器が少拭出土しているが、閻化できるものは 2点のみであった。図80-279は、血の

底部である。底はややへこんでいる。 280は、兵鮒並形七器の下半部である。 内外面ともに指頭圧服が残っ

ている。

土坑110171(図80、81、図版37)

中央南区の中央東側にあたる T区の東端部で検出された。弥生集落の盛穴住居が密集した部分の東側

に位置している。南両側には、約2.5m離れて土坑110387・110388が隣接する。また、掘吃柱建物51

と重複しており、土坑110171のほうが新しい。 ヒ部は、辿物伍合府を含めてi'il]平を受けている。平血

形は不整円形を呈しており、検出而で径約2.0rn、深さ約30cmを測る。皿上は、灰黄褐色シル トが主体

である。

遺物は、 弥生土器がややまと まって出土している。図80-28 1 •282は、隈0)上半部である。いずれも、

口縁部は、 くの字状に強く外反しており、外面に煤が付ぶf している。 283 • 284は、底部であるが、猥

か壺か判断で送ないものである。いずれも、底は平坦である。 285は、高杯脚台部である。）IWの裾部を

一部切り欠いているほか、 上饂破担部を一部擦って再加工している。据部に煤が付粁しているため、迅＇

として再利川されたことが杉えられる。このほかに、低l化できる1位製石甜が 2)は出 1こしている。図81-

295は、緑色片岩製の石1位丁である。 ）ヤ刃で、紐孔を穿孔し直している。刃而側に光沢がみられ、こ

ら側を上に して使用したものと考えられる。 296は、砂岩製の砥石である。板状であり、表辺而ともに

線条痕が認められ、中央部が窪んでいる。必而に煤が付粕している。

土坑110386(図80)

中央南区の巾央東側にあたる T 区の北錨憎I~で検出された。弥生集落の盛穴住居が密集した部分の東側

に位置している。北側には、約 lm離れて墜穴住屈27が隣扱する。上部は、追物包含屈を含めて削平を

受けている。平而形は、南北方向がやや長い不盟楕円形を呈している。規禎は、検出而で長径約I.um、

短径約0.6m、深さ約30cmを測る。埋土は、灰黄褐色シル トが主体である。竪穴住居27となんらかのI剥

連性がうかがわれるが、はっきりしなし ・o

遺物は、 弥生土甘村が少凪出土しているが、図化できるものは 2 点のみであった。圏80-286• 287t.,. ヽ

底部であるが、甕か血か判断できないものである。いずれも、底は平坦である。 287は、火を受けて外

面が赤く変色している。
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土坑110387 • 110388 (図79、80、図版15、37)

中央南区の中火東側にあたる T区の北半部で検出された。弥生集落の堅穴住居が密集したnrs分の東側

に位置している。北東側には、約2.5m離れて土坑110387・110388が隣接する。また、東側には約12

m離れて、竪穴住居28• 29 • 30が近接する。ただし、東側や南側は、迫朴iがあまり検出されない空閲

地である。上部は、辿物包含府を含めて削平を受けている。同俎松と考えられる方形の土坑が切りあ

た状況でみつかっており、古いほうを土坑110388、新しい方を土坑110387とした。いずれも土梱や

礫を廃棄した上坑と労えられる。

土坑110387は、平而方形を呈しており、規板は、検出而で一辺約3.6m、深さ約40cmを測る。埋上は、

大きく 2層に分かれており、上）凶は灰褐色礫混じり シルト、下屈はしこぶい必褐色砂四シルトが主体であ

る。上層には、 径2~5cm租I!!'.の礫を多く含む。」こ器は上屈から出土したものが多し。
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土坑110388は、ほぼ同糾板で平而方形を呈しているものと考えられるが、約1.2m南側にずれた部分

で土坑110387が重阪しているため、全体形状ははっき りしない。北端部の残存している部分で、径10

cm程度の礫がまとま って検出しており、土器が含まれている。七府断面の観察によると、埋土は灰褐1:t:1.

シル トを主体としており、その出団に礫や土器が分布している。もともと土坑110388は、 全体にこの

ような状況であったものと推測される。そのため、七坑110387が廃絶する際に七坑1103880)土甜

礫が混ざっ たものと考える ことができる。

遺物は、 弥生土湘がややまとまって出土している。 出土地点により呉なる ものの、ほとんどがもとも

と土坑110388に屈するものであったといえる。図80-288は、底部を欠担した殿である。口緑部似

くの字状に強く外反しており、口緑端部は肥厄させて面をなしている。289は、殿の口緑部である。

縁部は、く の字状に外反しており、 iJ緑端部は丸く仕上げられている。火を受けて外而が赤く変色して

いる。胎土の特徴から、紀伊産と考え られる。290・291は、底部であるが、嬰か屈1か判断で送ないも

のである。いずれも、 ｝底は平坦である。 292は、社杯脚部の脚柱部である。 293は、甕の底部である。

火を受けて外面が赤く変色している。

小結

以上が主な土坑の成呆であ り、 ここで集蕗内における七坑の役剖について箇単に述べることとする。

先にも述べたようしこ、集落内における土坑の分布は、毀穴住居やピッ ト府の状況に比べて少なく、 イ111iつ

ている傾向が見られる。 必ずしも集烙内で住居の数と比例する必要はないが、規校の小さいも0)がほと

んどで、いわゆる廃菜七坑が少ない。土坑からの出-I迅．迫物も少ない。集落の一部を検出したのみである

ことか ら、別の均所に集中する可能性もあるが、従米の調杏で土坑麻が集落の一部に偏るという例は、

あまりないことから、全休にこ O)f煩向があるものと考えられる。

その中で、土堺柏を埋納した土坑920439 とサヌカイ ト の小片がまとまって出上した土坑260033•

260037が特徴的な例としてあげることができる。

土坑920439は、小児柏と老えられる土器柏を埋納したもので、集落内でも迎砂店がおこなわれている

ことを示している。既往の間査でも、隣接した部分で土坑話が複数検出されており、竪穴住居とのrijJ係

ははっきり しないが、集路域内での埋拌もあ りうるという状況である。後述するが、リ共且弥生集落には

別に方形周r.W給を主体とする磁域があり、この過いは1削題となるところである。

土坑260033・260037は、あまり規板の大きなものではないが、ほかの追構と呉なり、サヌカイ ト

の小片がま とまって検出されている。特にこの辿棉に集中しており、この部分で打製石器製作がおこな

われていた ことを示している。具体的な工切OJような辿栂はみつかっていないが、竪穴住『3と4の巾

間点に位置しており、やや広場的な空間地にあたる場所である。検出迫梢や辿物のみで打製石器製作

の過程を復原することは困難であるが、他にも11り様の辿構検出例があることから、集落1村の空間地にお

いて石器製作をおこなっている状況が推測される。
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(5)溝

男里弥生集落の中では、竪穴住居やピットが多く検出されているのに対し、土坑の状況と同様に、明

確なかたちの溝は少ない。後世の削平が辿物包含屈や地山面まで遥している部分も多いことから、浅い

溝などは失われている可能怯が考えられる。

ただ、検出例は比較的少ないとはいえ、中央面区の中央やや束OJL区では多く見られるほか、散在し

ている状況である。土坑の場合と同様に、松＇｝の性格を考える上では、単独で見るよりも閾辿する他の'II

構とともに総合的に判断すべきであると考える。そのため、ここでは、溝の成呆のみではなく、追棉の

まとまりとして述べることとする。

溝530006(図82,..,,,84、88、図版16、38)

中央南区の北部にあたる H区の北帥暉で検出された。ほぼ束直方向にのびているが｀西側O)G区南端

部では検出されていない。全体に上部は削平されているため、 G区では失われたものと抒えられる。G

区では中世以降の溝が濶企区を縦断しており、 溝530006を横切っていることから、この部分の状況は

不明である 。 こ のため、大溝 1 との I~係は不明である。地形ピでは、大樅 1に流れ込む溝と抒えるのが

妥当であるが、 途中で止まる可能性もある。弥生災路の北端の辿椙であり、これより北側では弥生時代

の明確な遺構はみつかっていない。このため、弥生集烙を区画ずる溝と考える こともできるが、親校が

小さいため確定はできず、 ここではriJ熊性として利めておく 。

東西方向にほぼ一肛線に追っており、確認された部分で、長さ約20m、111蘭1.0- 1.8m、深さ20...... 

50cmを測る。地形上からみると、京から1屈に向かう溝と労えられるが、底0)レベルは必ずしも棗側に比

べて西側が低いわけではないため、排水のための溝とは断定できない。埋土は、 3/f'iに分けられ、上か

ら黄褐色シルト、にぶい凶杓色シル ト、此褐色粕質シル トであるが、基本的に土四にあまり恐はない。

黄褐色シル トが主体であり、部分的に炭化物が含まれているほか、下屈には径 5cm以下の礫が胆ざる。

地山が締まった礫屈部分であるため、皿上に礫が多く混ざっている。土屈観楳によると、下}\'•'i で娯粋な

砂層や粘土層がみつかっていないため、排水や用水目的での利用はあまりされていなかったものと推定

される。ほぼ全体にわたり、上---r111凶に集中して、真蛸醐紗1-:器を主体とする土器隊が検I」1されている。

自然堆積で埋ま ったというよりも、人為的に土器群を廃菜した状況を畠している。

遺物は、 真蛸並形土根を主体としているが、他の料種の上器やサヌカイト、緑色片店製石器などもみ

られる。図83-297は、受け口状口緑壺で、圏上1は元できたものである。口縁部が内泡しており、外而

には、上端と下端に波状文、中央部に直線文が巡っている。頸部の I::端から体部上'I-'-には、縦方向のハ

ケ調整が見られる。その上に施文されており、顆部巾ほどには波状文、その下から体部上'14にかけては

直線文、胴部最大径付近には波状文が巡る。イ本部下半では、横hiR」のヘラミガキ胴盟が見られるが、底

部付近は縦方向のヘラミガキが密に施されている。残存状況があまり良くないため、 内面の間盟はしこっ

きりしないが、 部分的に指頭I王痕が残っている。298は、下Ji'りから完形で検出された附である。横たわっ

た状態でみつかったものであるが、人為］勺に埋められたものかどうかははっきりしない。「l縁端部は面

をなしており、 刻目が施されている。n緑部の間堅は1丹耗のため不明であるが、外面には縦方向のハケ

調整が残る。肩部には直線文、 』!11!部最大径付近には波状文が巡る。体部下半では、縦方向のヘラミガキ

が施されている。内而の!Jl11J部泣大径付近には、縦方向のハケ胴幣が見られる。外而に煤が付沿している。

299は、 壺の口縁部である。口縁端部は断而T字状につまみあげており、外而に凹線が密に巡る。口紘

端部内面には、 斜め方向の刺突文が施されている。頸部には横方向の厳状文が巡る。口緑部から即郊の
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内面には、 様l方1白」のヘラケズリ胴整が見られる。 300は、小型台付鉢の脚台部である。 301は、以蛸韮

形土器の上半部である。口緑端部は面をなしている。外而には斜め方向のタタキ訓整が見られる。 302

は、真蛸壺杉土器の底部である。底は丸みをおびている。内外而には、指顕圧痕が顕苦に残る。 303は、

大型台付鉢Cり脚取り付け部分である。鉢の版部付近の外而には、縦方向のヘラミガキ馴整が施されてい

る。脚部の上部には、透かし孔が付けられている。 304は、莉杯で脚台邪が欠担している。杯部の口緑

部に平らな［間をもつ。口緑端部をほぼ直角に下方向に広げており、外而にIH:I線が巡る。杯部の内面には、

縦方向のヘラミガキ胴整が施されている。

図84-3(15は、四のn緑部である。口緑部は大きく 外反する。口緑船部は断面T字状につまみあげら

れており、 外而に凹線が密に巡る。口緑端部内面には、斜め方向の刺突文が施されている。即部には横

方向の簾状文が巡る。胎上の特徴から、紀伊胚と考えられる。 306は、真蛸血形士岱0)上半部である。

口縁は内湾しており、口紺端陥は而をなしている。外而には斜め方向のタタキ調戦が見られる。 307は、

甕の口縁部である。口緑部は、くの字状にほぼ四角に外反する。胎土の特徴から、紀伊産と抒えられる。

308は、甕の口緑部である。口緑部は、くの字状に弥く外反しており、「I緑端部は肥厚させて而をなし

ている。309 ~ 3 11 は、別の底部である。 309 · 310は、いずれも外面に指頭圧痕が残っており、底は

平坦である"312は、壺の版部である。外面に縦方向のヘラミガキ訓整が施されている。胎十．の特徴から、

紀伊産と考えられる。3[3は、真蛸叫形土器の底l'H―iである。 3l4は、 'i1'i.!の底部である。外而に縦方向0

ヘラケズリ糾戦が凡られる。 315は、真血l1Jf1111形土器のri部である。外面に指頑圧痕が見られ、底部1J、II且l

には、ヘラ状 l砂↓しこよる濶盟瓶が明瞭に残る。316は、猥の底部である。

317 ~ 3: 28は、兵蛸戒Hi l:::?,3の底部である。318は、外面に指面圧痕が残っている。321....,328は

いずれも外而しこ横方向および斜め）勺l卯］のタタキ「Iが見られる。内面の澗幣ははっさりしないが、 322は

底部内面に ヘラ状工只による闊戦脳が残る。 324は、底部内而に指顕圧痕が見られる。このほかに、 l~I

88-344の石鏃が出 I::している。p「1晶式であり、先端部が欠如している。

真蛸壺形土器がまとまって出土しており、完）筋品は少ないものの、かなりの個休数になる状況である。

出土遺物の うち、大半が襄蛸叩形土器であり、特屈な岱侃構成となっている。真叫収飩形土器については、

文字通り真蛸を捕樅する訓罰りとされる意見があり、 この1-H土状況も蛸血が縄などの紐で結び付けられた

かたまりの 状敷で）梵菜されたものと且るのが一般的であると抒えられる。器稲はJ/認なるが、飯蛸壺で、

紐は検出さ れていないものの、あたかも紐で結び付けられたかたまりの状態で出土した例が、池上曽根

遺跡などで みつかっている。出土状況からみると、酷似しているといえる。rMの性格ははっき りしないが、

廃絶の際に土器などを廃束して埋めたものであり、応図して以蛸並｝紗I::器を多く入れたものではないと

考えられる 。ただ、多く の土器類が1:1I /f'jより Lに分布しているのに対し、 298のように下附1で完形の状

態で出土し ているものもあり、意図的な埋め方をしている可能性も考えられる。

真蛸壺形土器に l~l しては、泉南地域で多く 出土する器種であり、中世以降の哀蛸四の形状に似ている

ことから、 同様のものとの考え方が般的であるが、 一部を除いて確定できる例がなく、系閉もはっき

りしないこ とから、ここでは、真蛸恨形土器として利用目的を限定しないこととしている。泉南地域の

極めて在埴！性の窃い器種ということができ、 リJ里遺跡においても、特に出土地点が限定されることはな

く、一般的に見られる器糀である。甜遥は/1}.<、外而にタタキ目が明瞭に残っているものや、内而にヘ

ラ状工具の痕跡がそのまま残されているものなど、間眺痕を残したままで、 {I: 1-: げをおこなっていなし

ものが多く 見られる。殿のような使い方も考えられるが、 1-1-1土辿物における甕の比率が低いわけではな
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い。ただし、外而に煤が付沿ずるものが見られることから、火にかけてイ史用する こともあったようである。

現在のところ、 明確な用途は不明である ことから、 今後、溝530006のような出土例の類例から推定し

ていく必要があるものと考える。

溝260694(図85、87、89、90、図版16、39、76)

中央南区の中火東側にあたる L区のやや北端部で検出された。弥生集落の竪穴住居が密集した部分の

東側に位置しており、堅穴住居 2の北西側で約2.5m離れて隣接する。周開にはピット，II冷や土坑がみら

れる。2本の溝が隣接して掘削されており 、別の汁かの可維性があるが、 ここでは同時しこ存在したものと

考え、 一つの迫椙としている。

南東から北西方向にほぼま っすぐにのびている。2本の洲が約20cm閻陥で平行しているが、ややずれ

た状態で並んでいる。北側の溝がやや規校が大きく、検出面で長さ約7.2m、輻50...... 80cm、深さ約3

cmを測る。南側の溝は、検出面で、 長さ約6.8m、111111約40cm、深さ約35cmを測る。約20cin間開で平行し

ていることから、併せると、 長さ約8.0m、幅約1.2mの科林莫となる。埋土は、 2本の洲とも同様で、オリー

ブ褐色粘質シル トが主体である 0 .ii」：は屈に分かれないが、上半部に径10cm大の礫や」滉8、サヌカイト

などが含まれており、廃栞された状況である。北側のrmに比べて南側の洲iで多く検出されている。底は

平坦であるが、 1剖東側のレベルがやや低い。掘立柱建物の雨落ち溝のような形状を呈しているが、対応

する掘立柱建物は検出されていないため、考えられない。水路とも抒えにくく、排水などに伴う施設と

はいえない。 サヌカイト片がまとまって出」こ している ことから、具体的には不I~」であるが、石料幽作に

伴う施設と考えるこ とがで送る。

遺物は、埋土中から礫とともに弥生上器や府製石限が出 I::している。弥生土器は、形を復元できるも

のは少なく、 図化できたものは3点である。図87-329は、附のII緑部である。 1-1緑部が人きく外反し

ており 、口縁端部内而には、斜め方向の刺突文が施されている。[I縁端部をJl且/!,Lさせており、下方向に

やや広げている 。 胎 1~.の特徴から、生駒四麓産と好えられる。 330は、 受け門状口縁壺の1-1縁l'1llである。

口縁部はほぼ直セしてお り、口縁端部は肥厚している。口綽部外面の下端には、凹線が巡る。331は、

甕の底部である。熱を受けて、赤く変色している。

磨製石器は、 4点図化する ことがで送た。区189-347は、砂岩製0)砥石である。表而は深く、

浅く 窪んでお り、表哀面ともに線条痕が残っている。 側而は割れたままであるが、 1面のみ（計府されて

いる。表面の窪みが深いことから、石IIflとして使われた可湘性もある。図90-348は、砂岩製の叩き石

である。卵形の礫を使用しており、全面に研｝評された痕跡が残る。一端や巾央部などに叩打痕が見られる。

349は、砂岩製の台石である。表面が平坦で、打撃痕が少し凡られる"m而の平田部にも打撃痕がわず

かに認められる。350は、砂岩製の台石である。板状の礫を使川しており、函而は火を受けて剥溶して

いる。表面下部に打限痕が如苦に見られる。また、

して使われた可能性もある。

溝260660(図85、87、図版16)

而ともに線条痕が認められる ことから、砥石と

中央南区の中央棗側にあたる L区のやや北饂部で検出された。弥生集落の堅穴住居が密集した部分0

東側に位置しており息沿穴住居 2の北側で約2.5m離れて隣接ずる。 周囲にはピット群や土坑がみられる。

溝260694の北束約 6mに位四しており、ほぼ平行に走る。北端部は、間査区外に延びるため、全容は

不明である。

溝260694と同様に、南束から北西方向にほぽまっすぐにのびている。規板は、検出面で艮さ約6.6
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m、幅約80cm、深さ約30cmを測る。地土は、褐色粘質シルトが主体で，炭化物を含む。底のレペルは、

高低差はほとんどない。掘立柱建物の雨落ち汁りのような形状を2しているが、対応する掘立柱建物は

検出されていないため、考えられない。水路とも考えにくく、排水などに伴う施殷とはいえない。溝

260694と平行 しており、形状も似ていることから、なんらかの閲迎性が抒えられる。ここでも、径10

cm大の礫や土器などは検出されているが、サヌカイトの11―1土口は多くないことや、 1氏が平坦ではないこ

となど、相違点もある。このため、現状では恨l辿した辿WIの可熊性があるという点に留めておく。

遺物は、埋土中から礫とともに弥生 1ヽ．樅が出七している。弥生土料は、形を設元でさるものは少なく、

図化できたものは 4点である。図87-334は、並の口緑部である。 17緑端部をJ]叫以させており、下方向

にやや広げている。口緑端部には、棒状癖文が付けられている。 335は、血の底部である。外而には、

縦方向のヘラミガキ潤幣が見られる。336は、哀蛸血｝紗七甘村の底陥である。破担部の上端を加工しており、

小型の鉢として再利用したnff1註性がある。 337は、別の底部である。猥酒の可侮性もある。外而に指即

圧痕が見られる。外面に煤が付許している。

溝260732(図85、87)

中央南区の中央東側にあたる L区のやや北鉛部で検出された。弥生集落0)呪穴住居が密集した部分の

東側に位置しており、怜'i260694の北イ）'[IJで約60cmUJl11れて隣接しており、ほぼ平行にのびている。周1月に

はピット群や土坑がみられる。7#1260694と同時に存在したものかどうかは不明であるが、溝260660

とともに同じ方向で掘削されていることから、 1却I辿性はあるものと名えることができる。

南東から北東にのびる汁かである。規校は、検Ill而で長さ約1.6m、輻約60cm、深さ約20cmを測る。抑

土は、黄褐色粘質シル トである。溝状を旦しているが、規板が小さく、雨落ち溝や排水路とは考えられ

ないため、 土坑的な辿構といえる。溝260694と11り様に、径10cm大の礫や 1-:淵などは検111されているが、

サヌカイ トの出±足は多くなし 。

遺物は、埋土中から礫とともに弥牛'.L器が出上しているが、図化できたものは 1点である。図87-

338は、高杯杯部の目緑部である。破片が小さいため、乱本の口籍;'1110)可湘性もある。口縁部はほぼ直-・---

しており、口縁端部は肥}!,I.している。口緑部外而の上端と下船には、 凹線が巡る。

溝260020(図85、87)

中央南区の中火東側にあたる L区の南半部で検出された。弥生集落0兄翌穴住居が密集した部分の東側

に位置している。北側を堅穴住居4に切られているため、全容は不明である。周囲にはピッ ト麻や土坑

がみられる。

溝260694とは約26m離れているが、 1剖束から北西方向にほぼ同じ方向でまっすぐにのびている。そ

れぞれの溝は離れているため、 町接の1却］辿性は不明であるが、 L区で検出された溝は、ほぼ向じ方向で

掘削されている。地形上の制約などはないことから、集落内でなにか意味のある方向を示しているnm尼

性があるが、詳細は不明である。規校は、検出而で艮さ約3.2m、幅約50cm、深さ約20cmを測る。埋土は、

褐色粘質シルト が主体である。底は平坦であるが、北西側のレベルがやや低い。 JJal立柱建物の雨落ち洲

のような形状を呈しているが、対応する掘立柱建物は検出されていない。水路とも労えにくく、排水な

どに伴う施設と はいえない。溝260694などで検出されている礫やサヌカイトはみられない。

遺物は、埋土中から弥生土甜が出土しているが、似1化できたものは 1点である。 1叉187-343は、殿の

底部である。内外面に指必圧痕が兄られる。底は平坦である。外而に火を受けており、赤く変色している。
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図86 溝710219平・断面図

溝710280(図87、図版39)

中央南区の中火にあたる N区0)1¥j船部で検出された。訓査区の端部で一部が確認されたのみであるた

め、全容ははっきりしない。大溝 lに合流する溝と老えられるが、南側は,11/il査区外であるため、詳細tに

不明である。さらに、京側は占代のri'i'/とほぼmi以するため、失われている。深さ約10cm分が確認された。

出土遺物の多い部分であり、大溝 1の辿物との選別がむずかしい点もあった。

確実に溝710280に屈する辿物の うち、弥生土器で1双l化できたものは 2点である。図87-332は、直

口壺の口縁部である。n緑は、斜め上方に向かって広がる。外面は、口緑端部のすぐ下に円形浮文が付

けられてお り、その下には炎術が3条巡っている。口縁端部を肥叩させており、やや内約している。表

面に橙色の化粧」；が施されているものと考えられ、全休に赤っぼい色調である。 333は、甕の上半部で

ある。口縁部は、くの字状に強く外反しており、 1----1緑端部は肥厚させて而をなしている。

溝710219(図86~ 88、図版7)

中央南区の,p央にあたる N区の南半邪で検出された。弥生集落の翌穴住居が裕集した部分のほぼ巾央

部に位置している。盛穴住尼22・23と竪穴住屈25のち ょうど中閥部分で検出されている。平面形はY

字状を呈してお り、 2棟の竪穴住居から派生したれ府が合流し、大溝 3へのびている。堅穴住居22・23

と竪穴住居25は、上部構造に硝構造をもつものと推定していることから、雨落ち溝が固囲に巡っていた

ことが考え られる。この潤杏区では全体に削平が苦しく、迫梱のヒ部が失われていることもあって、竪
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穴住居22・23(1)胤囲では溝は確胞されていないが、雨落ち洲が溝710219につながっている状況という

ことができる。翌穴住居25に閾しても溝は確認されていない。ただ、竪穴住居25から派生している部

分を土坑が切っていることから、雨落ち滞がつながる状況ははっきりしない。

竪穴住居22・23方面から合流部までは、検出面で長さ約3.4m、1J1)ii約20cm、深さ約 5cmを測り、底の

レベルは合流部に向かってやや下がっている。竪穴住居25方而から合流部までは、残存部で長さ約1.0

m、幅約30cm、深さ約10cmを測り、底のレベルは合流部に向かってやや下がっている。合流部からは、

ほぼ東西方向にまっずぐにのびており、大溝3にいたるものと考えられるが、大溝3との合流部は開

区の境界部分にあたっており、明確にはなっていない。この部分は，検出面で長さ約5.5111、幅約6ucm

深さ約15cmを測 り、底のレベルは大松'13に向かってやや下がっている。断面形はV字状を呈している。

埋土は、 全体にわたって褐色粘質シルトが主体であり、炭化物を含む。合流部から大洲3に向かう部分

＼
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図87 溝出土土器
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では、灰黄褐色粘質シルトが混ざっている。 1屈であることから、一気に埋められた状況ということが

できる。埋土の観察からは、水路として利用されたものかどうかは確定で送ない。ただし、！怪穴住居と

の関係などをみると、雨落ち溝から大溝3に向かう排水路の可能性が商いといえる。

遺物は、 埋土中から弥生上器が出土しているが、図化できたものは 3点である。因87-339は、甕の

口縁部である。口緑部は、くの字状に強く外反しており、口紐端部は）｝凹厄させて面をなしている。体部

の外面には、 縦方向のハケ脚戦が見られる。 340は、高杯脚台部である。端部を上方に広げており、 間

を形成している。 341は、冊の底部である。外面に指即圧痕が見られる。底は平坦である。このほかに、

打製石器も見られる。図88-345は、 イ了翌式の石鏃である。 346は、凸:J,tII式の石鏃である。

溝720138(図87、図版39)

中央南区の南部にあたる RI区の北端部で検出された。弥生集落の翌穴住居が密集した部分の中央部よ

り南側に位門している。竪穴住届が少ない邪分で、毀穴住居とのm似閾係はない。ほぼ末西ガ向に走る

溝であるが、 閻杏区が分割された部分にあた り、 M区の南端部と Q区の東端部にまたがっているものと

考えられる。ただし、 M区と Q区では、削平のため検出されておらず、全容は不明である。 R区でも _,_

体に削平を受けており、上部はかな り失われているものといえる。周囲には溝はみられず、 性格を判断

するのはむ手かしいが、なんらかの排水路のようなものと考えられる。

“良 魯参
くこ二> 344 ＜ 345 

くこ〉 :H6 0 (S=2:3) 5cm 
f I "T I I一I . —-·, , I 

図88 溝出土打製石器
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図89 溝出土
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東西方向にほぼまっすぐにのびており、規似は、検lie¥而で長さ約5.6m、幅20.....,60cm、深さ約10cm

を測る。西側に比べて東側がやや広がっているが、底のレペルは幽側のほうが低い。埋土は、灰凶褐色

粘質シルトが主体で、贔褐色粘質シルトが浪じる。東側では径10cm以下O)礫を多く含んでいる。

遺物は、 浬土巾から弥生土湘が出上しているが、図化できたものは 1点である。固87-342は、甕の

底部である。外而に指頒圧痕が見られる。 ll;.(はややへこんでいる。紀伊座の甕の底部に似た形状や糾整

であるが、 結品片店を含んでいないものである。

小結

土坑の項でも述べたが、全体に集落内での盛穴住居やビット71¥の検出口と比較して、溝はあまり見ら

れない。 L区でややまとまった状隅で検出されたほかは、単発的である。排水路と考えられる例は、匝

穴住居からの雨落ち溝からのびる溝710219とH区の杓'1530006、R区の松1i120138である。検出状況力

ら、集落内を流れる排水路はあまり存在しなかったものということができる。

H区の溝530006は、結朱的には集落の北限を示すかたちとなっており、 1烙絶II寺に多くの十盤が

されている。哀蛸1,11il形上器がまとまって多凪に出土しており、特徴的な様相を母している。性格ははっ

きり しないが、地禎状況から、排水路として使われたものとは考えにくい。 これより北には弥,,~.時代0

明確な遺構が検出されておらず、なんらかの対紗＇位の意味をもっていた可能性は抒えられる。

L 区の溝のまとまりは、排水路的なも 0)ではなく、サヌカイト片がまとま っ て I ~は：している ことから、

石器製作に槻lわる辿構と抒えられる。 L区では、ほかに十．坑でも同様に、サヌカイト片がまとまってIii

土したものがみられることから、具休的な施設は不明であるが、集述内において石器製作に1具lわる部分

であったと卦靡lすることができる。

男里弥生集落では、次瑣で述べる大洲が隣接していることから、水にl!hlわることは1れ発的なhWより....'

すべて大溝に依存していたものということができる。

2. 大溝

弥生集落の両側は、金熊寺川 （出里川）の低位からrl1位段丘而にあたっており、他1杏区の隣接地で比

高差 lm以上の段fi狐を確認している。特に、 P区やI区の西{Jllj、GIざ．南端でり詐佐にみられる。この段

差の形状は一様ではなく、 P区西側の段迫はややゆる＜、徐々に下がっているのに対し、 I区の煎側や

G区南端の段述は急に下がっている。この段印』に沿うかたちで大溝が検出された。 I見在でも、 この大

溝に近い部分を流れる水路が使われており、区場には水ITIに水をひいている。やや流路がずれている部

分もあるが、ほぼ同じような位皿を流れている。もともと自然流路が流れていた可俺性が商い。

調査当初は、大洲との1忍識がなく、特に P区0)1澗杏時には、集落の西側で一段下がった低位段丘に、

集落から廃菜された迫物が堆租していたものと老えていた。この部分の段足はややゆるく、徐々に下かっ

ていることから、自然地形との認識であった。その後、 I区と J区にまたがる部分やG区南端部で急に

下がる段差をもつ流路の存在が明らかとなり、大溝との飽間をもつようになった。さらに、これにつな

がる部分が、K区南半部を横切るかたちで，翡'J査されたことから、ようやく大れ府の存在および形状が明

かになった。また、断片的に検出された大溝を集落内の位凶1紺係で兄ると、単純に 1本の火溝のみとは

考えられない検出状況である。詳細は個別に述べていくが、大きく 4本の大rmの存任が想定されること

から、この項ではこれらを中心に述べていくこととする。ただし、これらの大溝は、無1於I係ではなく

大溝 lを中心として各大閲はつながったものであり、閾迎性は訂いものといえる。集落の両側をほぼ南
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北方向に走る大溝 1に付屈するかたちで、K区で大溝2、Pl区で大溝3、T区から U区にかけて大溝4

が検出された。大瑚間の合流部が聞査区外であることから、団複閾係は不明なものもあり、すぺてがm

時に存在していたものかどうかはわからないが、大きな時期迫はないものと考えられる。ほぼ同時に機

能していたものといえる。

(1)大溝 1・2

調査区の西側部分を南から北方向にのびる形状である。ただし、 単純な形状ではなく 、集落の北端部

分では、大きく東に回り こんだ後、 北に向かい大きく円弧を描いて四方向に0)びている。 間査で形状が

確認されているのは、集落の北側部のみであり 、染蕗の南側では、西側の間査区外を走っているため、

はっきりしない。想足する流路としては、上流に上る方向でいうと、 K区を横切って西方向に向かった

後、 0区の西端をかすめて南下し、 Plヌの四側を平行して走り、 S区に至るものである。 S区は、 トレ

ンチ調査のみをおこなっているが、辿構の形状はわからないものの、 厄い辿物包含府が検出されており、

多くの土器類が出土している。大溝 1のほぼ中央部に トレンチを掘削した状況といえる。全体形状を見

ると、弥生渠落の北側で蛇行していることがわかる。さらに上流の南側の状況は、調杏区外を走ること

から、はっ きり しないが、 地形的にみると、 U区の南側をさらに南下し、叫在の第二阪和国逍の交迫Jは

付近に達するものという ことができる。

全体形状は、以上のようなものと考えられるが、推定の域を出ないms分も多々あるため、 i闊査で確認

された部分の詳細を述べていく こととする。閻杏の」こ程上、罰杏区が細切れになってしまい、断片的に

しか確認できない部分も多いが、全体に追物が多く 出七しており、各間査区で迎上の状況も観梨できる

ことから、大溝の性格を知ることができるものと考える。追物に!:Ydしては、後に詳述するが、 集紹内で

検出された追物O)).:.t11S分を占めているため、 時期決定の根拠になるほか、弥生時代巾期末の一括炎料と

しては、 泉南地域では最も出七屈が多いものであるといえる。調査で明らかになっている部分を、大き

く5ヶ所に分けて記述することとする。大h件の流れとしては、 ）¥]から北方向だと考えられるが、潤

の設定上、 北からの品述とする。 C区南端部、 l , J区、 K区南半部、0区西端部's区の順とし、辿

物もこのま とまりで述べる。

G区南端部（図92、93、97、126、図牒17、40)

G区南端部では、わずかに大溝 1の北側訂部を検出したにすぎない。ただ し、この部分を検出したこ

とにより、 当初想定していた、 I; J区から北西方向にまっすぐのびるのではなく 、さらに屈曲してほしJ・

西方向に向かうことが確認された。想定ライン上には、近世から続いている水路がのびており、旧河逍

の方向に沿っていることから、自然流路としては最も適しているルー トと抒えたのであるが、尖際は四

方向の双子池下池に向かっているため、よ りI11河道の深い部分へ直接!Ci」かうルー トを通っているものと

いえる。現在の水路は、自然流路を利用したものではなく、より合理的なルートを掘削して双子池に向

けたものという ことができる。大WJは、現在の西へ向かう迅路の下を通っていることになる。

検出された部分は、最大で延艮約llm、11,r"!約4m、深さ0,7,._, I .Omを測る。訂部のみの検出であ

るため、 底の状況は不明であるが、埋土の雄租状況を硯察することができる。白然流路の訂部を人為

的に成形して急な傾斜をつくつているものと名えられる。）r-,J t1[5から底にかけては、 tこぶい黄褐色粘四

シルトを主体とする屈であり、礫を含む。その上は灰色砂糾じりシルト／図である。上屈は、にぶい絨

褐色粘質ジルトが主体であるが、 人為的に埋め られた ）凶であ り 、七~~を多く含んでいる。底部付近に

粘質土が堆粕 していることから、当初は流れの弱い水たま り状謳であったことが考えられる。その
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4. N 7/0灰白色 砂混じりシルト
s. 7.5YR 7/1明褐灰色 砂混じりシルト
6. N 5/0灰色 砂混じりシルト
7. JOY 7/1灰白色 砂混じりシルト

／ ー／
8. 7.SY 6/1灰色 砂混じりシルト

hヽ 
9. lOY 7/1灰白色 砂混じりシルト Fe含む
10. IOY 7/1灰白色 砂混じりシルト 礫を少紐含む
11. N 6/0灰色 シルト
12. N 6/0灰色 砂混じりシルト Fe含む
13. N 7/0灰白色 シルト
14. IOYR 7 /2にぶい黄橙色砂混じりシルト

大溝4
15. 5Y 7/1灰白色 砂混じりシルト
16. 2. SY 7/2灰貨色 シルト
17. lOYR 7 /3にぷい鉛橙色砂混じりシルト
18. SY 7/3浅黄色 砂混じりシルト
19. lOYR 8/3浅黄橙色 シルト Fe含む

I 20. lOYR 7/3にぶい政橙色砂混じりシルト

大溝1--
21. lOYR 7/4にぶい黄橙色砂混じりシルト 炭化物 ・Fe含む
22. N 5/0灰色 砂礫浪じりシルト 小礫 ・辿物多品に含む （大溝2埋土）

~ 23. lOYR 5/4にぷい貨褐色砂礫混じりシルト 小礫 ・迫物多屈に含む （大溝 l埋土）
24. IOYR 5/1褐灰色 細砂 炭化物少Q含む （大溝 l埋土）
25. !OYR 6/2灰黄褐色 礫混じり細砂 （大溝 J埋土）
26. lOYR 6/6明黄褐色 砂混じりシルト 炭化物少屈含む （大溝 1埋土）
27. 7 SY 6/3にぶい褐色 砂混じりシルト （大溝）埋土）

゜
(S=l:2000) 100m 28. !OYR 5/4にぶい黄褐色 シルト 炭化物含む （大溝 1埋土）

図92 大溝1・2断面図
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後、砂を含む層が堆禎していることから、ある社）迂の流れがあったということができる。このため、こ

の部分での土層観察では、大溝 lは当初流れの弱い状況であったが、その後ある程l北の流れをもった流

路であったということができる。

上層から、 多く の弥生土梱をはじめとずる追物が出土している。辿物足のわりには｀完形になるもの

が少ない。この部分で出土した弥生土器を図93に未す。

351は、いわゆる口明山型壺の口紐部である。大型の土器であ り、 口緑部がゆるやかに外反する。外

面には直線文が複数巡っている。 内而には指頭圧痕が残る。 352は、細頸鼎のに1緑部である。口絲部外

面の上部には凹線が巡っている。その下には波状文と直線文が交互しこ巡っている。「i緑端部は、やや内

湾している。353は、受けn状n緑面の口縁部である。「l緑部が町立氣味でやや内約しており、外而に

は波状文が巡っている。内面には指碩圧瓜が残っている。 354は、 珈の益である。被熱のためか、 紫色

に変色している。355は、りけの益である。つまみt1Bは欠担している。2点一組の紐孔があけられている。

356は、受け口状口紺面の口縁部である。1-1緑i、11・｛が直立気味でやや内湾しており、外而には波状文が密

に巡っている。胎土の特徴から、紀伊迎と考えられる。357は、 小型の壺である。内外面ともに、縦方

向のハケ調整が凡られる。358は、受け口状日緑礎の口紺部から口部である。Iコ緑部が直立気味でやや

内湾しており、 外而には凹線が密に巡っている。顆部に押捺突堺をもつ。訂部の内而には指即圧痕が見、

られる。

359は、 真蛸血形 I::: ~村の上半部である 。 n緑端部は肥）~1させており 、面をなしている 。 口緑部は内樅

している。外面には斜め方向のハケ調戦、内面にはナデ乱，',l罰りが施されている。外而に煤の痕跡が残る。

360は、 真蛸壺形 1噂加のド'~部である。外面にはナデ調賂、 内而にはヘラケズリ胴盟が見られる。外山l

に煤が付着している。 361は、 竹状土錘である。 ••部欠拍しているが、ほぼ完形である。 確尖に弥生時

代のものとは断定できないが、 出土辿物の「いに後山の混人品は見られないため、弥生時代の辿物と抒え

る。 362は、 高杯の脚部である。外而に縦方向のミガキ閻整が施されている。363は、猥のII縁部であ

る。 口縁部は、 くの字状に強く 外反しており、口紐端部は肥序させて而をなしている。 364は、 別である。

胴部中ほどは欠似しているが、「l縁部から体部「ドほどにかけてのJ.:111部と底部は残存しており、完形に

近いとこ ろまで復元できたものである。 口縁部は、くの字状に強く 外反しており 、 n縁端部は肥fl,!~廿

て面をなしている。

このほかに、 石器類も出土している。灰197-410は、砂岩製の叩き石である。棒状の礫を使用してし

る。一端と側縁、平而巾央に打撃痕が防められる。図126-873は、r!.!:t基n式の石鏃である。一部側紐

が欠損している。

1区（図92、94~ 97、114、図版17、40、41、74)

I • J区では、 大怜'/lの両訂部を検出したのみである。人yl,1/1が束に回りこんで、 北に向かい大きく

円弧を描く部分にあたり、もっとも東側に吝った部分である。大riW1と同じ位四に、近1廿から続く現イ

の水路があり 、これを避けて訓査区 I. J区が設定されている。このため、大溝 1の中心部分の調杏は

できず、両調査区で大rm1の門部を検Illしたかたちとなっている。

東側の I区では、削平や樅乱が著しく、口部を明確に検出することは困難であった。 中央部が未調

であるため、底の状況は不明な点もあるが、 埋土の堆租状況を観祭することができた。ここでも、自然

流路の眉部を人為的に成形して急な似斜をつくっているものと考えられる。大fi','I内から見ると、かなり

比高差が感じられ、大がかりな印象を与える。
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検出された部分は、 M大で延長約35m、幅 2--....5 rn、深さ0.8........ 1.2mを測る。)iI部から底にかけては、

灰色粘土を主体とする屈であり、底付近には砂を含む。その上は賠褐色粘質シルトや暗灰凶色粘質シル

ト層で小礫を含む。上屈は、にぶい黄褐色粘質シルトが主体で、灰此褐色粘災シルトが混じる。 人為的

に埋められた園であり、径 8cm租l且の礫や土器を多く 含んでいる。底部付近で主に粘土が雄租している

ことから、 当初は流れの弱い水たま り状歯であったことが；号えられる。その中で、砂を含む屈も見られ

ることから、ある程度の流れがあった時期も存在したということができる。このため、この部分での土

層観察でも、 G区南端部の見解と同様に、人溝 1は当初流れの弱い状況であったが、 その後ある粗腹の

流れをもった流路であったという ことがで送る。

上層から、多く の弥生土?.Sをはじめとする辿物が柑土している。追物伍のわりには、完形になるもの

が少ない。 こ の滞分で出土 した弥年上沿を 1双194 • 95に示す。出上位巴で辿物を分けてみたが、あ u,

時期差は感じられない。

医94は I区北半部の主に上）f •'i から出 1礼．したものである。 365は、遥の口緑部である。口緑部が大き く

外反しており、 口緑饂部内面には、斜め方向の刺突文が施されている。口緑端部を肥厚させており、 T

字状にやや広げて而をつくっている。面には、波状文が見られる。頸部には凹線が巡る。366は、罰の

口縁部である。口緑饂部をほぽ直角に下方向に広げており、外面に波状文が巡る。さらにその上に縦方

向のヘラ描き沈線が付けられている。「l縁部内面には、ヘラ状工具による斜め方向の刺突文が旗されて

いる。367は、遥の1--l緑部である。口緑端部を肥厄させており、外而には凹船が巡る。口縁部内而には

紐孔が 1ヶ所あけられている。368は、 )II(のに1緑部である。口緑端部を T字状に広げており 、外而には

凹線が巡る。さらにその上に棒状浮文が付けられている。口緑部内而には、ヘラ状工具による斜め方向

然

36 

三 7

□ ~ 369 

~ T-

368 

370 

三―—丁で二： 371 

-===-----i_—ーで
373 

竺ミ

こ
375 

ご :76

ニ 377

¥ 3 

37~ 

こ
'8 

372 
。
」
-

m
 

iOc
T
-図94 大溝 1出土土器(2)

-163-



の刺突文が施されている。また、口緑部内而には、 3点一組の紐孔があけられている。口緑部内外而には、

黒色物質が塗布されている。369は｀頸部がすぼま った真蛸煕形土器の上半部である。口縁紆15が外反し

ている。内外面には指眼圧痕が残る 。 内而に熱を受けてお り、 赤 く 変色している 。 370 • 37 1• 373は、

甕の口縁部である。いずれも口緑部は、くの字状にほぼ皿角に外反する。胎土の特徴から、紀伊殴とぅ

えられる。372は、甕の口緑部である。口緑部は、くの字状にほぼ皿flJに外反する。外而に煤が付沿し

ている。374は、 脚台部の破片で、器侃は特定できない。端部を肥厄させており、T字状にやや広げて

面をつくっている。外而の中央部に叫線、 その下に刺突文が巡っている。375は、 脚台部の破片で、 ]団

杯の可能性が高いが、器種は特定できない。 外而の上半部には円形0)透かし孔が 2列付いており、下

半部には凹線が巡る。 376• 377は、哀蛸壺形土器か猥の底部である。 378 ♦ 379は、 i1'tlの底部である。

底は平坦である。

図95は、 ］区北半部のtに下l日から出土したものである。380は、西の口緑部である。口緑端部をほ

ぼ直角に下方向に広げており、外而に凹線が巡る。n緑端部外而の凹線の ヒには、上端と下糾/,¥しこ円形浮

文が連続して付けられている。381は、壺の口緑部である。口縁船部をほぼ町角に下方向に広げておハ

外面に凹線が巡る。頸部にも凹線が巡っている。胎土の特徴から、紀伊迎と考えられる。382は、無顆

壺の上半部である。口緑は内洲する。口縁端部を肥厚させており、凹線が巡る。
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壺の口縁部である。口緑は内濶気味であるが、受け口部の囲曲は甘い。口緑部外而には、凹線が密に巡る。

頸部外面には、縦方向のハケ間整が見られる。384は、口緑が内r対する狐の口緑部である。口緑部外而tこ、

凹線が密に巡っている。 385 • 386は、四口珈の口緑部である。いずれも口縁は、斜め上方に向かって

広がり、外面には、口絨端部からやや下がった位四に突帯が 1条巡っている。口縁端部を肥肛させてお

り、やや内湾気味である。385は、口緑部上端に波状文が巡っており、突術に刻目をもつ。387は、梱

台の脚台部である。下半部は外面に凹線が巡っている。 l:.半部には、透かし孔が付く。熟を受けており、

赤く変色している。

388は、高杯の杯部である。胎土の特徴から、紀伊産と考えられる。389は、隈0)上半部である。口緑部は

くの字状にほぼ直角に外反する。n緑端部は肥）立してお り、外而に凹線が巡る。外面に煤が付沿している。

390は、甕の上半部である。口緑部は、くの字状にほぼ直角に外反する。外而に煤が付約した瓜跡が見

られる。391は、殿の上浪部である。口緑部は、くの'j_.:状にほぼ町角に外反する。口縁端部は肥厚して

おり、上方につまみあげられている。外面に煤が付布している。392は、壺の蓋である。周緑部の欠:Hl
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後に打ち欠いており、メンコ状に再加工している。 393-395は、四の底部である。 395は、胎土の特

徴から、紀伊産と呼えられる。

このほかに、石器類も出土している。図97-411は、緑色片岩製の柱状）ヤ刃石斧である。片側面が残

存しており、 縦方向に欠机後、破拍而を研評している。412は、黒色片岩製の柱状片刃石斧である。 片

側面が残存しており、刃部に線条痕がわずかに残る。 413は、 ド）何から出土したもので、緑色片岩製の

扁平片刃石斧である。石庖丁に転用している可能性がある。上辺と片側辺の研庖は少ない。414は、下

層から出土したもので、緑色片岩製の石店 J冴未成吊である。剥離成形後の研）丹段[If物のものと考えられる。

図 114 -729は、上）日か ら 出土したもので、緑色片柑製の石腐丁である。 片刃であり、紐擦れ~此が.,

とも背側へ向いている。光沢が署しい。

図96は、 1区南半部の主に下）図から出土したものである。 396は、壺の口緑部である。口緑部は大き

く外反する。口縁端部は肥）ばしており、外而に凹線が巡る。罰部には、簾状文が 3列巡っている。 397

は、壺の口縁部である。口緑端部を下方向に広げており、外而に格子文が巡る。口緑部内而には、外か

ら波状文、 斜め方向の刺突文，扇状文が施されている。さらに、口緑部内面には、 2点一組の紐孔があ

けられている。398は、窃杯杯部の口緑部である。 n縁端部をほぼ附角に下力向に広げており、外面に

横方向のミガキ』乱賂が見られる。399は、甕の上半部である。口緑部は、くの字状にほぼ直角に外反する。

胎土の特徴から、紀伊煎と考え られる。400は、殿の上半部である。口緑端部は肥）駐しており、 n緑剖

は、大きく 外反する。 外面に縦方向のハケ蘭盟が残る,,401は、甕のヒ半部である。口緑部は、くの'.r..:

状にほぼ直角に外反する。口縁端部は）jE! 以しており、上方につまみあげられている。 402は、 受け口状

口縁壺の口緑部である。受け口部の屈仙は強く、断而は逆 「く」 の字状を呈しており、口緑は内洲する。

口縁部の上端と下端に1川線が巡り、中火には斜め方向のヘラ状工具による刺炎文が巡っている。即部に

は、凹線が巡っている。顆部上半部では、外面に縦方向、内面に斜め方向のハケ間整が見られる。403

は、無頸壺の K半部である。口縁端部が丸くおさめられている。体部外而には、横方向の直線又や波状

文、内面には斜め）砂］のハケ他l盟が見られる。 404は、口緑部を欠111した把手付鉢である。把下は、 挿

入法で鉢に取り付けられている。 405はぷ見0)口縁部である。 n紐部は、くの字状にほぽ直角に外反する。

胎土の特徴から、紀伊産と名えられる。406は、 壺の底部である。 外而には桁頭圧痕が見られる。底は

平坦である。407は、兵蛸壺形ヒ器の底部である。内外面ともナデ訓賂が残っている。熱を受けて赤く

変色している。 408は、烈の目緑部である。口縁部は、くの字状にほぼ町角に外反する。口縁端部は肥

厚しており 、上方につまみあげられている。外而には、縦方1月のハケ糊整が見られる。胎土の特微カ

生駒西麓産と労えられる。 409は、甕の口紐部である。n緑部は、くの字状にほぼ直角しこ外反する。内

外面ともに、縦方向のハケ闊盟が見られる。胎土の特微から、生駒四麓崩と考えられる。

J区（図98~ 100、126,図版17、42、71)

西側の］ 区では、削平や批乱が苦しく、訂部を明確に検出することは困難であった。哀側の 1区に比

べて］区では、辿構面のレベルが約 lm低く、両削杏区を分かつ水路をはさんで状況がかなり汎なって

いる。このため、撒地に伴う削平の規板が大きく、大溝 ］の四側はかなり失われている。西側訂部の下

端から底部にかけての検出であるが、采側の状況に比べて煩斜がゆるいものといえる。検出状況からは、

本来の自然流路の形状を残したものか、人為的な成形によりつくられたものかは判断できない。ある程

度、自然地形を残しているものと考え られる。底の状況は不明な点もあるが、埋土の堆禎状況を観祭す

ることができた。大溝内から見ると、検出面のレベルが下がっているため、比莉磁はあまり感じられず，
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